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ノい の 糧
愛 は人 の霊 と同様 に永遠 であ る。

従 って 人 が死 後 もその存 在 を失 わ

な い とす れ ば、愛 もまた永 遠 に生

き続 け るで あ ろ う。

地 上 に あ る事 物 が天 の事 物 の ひ

な形 だ とす れ ば 、愛 す る人 と霊 界

で会 った とき、私 た ち はそ の 人の

こ とを思 い出 す で あ ろ う。私 は妻

をほ か のだ れ よ り も愛 して い る。

ま た子 供 た ち を も愛 して い る。私

は全 人類 に対 して思 い をはせ 、 そ

の救 い を希 求 す るこ とが で きる。

しか し今 は、共 に座 して愛 す る子

供 の病 い を、 そ して死 を も見 届 け

た私 の妻 を、愛 した い。数知 れ ぬ

経験 は ふ た りの心 を しっか り とっ

な ぐ。 その つ な がれ た心 と心 が決

して離 れ る こ とが な い とは、何 と

す ば ら しい こ とか。 あ な た は後 の

世 で あ な たの妻 と会 い 、ふ た りは

この世 にお け る と同 じよ うに愛 し

合 う。 そ して不 死 不 滅 の体 を得 て

共 に復 活 す るの で あ る。 愛 が この

よ うに永遠 に続 くものだ とす れば、

なぜ 死 がふ た りを分 かっ と言 え よ

うか。

そ うは言 えな い。 い や 、 そ う言

う必 要 もな い の だ。救 い主 イエス・

キ リス トか ら正 当 な権 能 を授 け ら

れ た 人 々 に よ り、主 の宮 居 にお い

て永 遠 の結 婚 の儀 式 が執行 され て

い る。 こ こで ひ とつ に結 ばれ た夫

と妻 、 そ して両親 と子供 は、今 も

永 遠 の世 に わ た って も、 もはや離

れ る こ とは な い。 そ して家 族 は、

永遠 に存続 す るの で あ る。

以上 が神 殿 の 目的 の ひ とつ で あ

る。

大 管 長 デ ビ ツ ド ・0・ マ ツケ イ

(ス イス神殿 献 堂 に寄 せ て)
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神 殿 と 永 遠 の 結 婚
スペンサー ・W・ キンボール大管長

神 殿結 婚 は 、死 を越 え、時 を越 えて、止 まることな く永遠へ と続 く誓 約であ る

生命 は永遠 であ る。 死 は存在 の終着駅 では ない。 人は永遠

に生 き永 らえるので ある。善 人 、悪 人 を問 わず人 は皆復 活 す

る。霊 は墓 より出 た体 と再 び相 合 し、 も し人 が人生 を完 う し

神 よ り与 え られ た機 会 を全 力 を尽 くして遂 行 したな らば、 そ

の霊 と体 は相 合 して再 新 され 、いつ まで も終 わ るこ との ない

不 死不滅 の体 とな るの であ る。

真 の結婚生 活 が もた らす最 大 の喜 びは永続 させ るこ とがで

きる。最高 に美 しい親子 の関係 も永久 の もの とす る こ とがで

きる。夫 と妻 が永遠 の結婚 とい う聖 な る絆 で結 び固め られて

い る限 り、家族 の至 純 な交 わ りは決 して終 わ るこ とは な く、

また喜 び と進 歩 は尽 きる こ とを知 らない。 だが、 それは決 し

て ひ とりで に起 こ るものでは ない。

道 は明確 に示 され てお り、 だれの 目に も明 らか であ る。

永遠 の結婚 につ いて、 ア ダムや他 の予 言者 は知 っていた が、

それ につ いての知識 は十数世 紀 もの間 この地上 か ら失 われ て

い た。 しか し神 は真理 を回復 され、道 を備 え られ た。福 音の

回復 と共 に真 の神権 が もた ら され 、神 は予 言者 に、 アダム、

アブ ラハ ム、 モー セ、並 び に古代 の使徒 が保持 してい たすべ

ての鍵i、権能 、権威 を与 え られ たの であ る。

神 は神殿 とその 目的 につ いての知 識 を回復 され た。今 日、

地上 には主 の特 別 なみ業 を遂 行 す るため に聖 な る建 物 が建 造

され てお り、 その一 つ7つ が 「主 の宮居」 であ る。 これ らの

神 殿 には、正 しい権 威 の も とに、家 族 を永遠 に結 び固め るこ

との で きる人 がい る。 この こ とは 、た とえ多 くの人 に知 られ

て いず とも事 実 なの であ る。

次の聖 句 は瞭 い主の み言葉 の中 で理解 しに くい ものの ひ と
＼ ロ

つ であ る。主 は讐 で群 衆 に教 え られ た。

＼
＼2

「わ た しは 口を開 いて讐 を語 り
、世 の初 め か ら隠 され てい

るこ とを語 り出そ う。」(マ タイ13：35)

た ま に しか聖典 を読 まない人 に とって、 これ らの貴重 な真

理 は理解 で きな い。

「いったい
、人 間の思 い は、その内 にあ る人 間の霊 以外 に

だれが知 って いよ うか。 それ と同 じよ うに神 の思 いも、神 の

御霊以 外 には、知 るもの は ない。

生 まれ なが らの入 は、神 の御 霊 の賜物 を受 け入れ ない。 そ

れは彼 に は愚 かな ものだか らで あ る。 また、御 霊 に よって判

断 され るべ きであ るか ら、彼 は それ を理 解 す るこ とがで きな

い。」(1コ リン ト2：11，14)

そ れ に して も聡 明 で理解 力 が あ り、 しか も高等教 育 を受 け

た人々 が、上 記 の聖 句 に あ るよ うに この大 いなる特権 を無視

した り、故 意 に軽視 した りす る とは信 じられ ないことである。

門は いつ で も開 け るこ とが で きる。 ギャ ップ を埋 め るこ とも

で きる。 そ して人 は決 して終 わ るこ との な い幸福 に向 か って

安全 に、かつ確実 に歩 を進 め 、結 婚 を永遠 の もの とす ること

がで きるの であ る。

讐 話 を説 明 して、救 い主 は言 われ た。

「…… あなたが たには
、天 国の奥義 を知 るこ とが許 されて

い るが 、彼 らには許 されて いな い。

この民 の心 は鈍 くな り、 そめ耳 は聞 えに くく、その 目は閉

じて い る。 それは、彼 らが 目で見 ず、耳 で聞 かず、心 で悟 ら

ず、悔 い改 め て いや され るこ とが ない ため であ る。」

(マ タ イ13=11，15)

そ れ か ら救 い主 は御 自分の そ ばにい た弟 子 たちに語 りかけ、

彼 らが 理解 したの を見て とる と、 こ う言 われ た。



「しか し
、 あなたが たの 目は見てお り、耳 は聞 いてい るか

ら、 さいわいで ある。

あな たがたに よ く言っ てお く。 多 くの予 言者 や義 人 は、 あ

なたが たの 見て いるこ とを見 よ うと熱心 に願 ったが、 見 るこ

とがで きず 、 またあな たがたの聞 いて い るこ とを聞 こ うとし

たが、聞け なかっ たので あ る。」(マ タイ13：16，17)

主 は 、誠実 で王国 の奥義 を知 りたい と心 か ら願 う人 は、祈

りの気持 を もって 自 ら納得 す るまで尋 ね求 め る とい うこ とを

知 ってお られ た。

主 を陥 れ よ うとして難 問 を投 げか け た偽 善 的 なサ ドカイ人

に、主 が どの よ うに答 え られ たか覚 えてお いで であろ う。

その 男は子 がな くて死 ん だので、残 され た妻 はその弟 と結

婚 したが、彼 もまた子 がな くて死 んだ。 そこで彼 女 はモー セ

の律 法 に従 い、三 男、 四男、五 男、六 男、七 男 と次 々に結婚

したが皆 、子 孫 を残 さずに 死 に、この七 人 の夫 の妻 となった

女 も死 んだ。 さてその狡 猜 な質 問 とは次 の通 りで ある。

「復 活 の と き
、彼 らが皆 よみ が えった場 合 、 この女 は だれ

の妻 なの で しょ うか。 七人 とも彼女 を妻 に したの です か。 .

(マ ル コ12：23)救 い 主 の答 えは明快 、簡 潔 で誤解 の余 地が

なかっ た。

「…… あな たが たが そんな思 い違 いを して い るの は
、聖 書

も神 の力 も知 らないか らでは ないか。」(マ ル コ12：24)

さ て 、 この聖 句 は どうい う意 味 だ ろ うか。 あな たがたにお

尋 ね したい。 サ ドカ イ人 たちは 、 自分 たちがお お よそ何 も理

解 してい ない事柄 につ いて討論 して いた。 救 い主 の言葉 に非

難め い た ところが あっ ただろ うか。 主 はサ ドカ イ人 たちに、

「目の覆 いを取 り去 って
、 よ く見 なさい。か た くなな心 を開

いて、理解 しな さい」、とそ う言 お う とされ たの だろ うか。

皆 さ ん、 あな たがたは主 が言 われ たこのみ言葉 に どの よ う

な意味 が あ り、 またその真 理 が何 で あるか を理解 してお られ

るだろ うか。 こめ聖句 はやや理 解 し難 い もの であ ったが、近

代 の啓示 が与 え られ た今 、 その意味 は明 白で あ る。

ジェーム ズ ・E・ タル メー ジ博 士 は次 の よ うに書炉ている。

「主 イエ スの言 われ た言葉 の意 味 は明 らかで あ る。 すなわち、

復 活 した状 態 にお いて、 この女 が永遠 にだれの妻 なの か とい

うこ とにつ いては.、七 人の 兄弟 の間 に何 も疑問 もあるはずが

ない。一 番上 の兄の ほか にこの女 をめ とっ た六人 の兄弟 は、

すべ てこの世 にい る間 だ け妻 に したの であっ て……復 活 の状

態 で、彼 らはめ とった りと?い だ りしないで あろ う。 それ は

現世 から永遠にわたり纈 昏の 「結 び固め・ を行なう袖 御 権

能 の も とに、夫 婦 の状 態 に関 す るあ らゆ る問題 がすで に解決

され て いるか らであ る。」(「基督 ・イエ ス」P.44ち)

確 か に、最初 の夫 は その女 と時 を越 えた儀 式 に よっ て永遠

に結 ばれ た。彼 女 は夫 の死 に伴 い、 自 らも世 を去 って再 び夫

に会 うまで未亡 人 とな ったので ある。『さて、彼 女 は次男 と、

「死 がふ た りを分 かつ まで」 の結 婚 を した
。 そ して子 孫 をも

うけない うちに死 がふた りを分 けて しまった こ とは事実 であ

る。 次 男 は妻 な くして幕の彼方 を通 り抜 け霊 界 に行 った。 ふ

た りの契 約 も死 と共 に効 力 を失 ったので あ る。 三 男、四男、

五 男 、六 男、 そ して最 後 に は七 男 と、次 々に皆 その女 と結婚

したが、それ らは いずれ もか りそめ の、 この世 限 りの結婚 で

あ った。 それ は 「ふ た りが共 に生 きてい る限 り」 とい う限 ら

れ た儀 式 だ ったか らであ る.そ して 、彼 らが得 て いた幸福 、

将来 に約束 され て いた至上 の喜 び とい うもの は、死 を もって

終 りを告 げ たの であ る。

何 と悲 しい こ とか。何 とみ じめ な こ とか。

私 は一組 の若 い夫婦 を知 って い る。 彼 らの結婚生 活 は、挙

式 で あの危 険 な契約 の言葉 、 「死 がふ た りを分 かつ まで」 を

耳 に したわずか1時 間後 、 自動 車事故 で無惨 な終 りを遂 げた

の であ った。

民事 結婚 は この世 だけの契 約 であ り、夫婦 の どちらかが死

ね ばそれ で終 りであ る。 永遠 の 日の光 栄 の結 婚 は、正 当な権

能 を有 す る神 の しもべ によ り、聖 な る神殿 にお いて執 行 され

る。夫婦 間 の神聖 な誓約 であ る。それ は死 を越 え、時 を越 え、

永遠 に続 くので ある。 噌

使徒 パ ウロは コ リン ト人 に こ う語 ってい る。

「もしわた したちが
、 この世 の生 活 でキ リス トにあって単

なる望 み をいだ いてい るだけ だ とすれ ば、わ た したちは、す

べ ての人の 中で最 もあ われ むべ き存 在 とな る。」(1コ リン ト

15：19)私 た ちはこの聖 句 を次 の ように言 い換 えるこ とがで

きる。

「も しわた したちの結 婚 が、 この世 の生 活 でのみ堅 固であ

って、夫 婦 の喜 びが至上 の もの で あ り、そ して家庭 生活 が幸

福 であ るのだ とすれ ほ＼ わた した ちは、すべ ての人の 中で最

もあわれ むべ き存在 とな る。」

パ'ウロは続 けて言 っでい る。「天 に属 す るか らだもあれば 、

地 に属 す るか らだ もある。天 に属 す る ものの栄光 は、地 に属

す るもの の栄 光 と違 ってい る。

日の栄光 が あ り、 月の栄光 があ り、星 の栄光 が ある。 また

この星 とあの星 との間 にく栄光 の差 があ る。・
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死 人の復 活 も、 まな同様 で あや。……」(1コ リン ト15：40

-42)

パ ウ ロ と同様 多 くの聖 徒 た ちはこの意味 を理 解 して いた。

しか し、今 日の数 百万 にの ぼ るク リスチ ャ ンは、 この讐 の裏

に隠れて い る大切 な真理 を理解 して いない。 天 国は ただひ と

つの場 所 で もな い し、同一 の状 態 で もない。 人 の行 ないが異

なる と同様 、種 々 に分 かれ てい る。 人 は 「現世 での行 ないに

応 じて」 裁 きを受 けるか らであ る。

近代 の啓示 の中 で主 は言 われ た。

「この故 に
、わが まさに汝 に与 えん とす る教 え を受 け入 れ

てこれ に従 わんため 、汝 の心構 えをなすべ し、す べて、 この

律 法 を啓示 さる る者 共 は これ に従 わ ざるべ か らざれ ば な り。

見 よ、われ汝 に一 つ の新 し く且 つ 永遠 の誓約 を啓示 すδ…・・」

(教義 と聖 約132：3、4)

世 の 中で、 この誓約 を理解 して いる人は比較 的少 ない。新

しくかつ永遠 の誓約 とは、聖 な る神 殿 にお いて正 当 な権威 あ

る鍵 を持 ち正 式 に任 命 され た指 導 者 によ り執 り行 なわれ る

結婚 の儀 式 で ある。 男性 も女性 もこの栄 え ある祝福 を、この

地上 において得 る ことが で きる。貝費い主御 自身 がその根 本 に

あ る深 い意 味 を明確 に してお られ る。

「この新 し く且 つ永遠 の誓 約 に就 きては
、 こはわが最 高完

全 な る光 栄 のため に定 め られ たる もの に して、 わが最 高完全

の光栄 を受 くる者 はこの律 法 を守 らざるべ か らず 、 またこれ

を守 るもの とす。 然 らず ば、その者 の行 き止 りなるべ し。 主

な る神 言 う。」(教 義 と聖 約132：6)

パ ウ ロは、 日、月 、星 の世 界につ いて述 べ 、人 は正義 と永

遠 の律法 とに どれ だけ従順 であっ たかに応 じてその場所 を定

め られ ると言 って いる。 日の光栄 の王 国 において さえ三種 の

天 界、す なわち三種 の階級 が あ るの であ る。 続 けて主 のみ言

葉 を引用 しよ う。

「而 して その最 も高 きもの を得 んため に
、人 は この神権 の

位(す なわ ち新 し く且 つ永遠 の結婚 誓約 を言 う)に 入 らざる

べか らず。

人 もし然 せず んばそれ を得 るこ とを得 ず。

人 は他 の天 界 に入 るを得 べ し。 され ど、そはす なわ ちその

人の光栄 の国の行 き止 りに して 、 また殖 ゆ るこ と能 わず。」

(教義iと聖約131：2-4)

主 は 永遠 の結婚 につ いて さらに明 らか に してお られ る。

「……一切 の誓約
、契約 、約 束 、義 務 、宣 誓、誓言 、履行 、

関係 、交際 また は予約 に して、為 され または結 ばる ると き、
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…… また 「約束 の聖 きみ たま
」 に よ りて今 も永世 に も亘 りて

結 び固め られず ば、す なわ ちまた これ ら最 も聖 くあ らずば 、

死 に し者 よ り復 活す る時 もその後 にも何 らあ効験効 能 または

効力 あ るこ とな し。 ……以上 の事然 るは、以上 の 目的 を以 て

結 ばれ ざる一切 の誓約 は人 の死 を以 て終 りを告 ぐれ ばな り。」

(教 義 と聖 約132：7)

そ うい うわけで、単 に 「ふた りが共に生 きて い る限 り」 と

か 「死 がふ た りを分 かつ まで」とい う約束 でな され る結婚 は、

悲 し くも息 をひ き とった時点 で終 りを告 げ るの であ る。

主 は憐 れみ の深 い御方 で ある。 しか し憐 れ みが正 義の働 き

を奪 うこ とは で きない。憐 れ みは、主 が身代 りで御 自身の命

を捨 て られ るこ とに よ りその効 力が及 ぶ よ うに なった。一 方

正義 は主 が私 たち を裁かれ る とき、 また私 たちに恵み を下 さ

る ときに効 力 を及 ぼす。 そ してその祝 福 は、私 た ちの行 ない

に応 じて もた らされる の であ る。`

「何 人 もすべ てこの誓約 を拒 絶 す るを得 て
、而 もわが光 栄

に入 るを許 さるる者 あ らざれ ば な り」 と主 は仰 せ に なる。

「すべて わ れ に よ りて祝福 を受 け ん と願 う者 は
、 その祝福

を与 うるため に定 め られ た る律 法 と条件 を創世 の前 よ り定 め

られ た るままに守 ら ざるべか らず。」(教 義 と聖約132：4，5)

民 事 結婚 は、各 々の国の法律 の定 め る ところによ り認可 さ

れ た大勢 の人 々に よって執 り行 な うこ とがで きる。 しか し永

遠 の結婚 を挙行 す るこ とが で きるの は、正 式 に権能 を授 け ら

れ たほんの わずかの 人で ある。 救 い主 は言 ってお られ る。

「…… わが名 に よ りて為 され ざる捧 物 をわれ いか で受 くべ

きか。

または、わ が命ぜ ざ りしもの を汝 らの手 よ り受 け入 るるこ

とをせ んや。」(教 義 と聖約132：9，10)



購 い主 は語 る。

「この故 に
、 あ る男 も しこの世 に於 て妻 をめ とるに、われ

に由 らず またわが言葉 によ らず してめ と り、またその 男 この

世 にある限 りその妻 と誓 い、妻 また その男 と誓 うに、 この誓

も婚姻 も彼 ら死 にてこの世 の外 に去 る時 は効 力 あることな し。

この故 に、この二人 この世 の外 に去 る時 は如何 な る律 法 もこ

れ を結 ぶ こ とな し。」(教 義 と聖約132：15)

何 とい う決定 的 な恐 るべ き宣 言 であ ろ うか。 私 たちの存在

は肉体 の死 に よって終 わ るので はな い、永遠 に生 き永 らえ る

の であ る。実 に多 くの家庭 で営 まれて い る楽 し く幸 せ な結婚

生活 、家族 の生 活 が、神 の教 えに従 わ ない とい う理 由 で、 ま

たみ言葉 を理 解 してい るに もかか わ らず受 け入れ な い とい う

理由 で死 と共 に終 わって しまう とは、何 とも恐 るべ きこ とで

はないか。

義 な る男性 、女性 は 自 らの行 ないに応 じて その受 くべ きと

ころの報 いを受 ける ことは主 のみ言葉 に明 らか であ る。 しか

し、 もし彼 らが永遠 の結婚 とい う神 の律 法 に従 わないならば、

一般 にい う罰 を受 け るこ とはな くとも
、 多 くの制 限 を受 け、

最 高の栄 えに進 む こ とは で きな い。彼 らは、すべ ての律 法 と

戒 め を従順 に守 っ た者 に仕 え るしもべ 。とな るの であ る。

ふ さわ しい生 活 を送 っ たに もか かわ らず 、契約 を結 ばなか

っ たこれ らの人々 につ いて 、主 は引 き続 き述 べ てお られ る。

「これらの天 使 はわが律 法 を守 らざ りし故 に
、殖 ゆるこ と

を得 ず して ただ別 離孤独 にて最 高 の栄 に進 み得 るこ とな く救

われ た るま ま永 久 に変 らず。 これ を以 て、彼 らは神 々 にあ

らず永久 に神 の天使 た るな り。」(教 義 と聖約132：17)

何 と明確 な言葉 であ ろ う。 いか に拘 束 され、制 限 され てい

るこ とか。 こ うして私 たちは、 この時、 この現世 、 この死 す

べ き世 が 「神 に逢 う用意 を しな くては な らぬ時期 で ある」 と

い う言葉 の重 み を新 た に認識 す るの であ る。 永遠 を通 じて、

いわ ゆ る独 身生活 を貫 く馬 とは いか に寂 し くつ ま らな いこ と

で あろ う。 資格 を得 て、正 当な権能 の下 に神殿 で幸福 な永遠

の結婚 をし、喜 び と幸福 を増 し加 えつつ進歩 、成長 して神4)

位 にまで高 め ちれ る とい うのに、果 て しもな く別離孤 独 の状

態 に甘 ん.じなけれ ばな らない こ とは何 と悲 しい.こどか。

再 び主 の声 に耳 を傾 け てみ よう。 〉・

「誠 に まこ とにわれ汝 らに告 ぐ
、汝 らわが律 法 を守 るに あ

らざればこの光栄に達するを得ず。 「 ざ

およそ最高の栄に進むを得て生命 をつず くるに至る門は狭

く、道 は細 くしてこれを見出す者は少 し。 そは、汝 らこの世

に於 てわれ を受 け入れ ず、 またわれ を知 ら ざるに由 る。

され ど、 もし汝 らこの世 に於 てわれ を受 け入れ なば、汝 ら

われ を知 りて最 高の栄 に進 む を得 ん、す なわ ちわが在 る之 こ

ろに汝 らもまた在 らん。

こは、永遠 の生命 な り。 す な わち、，唯一 の知 恵 あ る真 実の

神 と、 その神 の遣 わ したまい しイエス ・キ リス トを知 るこ と

な り、われ は、 その遣 わ され た る者 な り。故 に、汝 らわが律

法 を受 け入 るべ し。

それ死 に至 る門 は大 き くして その道 は広 し、而 して其 所 よ

り入 る者 数 多 し。 彼 らは われ を受 け入れず 、 またわが律 法 を

守 らざるによ る。」(教 義 と聖 約132：21-25)

主 を受 け入 れ主 を信 じる者 は、 その戒 め を守 り、主 が要求

され る儀 式 を完 うす る。

永遠 とい うことを、永続す る幸福 、神 に まみ え神 と共に住

ま うとい う特権 、 あなたが たは これ らの こ とを自 ら危 くして

は いない だろ うか。 調査研 究 や瞑 想 の欠如 のため に、すなわ

ち偏 見や誤解 、知 識 の不 足か ら、 この大 いな る祝福 と特権 を

自ら失 っ ていは しないのか。 また、 自 らを永久 に別離孤 独で

寂 し く生 き、他 人 に仕 える者 に してはい ないか。 子供 が死 ん

だ り、あ なたが たが世 を去 る時 、 自分 の子供 を見放 しみすみ

す孤児 に したい と思 うのか。 生涯 に得 た最 高 の喜 びすべてが、

「更 に附 け加 え られ」 、強め られ 、い矩増 し加 え られ て永遠

の もの とされ るとい うの に、た だひ と り孤独 な ままで永遠 の

道 を進 み たい と思 うだろ うか。 それ ともサ ドカ イ人 と同様 に、

この大 い なる真理 を無視 し しりぞ けた いであ ろうか。私 は、

あ なたが たが今 日、 それ らのこ とを熟考 しよズ思 吟図って、

幸福 な結婚 を永遠 の もの とす るの だ と信 じつ つ歩 み出す こと

を心 か ら祈 ってい る。皆 さん、 ど うか この呼 びか けを無視 し

な いでい ただ きたい。 あなたが たの 目を開 いて見 、耳 を澄 ま

して聞 くこ とをやめ な いよ うに とお願 いす る。

永遠 の結 婚 をし、限 りない幸福 と昇 栄 が もたらされ るので

ある。

万軍 の主 のみ言葉 で閉 じたい と思 う。

「そ こで
、あ なたに勧 め る。 富 む者 とな るため に、わ た し

か ら火で精 錬 され た金 を買 い、 また、 あなたの裸 の恥 をさら

さない ため身 につ け るよ うに、 白い衣 を買 い なさい。 また、

見 え るようにな るため、 目にぬ る目薬 を買 い なさい。」

(黙 示3：18)
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神 殿 の 設 計

大管長 会の指示の もと、.：、さわ しい

構 想を練 る建 築家たち

`

葉

謙 ・：、

淳・∵賑

}趣 ：

鮪∵ ♂

ゾ ノ
瓢 り 「

「末 日聖徒 の建築 家 に とって
、天父

の神 殿 の建築 に携 わ るこ とは、最 高 の

名誉 です。 ほ かに どんな仕事 が考 え ら

れ るで しょう。」

これが 、プ ロボ、オ グデ ン両神殿 の

設計者 で あ る教 会建 築 家 イー ミル ・B

・フェ ッッァー氏 の気持 であ る
。 フェ

ッツァー兄弟 は ワシ ン トン神殿 を設計

す る建 築家 たちの人選 を した。 この仕

事 に推薦 され 、大 管長会 の承 認 を受 け

た人 々は、ハ ロル ド・K・ ビー チャー 、

ヘ ン リー ・P・ フ ェッツ ァー 、ブ レッ

ド ・L・ マ ー カム、ケ イス ・W・ ウィ

ル コックスの諸氏 で ある。

以上4氏 は共同作 業 は初 め て とは い

うものの 、神殿 設計 の責任 を受 けて意

欲的 なチー ム を組 み、各 自の インス ピ

レー ションを出 し合 い、徐 々 にひ とつ

の霊感 に よるデザ イ ンに練 り上 げて い

った。

プ ロボ、 オ グデ ン両神 殿 の機能 的 な

デザ イ ンに満 足 した大管長 会 は、 ワ シ

ン トン神殿 に も、 それ と同様 の斬新 な

部屋別 セ ッシ ョン計画(日 の栄の部屋

を囲 んで儀 式 の部 屋 を幾つ も設け る)

を主体 とす るよ う指 示 し、大管長 会 は

さらに、深 み を持 つ他 を抜 きん出 た美

しい建物 にす る ように要 請 した。

マ ー カム兄弟 が責任 者 に指 名 され、

仕 事 が開始 され た。 彼 らの意気込みは、

計画会 は祈 りによって始 め、仕 事 に関

して多数 決 に よる決定 は一切 しない と

い うふ たつ の方 式 か ら うかがわれ る通

りであ る。 何 につ いて も不一致 が あれ

ば、全 員一 致 が得 られ るまで話 し合 い

が行 なわれ た。

彼 らは 自分 の構 想 をスケ ッチ し、ま

とめて見直 し、構 成 した。 各 自は 「心

の中 によ く思 い計 り」、ひとつのアイデ

アに苦心惨憺 の経験 を し、 それ を同僚

たちに はかっ た。意 見や批 評の 出 た中

か ら、次第 に ひ とつの デザ インが浮か

び上 がっ て きた。 幾分 ソル トレー ク神

殿 に似 た 多塔形 式 の構 成 であ る。 その



デザ イ ンは、 すみ に塔 を配 した木 角形

で、 それ が伸 びて変 形 ダ イヤ モ ン ド形

になって いる。大 管長 会 と十二使 徒 評

議 員会 の承 認 を受 け た とき、設 計者 た

ちは彼 らの働 きと祈 りの成果 に確 信 を

得 た。

建物 は強化 コ ンク リー トで建 て られ

た6助 材 で支 えた壁 の重 厚感 を損 なわ

ず に内部 に 自然光 が入 るよ うに、半透

明大理石 の 「窓」 が設計 され た。 この

∫窓」 は外部 か らは固 い壁 に見 えるが、

内部 には七 色 の光 を放 つ。

東 端 と西端 の多面 ガ ラスの窓 は と り

わ け美 しい。 多量の光 線 を屈折 させ る ・

よ うにへ りを削 っ た3セ ンチ厚 さの色

ガ ラス を継 ぎ合 わせ てで きて いる。

窓枠 は2メ ー トル余 りの幅 で 、深 み

の あ る色彩 の輝 くガラ スが、地面 か ら

神殿 の上端 まで走 って いる。 地面近 く

の色 は豊潤 闊達 な赤色 やオ レンジ色で、

上 に行 くにつれ清澄 な色 に変 わ り、青

色 、すみれ色 、そ して最 後 は 白にな る。

ヘ ンリー ・フェ ッツァー兄弟 の説 明 に

よれ ば、色 の変 化 は、 この世 の事柄 を

離れ て天 の事柄 を望 む につれ、清 さ と

純粋 さが人 の生 活 を満 た して くるこ と

を象徴 した もの だ とい うこ とであ る。

内部 の色 も変 化 して い る。 くるみ材

の羽 目板 と濃紺色 の じゅ うたんは、次

第に金色 をア クセ ン トとして 白っぼ く

なっ，て い く。 壁 と天井 が白色 の 日の栄

の部屋 にはぐかす か な赤 味 を帯 び た金

色 の じゅ うたんが敷 かれ て い る。 それ

以外 の色 といえば草木 だけ であ る。

も うひ とつ の特色 は、表 玄関 の扉 と、

'北 側 の裏 玄関 の引き 門の デザ インで あ

る。 末 日聖 徒 の彫 刻家 フ ラ ンッ ・ヨハ

ンセ ンに よ る8個 のブ ロ ンズあ 円形 浮

彫 が 、北斗 七星 と北極 星 、地球 、惑星、

月、恒 星 と、永遠 を表 わす 同心 円、伝

統 的 な太陽 、そ して7つ の神権 時代 を

表 わす同中心 の7つ の五角形 を描 き出

してい る。 このデザ インは、創造 と現

世 と各種 の栄光 の象徴 であ る。

神 殿 南側 の縦横 それ ぞれ32メ ー トル、

16メ ー トル ほ どの池 は 、神殿 と同 じ細

長 いダ イヤ モ ン ド形 で あ る。 この池 は

遊 歩道 の南端 にあって その美 しさは格

別 であ る。

両端 の主塔 は旧来 メル ケゼ デク神権

とア ロン神権 を意 味 してお り、メルケ

ゼ デ ク神権 を示 す塔 は もう片方 の主塔

よ りも高 い。建 物 に一連 の流 れ を与 え

るため、側面 の塔 も高 さが均 等 でない。

1メ ー トルか ら1メ ー トル半 の違 いが

神殿 に連 続 的 な動感 を与 えてい る。 ヘ

ン リー ・フ ェ ッツァー兄弟 は、 「この

デザ イ ンで、躍動 し、前進 す る生 け る

教会 を表 わす」 と考 えて いる。

ワ シ ン トン神殿 の地域 にはプエル ト

リコや モ ン トリオール も含 まれ、外 国

人の参入者 が 多い と予想 され るの で、

儀 式の部屋 の席数 の半分 ほ どに イヤ ホ

ー ンの設備 があ る。 現在 はスペ イ ン語

とフ ラ ≧ス語 用 に計画 され てい るが、

将 来 はその他 多 くの 国語 に使 われ る予

定 で あ る。

建 築家 たちは簡素 、静穏 、荘重 を神 「

殿建 築 の 目標 と したが、彼 らは神殿 設

計 に、個 人の心 か らな る願 い も込 めて

いた。

ウイル コ'ック ス兄弟 に とって、神殿

，は教 えの 目に見 える象徴 で あ り、彼 に

とって は神殿 の ひ と言 が教 会 の全精神

を集 約 して いる。彼 は こう語 る。 「今

振 り返 ってみ る と、私 た ちはひ とつの

主 の神 殿 の設計 を指 導 す るべ く、主 の

み手 の道具 に なった こ とを感 じて、深

い謙遜 の思 いに打 たれ るの です。」

マ ー カム兄弟 は この ように言 う。「こ

の25年 余 り、私 は神 殿 の仕事 に大 きな

関心 を持 って きま した。 しか しこの建

物 の建 築 を通 じて、神殿事 業へ の証 、

特 に神 殿 の儀 式 を受 けよ う とす るとき

には 多 くの細 かい事柄 の意 味 をぜ ひ と

も考 えて、充 分理解 しな くてはな らな

い とい う証 が さ らに強 くな りました。」

ビー チャー兄弟 は、 「神 殿 は 日ごと

に美 しさ を増す と思 い ます」と語 った。

そ してヘ ン リー ・フェ ッツァー兄弟

は この よ うに述 べ た。 「ソル トレー ク

神殿 の 中に座 って豊 かな装飾をながめ、

開拓者 た ちがあの よ うにす ば らしい建

物 を建 設 で きた こ どに驚嘆 した とき、

私 たちが力の限 りをこの神殿 に注 ぐこ

'とは当然 だ と思 いま した
。 この建物 に

は生 け る人 々だけ でな く、 この世 を去

っ た霊 た ちが 自分 のため に行 なわれ る

儀 式 を見 にや って来 ます し、主 の天使

や主 御 自身 も来 訪 され るの です。 です

か らそれ な りの美 しさを保 つ もの でな

けれ ばな らな いの です。」
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末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 の神 殿

写真 は救 いへ の旗 じる しと して立 つ この神 殿 時 代 の16の

神 殿 で 、本 号 の た め に特 別 に撮 影 した もの で あ る。

[

カー トラン ド神殿 ノーブー神殿

「神殿 とは何 ですか」 とは よ く尋 ね

られ る質 問 であ る。 その問 いに対 す る

私 たちの答 えは こうで あ る ：それ ぞれ

の神殿 は 「祈 りの家 、断食 の家 、信仰

の家 、学 問の家 、栄光 の家 、秩序 の家

神 の家」(教 義 と聖 約88：119)と して

神 に献納 され た もの であ る、 と。

イエ ス ・キ リス トの福音 は、す べて

の人類 は福 音 の律 法 と儀 式 に従 うこ と

に ょって救 われ る と教 えて いる。 しか

し、 この よ うな福音 の計画 が あるこ と

を知 らず にこの世 を去 った人々 が、過

去 に数10億 とい る。 救 いの計 画 がただ

ひ とつで あるか らに は、 これ らの 人々

がこあ計 画の こ とを耳 に し、 それ を受

け入れ るか拒 むか、 いずれ で あって も

その選 びの特権 を行使 で きるよ う、何

らかの備 えの あ るこ とが確 か に必要 で

ある。そしてその計 画 は、死者 のための

救 いの原 則の中 にあ るの であ る。……

神殿 の中 では生者 の ための儀 式 と、

死者 のための生者 に よる身代 りの儀 式

が執行 され てい る。 至高者 の神権 によ

って執行 され るす べての儀式 は、愛 と

同様 に永遠 で あ り、生命 と同様 に永続

す る もので ある。 そ して これ らの儀 式

に従 うことによって 、すべ ての人類 は

生者 も死者 も、神 の王 国 に入 って永遠

にそ こに住 ま うこ とがで きる。 ………
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セ ン トジ ョージ神殿

結婚 の誓約 が永遠 に わた るとい う教

えは何 とす ば ら しい啓示 であ ろ うか。

そ して それ は、愛 とい う黄 金の留 め金

で しば られ 、聖 な る神権 の権能 に よっ

て結 ばれ た人々の心 に、その結 び付 き

は永遠 であ る とい う確信 を与 え るの で

あ る。

一 デ ビッド・0・ マ ッケイ

(「インプルーヴメン ト・エ ラ」，1956年

3月 号，〔英文〕P.141，142)

「福 音 が もた らす ものはすべ て、神

殿の 中で与 え られ る。 バプ テスマ、神

権へ の聖任 、生者 と死者 の ための今 も

永世 に も及ぶ結 び固め 、生者 と死者 の'

ため のエ ンダウ メン ト、福 音 の教 授 、

伝道 の業の ための会議 、 その他福 音 に

関連 あ るすべ ての もの が、 ここで取 り

扱われ る。事 実 、神 殿 の中 で福音 の全

般 が明 らか に され てい る。」

一 ジョン ・A・ ウィツツオー

("LookingTowardtheTemple"「 神 殿

を望み見る」，エンサイン誌 ，1972年1月

号、〔英文〕P.58)

カ ー トラ ン ド神 殿

当時の アメ リカの建 造物 の中 で も群

を抜 いた もの と認 め られ てい るカー ト

ラ ン ド神 殿 は、聖徒 たちがひ どい困窮

ローガン神殿

の さ中 に、「大 いな るエ ンダ ウメ ン ト」

と彼 らの上 に注 がれ る 「祝福」 とを受

け るため に建 てた もの であ る。(教 義.

と聖 約105：12)

神 殿 は3階 建 てで、外壁 は石作 りで

あ るが く しっ くい細工 が施 されている。 』

多 くの家族 か ら犠牲 を払 って提供 され

た美 しい磁器 とガ ラス器 をひ いて粉 に

し、 しっ くいに混ぜ て塗 っ た。 この た

めに外壁 は輝 きを放 ってい る。

1833年 の着工 か ら1836年3月27日 の

献堂 までの期 間 、聖徒 たちは力 の限 り

を尽 くして働 き、 また生活 もで きる限

り切 り詰 めた。 こ うして、地 上約34メ

ー トルの塔 を持 つ
、約18×24メ ー トル

の大 きさの神 殿 が建 て られ た。

1886年4月3日 、救 い主 は ここ を訪

れ、御 自身 の宮 として その神 殿 を受 け

入れ た もうた。次 にモー セが訪 れてイ

ス ラエ ルの集 合 の鍵 を教会 に託 し、エ

ライヤスが訪 れて彼 の持 つ権i能 を受 げ、

最 後 にエ リヤ(エ ライジャ)が 訪 れて

マ ラ キの予 言 を成就 した。(教 義 と聖

約110章 参 照)

この神殿 は神聖 な建 物 として2年 間

使用 され た。 しか し迫害 の ため に大勢

の聖 徒 た ちが オハ イオ州 を出 ると、神

殿 は迫害者 に よって汚 されてしまった。

その後 この建 物 は修 復 され 、現在復 元



イエ ス ・キ リス ト教 会 が集 会所 どして

使 ってい る。

ノ ー ブ ー 神 殿

「…… われ再 び汝 らにわが名の ため

に誠 に此 所 に一 つ の家 を建 てよと命ず。

か くて汝 らは、何 事 にて もわが命 ず る

所 にす べ て忠実 なる を証 し、 また以 て

われ は汝 らを祝福 し誉 と不死不 滅 と永

遠 の生命 とを汝 らの頭 にか ざ らん ため

な り。」(教 義 と聖約124：55)

1841年 、 主 は イ リノ イ州 ノー ブー で

予 言者 ジ ョセブ ・ス ミス にこの よ うに

告 げ られ た。 これ以前 に、聖徒 たちは

止 む を得 ず カー トラ ンド神殿 を放棄 し、

また ミズー リ州 ジャ ク ソン郡 とファー

ウエ ス トで さ らにふ たつの神殿 用地 を

献 納 しなが ら建築 が で きない状 態 にあ

っ た。

こう して聖 徒 た ちは淡 い灰色 の砂 岩

で美 しい建物 を建 て た。 しか し、 それ

が使 われ たの はわずか2ヵ 月間である。

マンタイ神殿

ソル トーク神殿
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主 は この神殿 の使 われ る期 間が この よ

うに短 いこ とを御 存知 で あっ た。大 き

な試練 が神 の民 の将来 に待 ち受 けてい

た。従 って、彼 らが生 き延 びて神 の王

国 を築 くため に は、神殿 において い と

高 き所 か ら授 け られ る力 を得 る必要が

あったの であ る。

1845年12月 に神 殿 でエ ンダゥ メ ン ト

の儀 式 が始め られ 、その 月の終 りまで

に千 人以上 の教会 員 が この祝 福 を受 け

た。 その後神殿 は1846年2月7日 に閉

じられ 、聖 徒 た ちが ミシ シ ッピ川 を渡

って西へ逃 がれ た結 果 、ノー ブー は廃

虚 と化 したの であ る。 そ して1848年11

月 に は火災で建 物全体 が焼 け落 ち、4

つ の壁 を残 す だけ となった。 さ らにそ

の壁 も、1850年 の旋 風 に よって地 に崩

れ落 ちたので あっ た。

ソ ル トレ ー ク 神 殿

1847年7月 、最初 の開拓者 の一行 が

ソル トレー ク盆地 に到着 したわ ずか4

日後 、 ブ リガム ・ヤ ングは杖 を砂漠 の

土 に突 き立 てて こ う言 った。 「私 た ち

の神 の ため に ここに神殿 を建 て よ う。」

1853年2月 に鍬 入 れ式 が行 な われ 、

40年 の歳 月 と総工 費400万 ドル をかけ

る建 築 が着工 され た。 神殿 の建 築 には

見 い出 し得 る限り最 良の材料 を使用 す

るこ とが決定 され た。 その ため 、東方

約32キ ロの峡 谷 で採石 され る灰色 の花

南岩 が、牛車 に よって神 殿用地 に運 ば

れた。 ひ とつの岩 を運 搬す るの に、4

対 の牛 で3日 か ら4日 かか る骨の折 れ

る仕事 で あった。

労働 の厳 しさと、開拓者 の貧 困 が原

因 して、工事 は何度 も中断 した。 しか

し1873年 ま でには鉄 道 が敷か れ、 テ ン

プル スクエア に線路 が敷 設 されて花 商

岩 が運 べ るよ うに なった。 しか し、ブ

リガム ・ヤ ングが亡 くなっ た1877年 ま

で に、神殿 の壁 はわず か6メ ー トル の

高 さにまで しか達 していなか った。 続

くふ た りの大 管長 、 ジョ ン ・テイ ラー

とウ ィル フォー ド ・ウ ッ ドラフ に この

工事 は引'き継 がれ た。 そ して1898年4

10

月5日 に最 後の仕上 げ が 行なわれ 、神

殿 は一般 の人々 に公 開 され た。 その翌

日、す なわ ち1898年4月6日 、ウ ッド

ラフ大 管長 の祈 りで献堂 され た。 以後

4月24日 ま で合計31回 の献堂 式 が執行

され た。

この神 殿 はブ リガム ・ヤ ングが宣言

した ように、 「山間 に住 む19世 紀 の神

の聖徒 の、信仰 と忍耐 と勤勉 の光栄 あ

る記 念碑 」 と な っ たの で あ っ た。

セ ン トジ ョ ー ジ 神 殿

ユ タ州 の西南端 には、長 さ約130キ

ロの帯状 をなす、 亜熱帯 気候 の肥沃 な

土 地 があ る。 この地 は南部 諸州 出身 の

改宗者 た ちが送 り込 まれて綿花 を栽 培

した ため に 、ユ タの「デキ シー ラ ン ド」

と呼 ばれ るよ うにな った。

1871年 、ブ リガム ・ヤ ン グ大 管長 は、

ここセ ン トジ ョー ジの.町に神 殿 を建 設

す るこ とを発 表 した。 用地 の北側 にあ

る天然 の石灰岩 の棚 が基盤 に なっ た。

しか し間 もな く水 の浸透 に よ り、他 の

側 におけ る工事 を中断せ ざ るを得 な い

状 態 にな った。 けれ ども独創性 の あ る

開拓者 たちは、 メキ シコ戦争 の遺 品で

ある古 い大砲 に鉛 を流 し込 んで杭 打 ち

機 を作 り上 げ 、それ を使 って何 百 トン

もの 火山岩 を どん どん と打 ち固め、神

殿 の ための しっか りとした土 台 を築 い

た。現 在 なお 、この古 い大砲 は大切 な記

念 品 として神殿構 内に保 存 され ている。

建 物 はその地方 で得 た砂 岩 で作 られ

てお り、 白の しっ くいが塗 られている。

1877年1月 、死 者 のバプ テスマ とエ ン

ダウメ ン トを執 行 で きるよ うに、建物

の一部 が ウィルフ ォー ド ・ウ ッ ドラフ

によって献 堂 され た。 その後 、1877年

4月6日 に、大 管長 会 の ダニエル ・H

ウ ェル ズ副 管長 が建 物全体 を献 堂 した。

そ して 、同1877年4月6日 か ら8日 ま

で、教 会 の第47回 年 次総大 会 が、 この

神殿 にお いて開催 され た。

ロ ー ガ ン神 殿

ロー ガ ンは、 ソル トレー ク ・シテ ィ

一 の北方約133キ ロ の
、美 しいカ ッシ

ュ盆地 にあ る。 ロー ガ ンは1859年 にモ

ル モ ンの定住 地 とな ったが、 その後間

もな く、当時 の住 民 はその地 に神殿 を

建 てたい と思 うよ うになっ た。1863年 、

ウイル フ ォー ド ・ウ ッ ドラフ は、 「東

方 の ロー ガ ンベ ンチ上 に建 て られ る栄

え ある神殿 の塔 に参 入す る特権 にあず

か る」 日が来 るで あろ う と聖徒 たちに

語 っ た。

1877年5月 、 ブ リガム ・ヤ ングは、

その山腹 の神 殿用地 を奉献 した。 この

5階 建 て の建物 は濃 い黒灰 色の珪質石

灰 岩 で作 られてお り、西 と東の端 には

それ ぞれ約50メ ー トル と52メ ー トルの

塔 が あ る。 そのほ か、建物 の四隅 には

高 さ約30メ ー トル6?八 角 形 の塔 が付随

してお り、一風変 わっ た、城 の よ うな

外 観 を呈 してい る。

この神殿 の建 物 に費 や され た労働 は

無償 であっ た。教会 費 は心 か ら家畜 や

農産物 、現 金 を捧 げ た。 また子供 たち

・ も、 日曜学校 の神殿 基金 に 自分 た ちの'

小 づ か いか ら献金 した。

ロー ガ ン神殿 は、1884年5月17日 、

ジ ョン ・テイ ラー大 管長 に よって献堂

され た。

マ ン タ イ 神 殿

1850年8月 、ユ タ州 中部 のサ ンピー

ト盆地 に住 む聖徒 たちの も とを訪 れて

いたブ リガム ・ヤ ングは、 そ こでマ ン

タイ神殿 の建 築計 画 を発 表 した。 後 に

その用地 につ いて 、ヤ ング大 管 長 は

「予 言者 モ ロナ イが立 ち
、神 殿用地 と

して奉献 した地点 は ここで ある」 と語 』

た。 しか し、19世 紀 に建 て られ、 第6

番 目の もの となっ たこの神 殿 の鍬 入 れ

式 は、1877年 まで行 なわれ なか った。

神 殿 は採石 所 の あった地 点 に立 って

い る。 岩盤 が堅 い ため 、堀 削 して平 ら

にす るの に1年 半 の期 間 を要 した。 神

殿 の建 築 には11年 を費や してい る。 労

働 した人 々 には家畜 や農作物 で報 酬 が

支払 われ た。 しか しごつ ごつ して、 ほ

とん どが堅 い岩地で ある この地 を開拓

ン



す る仕事 は、 この上 ない高 い理想 を抱

いた勇敢 な人々で なけれ ば耐 え られ な

い辛 い ものだっ た。

ロー ガン神殿 と同 じよ うに、 この神

殿 も東 と西 の端 に塔 が ある。 西側 の八

角形 の塔 の 内部 は ら旋 階段 に なってお

り、地下 か ら屋上 まで5階 にわ たって

続 いてい る。 そ してその中心部 は何 の

支柱 もな く空 洞に なってお り、上 か ら

下 まで完 全 に まっす ぐで あ る。 また、

階段 は約28メ ー トル の高 さがあ り、一

様 に渦巻 き状 で、 くるみ材 の欄 干 がつ

いて いる。 この ような階段 は他 で はほ

とん ど見 られ ない。

神殿 は1888年5月21日 、 当時 十二使

徒評議 員会 の一 貝 で あった ロ レンゾ ・

スノー長 老 に よって献堂 され た。

ハ ワ イ 神 殿

ハ ワ イ諸 島の ひ とつ 、オア フ島の ラ

イエ にハ ワイ神殿 が立 って いる。塔 を

持 たな い神殿 は現 在3つ あ るが、 その

中 で最初 に建 て られ た神 殿 で ある。(他

のふ たつは、 アルバ ー タ神殿 とア リゾ

ナ神 殿 で ある。)ハ ワ イ諸 島 では建築

資材 がほ とん ど得 られ ないため に、容

易 に入手 で き、砕 いて加 工 すれ ばすば

らしいコンクリー トになる火山岩 を建 築 に

使 うこ とに なった。内部 の仕 上 げには、

堅木 が広 範 囲 にわた って使 用 され た。

神 殿 はギ リシャ様式 を一部 取 り入れ

てお り、東西約31メ ー トル 、南北約24

メ ー トルの大 きさであ る。 中央 部 は高

くなってお り、約15メ ー トル あ る。また

建物 の外 壁 には、福音 の4つ の主要 な

神権 時代 を描 い た、4つ の彫刻 が ある。

神権 は1919年11月27日 、ヒーバ ー ・J・

グラ ン ト大管長 に よって献堂 され た。

ア ル バ ー タ神 殿

7台 の幌 馬車 か ら成 る41人 の 男女、

子供 の一 行 が、1887年6月 に リー ズ ク

リー クの そば に野営 した。 これ がカナ

ダにおけ るモルモ ンの定住地 の始 ま り

であ る。 この中心 地 が カー ドス トンの

町 となっ た。

それ か ら数年後 、十二使 徒評議 員会

の ジ ョン ・Wニ テ イラー長 老 が訪れ 、

その勇敢 な開拓者 たちに こ う告 げ た。

「この地 はや がて世 界の穀倉 となるで

あろう。 そ して この地 に、全能 の神 を

礼拝 す る神 殿 が築 かれ るであ ろう。」ア

ルバー タ神 殿 は、合衆 国 とハ ワ イ以外

に建 て られ献堂 され た、最初 の末 日聖

徒 の神 殿 で あ る。

建築 は1913年 か ら1923年 ま での期間

を要 した。 この神殿 は隣の ブ リテ ッシ

ュ コロン ビア 県の クー トネー湖付近 で

切 り出 され た美 しい白い石 でで きてい

る。 八角形 を した この神殿 は、アルバ

ー タ平 野 に くっ き りと白い姿 を浮か び

あが らせ てお り、 カー ドス トンに近 づ

くとどの方 角か らで も望 み見 ることが

で きる。 神 殿 の内装 にか しや黒檀 、 か

えで、ゆ りの木 、アフ リカマホガニー、

その他様 々 な品種 の くるみ材 に よる美

しい木 細工 が施 され てい るこ とは有名

であ る。

神殿 は1923年8月26日 、ヒーバー ・J・

グラ ン ト大管長 によって献堂 され た。

アイダホフォールズ神殿 ・ アルバ ータ神殿

ア リ ゾ ナ 神 殿

1878年 、 開拓者 の一行 が、現 在 ア リ

ゾナ州 メサ となって いる場 所 に住 みつ

いた。 ここは フェニ ックスか ら26キ ロ

ほ ど離 れ た所 であ る。 それ以 来長 年 、

彼 らはユ タへ長 く苦 しい旅 を して神殿

結婚 して いた。 こ う した中で1919年 、

ア リゾナ州 の ファ レスステー キ部 、カ

リフ ォルニ ア とメキ シコの伝道部 で、

メサ に神 殿 を建 て るため の資金獲得 運

動 が開始 された。この結果 、1923年 に着

工 され、1927年10月23日 に ヒーバー・J・

グラン ト大 管長 によって献堂 され た。

建 築学 上 、 この神殿 は古代建 築 のア

メ リカ版 であ る とよ く言 われ 、なめ ら

か な光沢 の ク リー ム色 の タイル で上張

りされ て いる。 また美 しい外 壁 の彫刻

画 は、地 の 「四隅」 か らのイ スラエ ル

の集合 を描 いて いる。

この神殿 は、合 衆 国西 南部 に住 む 多

くの聖徒 と、 メキ シコや中央 アメ リカ

の聖 徒 た ちの ため に使 われ てい る。

ア イ ダ ホ フ ォ ール ズ 神 殿

スネー ク川沿 いで、 この市の名 の由

来 とな った滝 を見晴 らす景色 の よい所

に、美 しいア イダホフ ォー ル ズ神殿 が

立 って いる。 この神殿 用地 は、 アイダ

ホフォール ズの住 民 か ら寄贈 され た土
亀

地 である。 層

この神殿の建：築工事は1939年 に開始

された。基盤は堅 い火山岩で神殿 には

理想的であった。建物 は昼 は太陽の光
しへつ

を、そして夜は電気の光を溢光 として

発するように工夫 され、塑造の石で上

アリゾナ神殿' ハ ワイ神殿
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スイス神殿

ロサンゼルス神殿 ニュージーラン ド神殿

張 りされ てい る。 両側 はスネー ク川 に

その姿 が映 し出 され る。 神殿 の中央部

は大 きな塔 にな ってお り、高 さ約50メ

ー トルで大空 に そび え立 って いる。

この神 殿 はア イダホ、ワ イオ ミング、

モ ンタナ に住 む大勢 の教会 貝 が利用 し

てい る。 この地 域 の町の 多 くは、ユ タ

出身 の末 日聖徒 が住 みつ いて開 いた町

であ る。 この神殿 は1945年9月23日 、

ジ ョージ ・アルバー ト ・ス ミス大管長

によって献堂 され た。

ス イ ス 神 殿

1906年 の 初 め、 ジ ョセ ブ ・F・ ス ミ

ス大管長 は、ス イスのベル ンにつ いて

次 の ように予 言 した。 「神 の神殿 が…

…地上 の様 々な国 々に建 て られ る とき

が来 るで あろ う。」それか ら半世 紀 ほ ど

経 って、デ ビッ ド ・0・ マ ッケ イ大 管

長 は、欧 州 で最初 の神殿 が ス イスに建

て られ ると発表 した。

この神殿 はベ ル ン近 郊の風光 明 媚な

ゾ リコー フェ ンの地 に所在 してお り、

その敷 地 は約2.8ヘ ク タール であ る。

しか しこれ は以前 に建 築 され た どの神

殿 よ りも規模 は小 さい。 この神殿 の金

色 の塔 は、約43メ ー トルの高 さで空 に

そび え立 って い る。他 の部 分 はク リー

ム色 がか っ た灰 色 で、 白色 の鉛 直 の柱

を持 つ。

神殿 の献堂 式 は1955年9月11日 、 マ

ッケ イ大管長 によっ て行 なわれ 、様 々

な言語 を話 す国 々の聖徒 の ため に使 わ

れ るこ とに なった。特 に神殿 が身近 に

あ り、 いろ いろな言語 で儀 式 が行 なわ

れ るため 、欧 州 の聖徒 に とっては大 き

な喜 びであっ た。

ロサ ン ゼ ル ス 神 殿

「や がて主 の神殿 か ら太平 洋岸 を見

おろす よ うにな るで あろ う。」ブ リガム

・ヤ ング とウイラー ド ・リチャー ズは
、

1847年 に カ リフォルニ アの聖徒 に こ う

書 き送 った。

今 日、サ ンタモニ カ通 りの ウエ ス ト

ゥ ッ ドビ レッジ の広 さ5.3ヘ ク タール

の丘 に、 この神 権 時代 に教 会 が建 てた

オグデン神殿

最 大 規模 の神 殿 、 ロサ ンゼ ルス神殿 が

あ る。建 物 は約111×74メ ー トルの4

階 建 て で、延 べ面積 は約1.8ヘ ク ター

ルであ る。神権 会 の開 かれ る集会所 は

3階 に あ り、 その面積 は24×82メ ー

トルで地上約10メ ー トル で ある。

この神 殿 の頂 には天使 モ ロナ イの像

があ り、 その像 までの高 さは約78メ ー

トル であ る。 この像 は丈 が約4.6メ ー

トル で、 その手 に長 さ約2.4メ ー トル

の ラ ッパ を持 ってい る。

献堂 に先 立 って、約66万2千 人 の人

々が神殿 の 内部 を見学 し、教会 の話 と

神殿 の 目的 につ いて説 明 を受 けた。

神 殿 の献堂 は1956年3月11日 、 デ ビ

ッ ド ・0・ マ ッケ イ大 管長 に よって行

な われ た。

ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド神 殿

福 音 がニ ュー ジー ラン ドのマ リオ人

の間 に彼 らの 言葉 で伝 え られ たの は、

1881年 の こ とであ る。 この地 での伝 道

は大 きな成功 を遂 げ、マ オ リ人 以外 の

ニュー ジー ラ ン ドの人 々か ら、教 会 は

マ オ リ人 の ためだ けにあ る と時折 誤解

され るほ どになっ た。1887年 まで にニ

ュー ジー ラン ドの教 会員数 は2，573名

に なったが、 その内の2，243人 は マ オ

リ人 であっ た。今 日、 ニュー ジー ラ ン

ドのふ たつの 島にお け る教 会 員 は、約

3万5千 人 であ る。

南太平洋 の諸 島 とオー ス トラ リアの

教 会員 の ため に神殿 計画 が発表 され た

の は、1955年 で あ る。ハ ミル トンか ら

8キ ロほ どのッ ヒカ レ ミアのある丘 が

選 ばれ た。 美 しい白い建物 は、 そのデ

ザ イ ンも規模 もスイス神殿 や ロン ドン

神 殿 に似 てい る。 この神殿 を建 て るに

あたって、 アメ リカか ら建築 請負 い人

が労働宣教 師 と して召 され 、彼 らがニ

ュー ジー ラン ドや南海諸 島 か ら召 され

た若 い労働 宣教 師 を指導 した。

神殿 は1958年4月20日 、デ ビット・0・

マ ッケ イ大 管長 に よって献堂 された。

ロン ドン 神 殿

1830年 に教会 が設立 され 、その ，7年



後 、英国 に福 音 が宣 べ伝 え られ た。 そ

して英国 で改宗 した大 勢 の人々 は、 ア

メ リカで苦 闘 してい る新 しい教 会 の地

位 を高 め たので あった。

後 に彼 らは 自分 自身 の土地 に教会 を

築 くように促 され 、現在 グ レー トブ リ

テンには、7つ の伝道部 と14の ステー

キ部 が あって全盛 を きわめ てい る。 第

2'次 世 界大戦 後 、 ロン ドンか ら約40キ

ロの所 にあ る。 サ リー 県ニュー チャペ

ルで、神殿用 地 が購入 され た。 そ して

1955年 に建築工 事 が始 まっ た。 この近

代 的 な建 物 は、鉄 筋 コ ンク リー トと構

造用鋼 で作 られ 、 白色 セメ ン トの仕 上

げ石 で上張 りされて いる。 この神殿 は

1958年9月7日 に、デ ビッ ド ・0・ マ

ッケ ィ大管長 によっ て献堂 され た。

オ ー ク ラ ン ド神 殿

「主 の壮大 な白色 の殿堂 はあれ らの

丘 を飾 り、国タ の栄 えあ る旗 とな るで

あろ う。」これ は、ジ ョー ジ ・アルバー

ド ・ス ミス大 管長 が十二使徒 評議 員会

の一 員 であっ た1924年 に 、サ ンフ ラン'

シス コ ・イー ス トベ イの丘 を眺 め なが

ら語 った予 言 であ る。

彼 が予 見 したそ の土 地 は1942年 に 購

入 され た。 湾全域 と太平洋 を一望 に見

渡せ る、5階 建 てのみ ご となオー クラ

ン ド神 殿 の建築 は、1962年5月 に開始

され た。 この建 物 は、基礎 か ら塔 まで

白色 の花 簡岩 で上張 りされ てい る。 中

央 の塔 はその高 さが約52メ ー トル で、

このほ かに約29メ ー トルの塔 が4つ あ

る6こ れ は すべ て 打 抜 きに なってお

り、青 色 の ガラスモザ イク と金泊 で覆

われて い る。夜 にな る と塔 は内部 か ら

照 明 され 、光 が幾 筋かの 糸の よ うに な

って輝 き出すようになっている。 また、

神殿 の南北 の外 壁 には彫刻 画 が ある。

そのひ とつ はパ レスチナ にお ける救 い

主 で、他 方 はア メ リカのニー ファイ人

を訪 れ た主 の彫刻 で ある。

この神殿 は1964年11月17日 に デ ビッ

ド ・0・ マ ッケ イ大 管長 に よって献堂

され た。 これ はマ ッケ イ大 管長 が献堂

した第5番 目でかつ最後の神殿である。

オ グ デ ン 神 殿 とプ ロボ 神 殿

教会 の すべ ての神殿儀 式 の内の52パ

ー セ ン トは
、13の 神殿 の 中の3つ(ソ

ル トレー ク、 ロー ガ ン、マ ンタイ)で

行 なわれ てい たこ とが、1960年 代 の調

査 で明 らかに なった。 そこで、 これ ら

3つ の神 殿 の負担 を軽 くす るため に、

ユ タ州 の人 口濃密 な地域 に さらにふた

つの神殿 を建 そ るこ とが決定 され た。

こ うして、オ グデ ンの タバ ナ クルス

クウエア がその地域 の神 殿用地 に選 ば

れ 、地域 の約13万5千 人 の教会 員 のた

め に使 われ るこ とに なった。 も うひ と

つ はプ ロボであ る。 ブ リガム ・ヤ ング

大学 の北 東 で、大学 か ら歩 いて行 ける、

ロックキャニオンの入 口近 くに用地が選

ばれ た。

これ らふ たつの神聖 な建 物 の外観 が

か もし出す美 しさは ことのほか印象的

であ る.。両方 の神殿 共内部 の設計 は同

じであ るが、外部 は異 ってい る。 しか

し形 君似 てお り、共 に光 沢 あ る塑 造 の

プロボン神殿 ワシン トン神殿

石 でで きている。 プロ ボ神 殿 の石 は浅

い浮 き彫 りの花 を型取 った作 りで、高

さ約55メ ー トルの塔 に もそれ が生 か さ

れ てい る。 オ グデ ン神殿 の石 は縦み ぞ

の外観 を呈 し、空隔 には装 飾用 の金属

格 子 がほ どこされ 、塔 も縦 みぞ作 りで、

その効果 は実 に印象 的 であ る。

これ らの神 殿 は地下1階 、地上3階

で、欧州 の神 殿 よ りは大 きいが 、オー

ク ラン ドや ロサ ンゼ ルスの神 殿 ほ ど手

が混 んでは いな い。 オ グデ ン神殿 は19

72年1月18日 に 、 そ してプ ロボ神殿 は

1972年2月9日 にジ ョセブ ・フ ィール

デ ィン グ ・ス ミス大管長 によって献堂

され た。

ワ シ ン トン 神 殿

「神殿 の中の宝玉」 これ はこの神殿

の建 築許可 を下 す とき1こデ ビ ッ ド・0

・マ ッケ イ大 管長 が語 っ た言葉 である
。

この神 殿 は教会 が建 てた第17番 目の神

殿 で ある。7階 建 てで6つ の尖塔 を持

ち、今 日全世 界 に当教会 の シンボル と

して知 れ渡 って いる ゴシック様式の ソ

ル トレー ク神殿 を近代 的に した形 であ

る。 また、大理石 で上張 りした最 初 の.

神 殿 で もあ る。最 も高 い尖 塔 には、丈

が約5.5メ ー トル、重 量2ト ンの、金

泊 をほ どこされ た天使 モ ロナ イの像 が

立 ち、地上 約89メ ー トノkにそびえてい

る。

そこに はワシ ン トンD.Cの 郊 外、

メ リー ラン ド州 モ ンゴメ リー郡 の最 も

高 い地点 に位 置 し、約23ヘ クタールの

面積 を持 つ。 その ため 、ワ シン トン周

辺 のハ イウエ イか ら様 々な角度 で こ：の

神殿 を眺 め るこ とがで きる。 神殿 の規

模 は ソル トレー ク神殿 の3分 の1ほ ど

、であ る。

鍬 入 れ式 は1967年12月7日 に行 なわ

れ 、用地 の整備 は1971年5月28日 に開

始 され た。 献堂 は1974年 末 に行 なわれ

る予定 で ある。 ＼、

この神殿 は ミシシ ッピ川 よ り東 に住

む合衆 国 の聖 徒 と、東部 カナ ダの聖徒

の ため に使用 され る1ことになる。
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静 か に 自 己 を見 つ め る と き 、 生 命 の 厳

粛 な 神 秘 に 思 い を は せ な い 人 が 、 は た し

て い る だ ろ う か。 彼 は こ う問 い は し な い

だ ろ うか 。「誕 生 以 前 の 自分 は い っ た い ど

こ に?ど う し て今 こ の 地 上 に い る の か。

死 ん だ ら ど う な る の か 。 創 造 者 と私 との

関 係 は?死 は ま わ りの 人 々 との 訣 別 な の

だ ろ う か 。 妻 や 子 供 は ど う な る の か。 死

後 別 の 世 界 が 存 在 す る の だ ろ うか 。 存 在

す る と す れ ば 、 そ こ で は 親 し い 人 々 に会

え る の だ ろ うか 」 と。

こ れ らの 疑 問 の 解 答 は 、 人 の 知 恵 で 見

い だ せ る も の で は な い。 そ れ は 啓 示 され

た神 の み 言 葉 の 中 に の み 見 い だ さ れ るの

で あ る。 末 日聖 徒 イ エ ス ・キ リス ト教 会

の 神 殿 は 、 そ の よ う な 疑 問 に解 答 を与 え

て くれ る神 聖 な建 物 で あ る。 神 殿 は 皆 、

世 か ら隔 離 さ れ た神 聖 な平 安 の 場 、 主 の

家 と して 奉 献 され 、 そ こ で は真 理 が 教 え

られ 儀 式 が 行 な わ れ る。 そ して 人 々 は 、

そ こ か ら 永 遠 の 事 柄 に 関 す る知 識 を得 、

神 の 子 供 と して 自分 に受 け 継 が れ て い る

神 聖 な も の を知 り、 永 遠 の 存 在 で あ る 自

分 の 可 能 性 を念 頭 に 置 い て生 活 す る こ と

を 決 意 す る の で あ る。

合 衆 国 の首 都 ワ シ ン トン 郊 外 に最 近 完

成 し た堂 々 た る神 殿 は 、 教 会 の 手 に な る

16番 目 の 神 殿 で あ る。 世 界 中 に散 らば る

一 般 の 礼 拝 堂 とは 違 っ た こ れ ら の 神 殿 は

用 途 と機 能 に お い て教 会 の どの 建 物 と も

趣 を異 に す る。 独 特 な の は 建 物 の 大 き さ

で も建 築 美 で も な い 。 内 部 で行 な わ れ て

い る こ と な の で あ る。

ワ シ ン ト ン神 殿 に加 え て 、合 衆 国 西 部

なぜ神殿 を?

十二使徒 評議 員会会 員

ゴー ドン ・B・ ヒ ンク レー

「人生の疑 問 に永遠 の解 答 を与 え

る場所 は、地上 には数 少 ない」

とハ ワ イ 、 カ ナ ダ 、 ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド、

英 国 、 ス イ ス に末 日聖 徒 の 神 殿 が あ る。

そ の ほ か 、 教 会 初 期 の 時 代 に ふ たつ の 神

殿 が建 て ら れ た が 、無 情 な偏 狭 の 中 で 末

日聖 徒 は あ ち こ ち 追 い た て られ 、 や む な

くそ の 神 殿 を放 棄 した 。

一 般 の 礼 拝 堂 と は 区 別 し て
、 特 定 の建

物 を特 定 の 儀 式 の た め に 設 け る こ と は 、
も

目新 しくない。・それは古代 イスラエルで

も行なわれていた。 イスラエルの民はい

つもは会堂 で礼拝 したが、さらに神聖 な

場所 として、最初 に荒野で至聖所 を内蔵

した幕屋 を造 り、次いで神殿の数々を建

て、その中で特別な儀 式を行ない、ある

資格 を持 った者 だけがその儀式 に参加で

きた。

それは現在 も同 じである。末 日聖徒 イ

エス ・キ リス ト教会は、神殿 を奉献す る

前に一般人 を招 き、内部全般 を見学 して

もらう。 しか しいったん奉献 されれ ば神

殿 は主 の家 となり、非常 に神聖なために

ふさわ しい教会員 しか入る許可が得 られ

な くなる。 それは、秘密 なのではな く神

聖 だか らなのである。

私 たちは神殿 の儀試 を通 じて、神の子

供 である人間、そ して創造の業に関する

神の永遠のみ こころを知 ることがで きる。

その大半 は、私 たちの属 する神 の永遠の

家族 と地上の家族 に関す ることである。

また結婚誓約 と家族関係 の神聖 さや永遠

性 をも教 えて くれ る。

地上に生 を受け るあらゆる人間が、神

聖 な何物 かを付与された神の子供 である

こともはっきり教 えられる。 この ような

マンタイ神殿のらせん

階段

ソル トレーク神殿

の らせん階段

基 礎 的 、根 本 的 な教 え を繰 り返 す こ と で 、

そ れ を受 け る者 は 有 益 な も の を得 る。 参

入者 は 、 美 し く印 象 的 な 言 葉 で 語 ら れ た

教 え を 耳 に し、 全 人 類 が 天 父 の 家 族 に属

す る天 父 の 子 供 で あ り、 兄 弟 で あ る こ と ρ

を理 解 す る の で あ る。

救 い主 は律 法 学 者 に 「す べ て の い ま し

め の 中 で 、 どれ が 第 一 の もの で す か 」 と

聞 か れ た と き に こ う答 え られ た 。 「『… …

心 を つ くし 、精 神 をつ く し、 思 い をつ く

し、 力 を つ く して 、 主 な る あ な た の 神 を

愛 せ よ』。第 二 は こ れ で あ る 、『自分 を愛 す

る よ うに あ な た の 隣 り人 を愛 せ よ』… 。」

(マ ル コ12：28，30，31)

近 代 の 神 殿 の 中 で示 さ れ る教 え は 、 こ

の 一 番 大 切 な 人 の義 務 、 す な わ ち創 造 主

と兄 弟 と に 対 す る義 務 に重 点 を 置 い て い

る。 そ し て 数 々 の 神 聖 な儀試 は 神 の 家 族
ふ えん

と い う高 遙 な哲 学 を敷 衛 し た も の で あ る。

ま た 死 ぬ べ き体 と対 照 的 に 、私 た ち の 内

な る 霊 が 永 遠 で あ る こ と も教 え られ る。

さ ら に 、 そ の 儀 式 に よ っ て 大 い な る真 理

が 理 解 され る ば か りか 、 神 を愛 し、 天 父

の 子 供 た ち と な お い っ そ う睦 み 合 お う と

い う 決 意 が与 え ら れ る の で あ る。

人 が 神 の 子 供 で あ る と い う前 提 に 立 つ

と 、 人 生 に神 聖 な 目 的 が 生 じる。 主 の 家

で は そ の こ と に関 して も啓 示 に よ る真 理

が 教 え られ る。 こ の世 で の 生 活 は 、 永 遠

の旅 の 一 過 程 で あ る。 私 た ち は地 上 に 来

る 前 は 霊 の 子 供 と して 生 活 し て い た。 聖

典 に は そ れ を 証 す る もの と し て 、 エ レ ミ

ヤ に 対 す る主 あ み 言 葉 が載 せ られ て い る。
「わ た しは あ な た を ま だ母 の 胎 に つ くら

な い さ き に 、 あ な た を知 り、 あ な た が ま

だ生 れ な い さ き に 、 あ な た を聖 別 し、 あ

な た を立 て て 万 国 の 予 言 者 と し た。」

(エ レ ミヤ1：5)

私 た ち は こ の 世 の両 親 の 子供 と して 、

そ の 家 族 に生 を受 け る。 両 親 は 、 神 の 子

供 た ち に 関 す る 永 遠 の み こ こ ろ を成 就 す

る た め 、 神 の 助 け を得 て 働 く。 家 族 が こ

の世 に あ っ て も 永 遠 に あ っ て も最 も重 要

か つ 神 聖 な制 度 で あ る理 由 は こ こに あ る。

神 殿 内 で 行 な わ れ る こ との 大 半 は 、 家

族 に 関 係 して い る。 私 た ち は こ の世 に生

オークラン ド神殿の 日の光栄の部屋
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まれ る以前に神の子供 として存在 してい

たか、死後 もなおその ような状態 を続 け

るだろう。 この世 におけ る満ち足 りた人

間関係の中で最 も深 く美 しいものは家族

の中に存在 し、私たちはそれ を次の世 に

携 えて行 くことがで きる。 この考 えが、

神殿 の目的 を理解す る根本 である。

主 の家に来て祝福 にあずか る夫婦 は、

この世 だけでなく永遠 に結 ばれる。 国の

法律 によって死 がふた りを分かつまで結

ばれ るばか りか、地で結ばれ たものが、

神の永遠の神権 によって天 においても結

ばれ るのである。 こうして結婚 した夫婦

は、祝福にふさわ しい生活 をしたな らば、

自分たちの関係や子供 たちの関係 か死 に

よって終 わらず永遠に続 くという確信を、

神か ら与 えられ る。

女性 を真心か ら愛 した男性、男性 を心

から愛 した女性で、ふた りの愛か死後 も

続 くことを願 わなかった人はいるだろう

か。子供 を亡 した両親で、次の世 で再 び

子供 とまみえることを願 わなかった者 は

いるだろうか。人生の最 も貴重 な属性は

愛であり、その一番の発現は家族関係 で

ある。 永遠の生命 を信 じる人の中で、天

の神か息子、娘 に対 して、この愛 を否定

されると信 じることかで きる人 はいるだ

ろうか。 いないはずである。理性は家族

関係か死後 も続 くと宣告 し、人の魂 はそ

れを願い焦がれ る。天の神はその実現の

方法 を啓示 された。主の家の神聖な儀 式

がそれである。

しか し、もしこれらの儀 式の祝福 か、

現在末 日聖徒 イエズ ・キリス ト教会 の会

員 となっている人だけに限 られるとした

ら、 どれ もみな利己的 と思 われよう。 だ

か実際は、神殿 に来 て恵みにあずかる機

会は、これか ら先福音 を受 け入れ、バプ

テスマ を受けて教会 に入るすべての人に

開かれている。 そのため、教会 は世 界に

大規模 な伝道計画 を推進 し、可能 な限 り

この計画 を広げようと努 めている。神 よ

りの啓示 の下、 「あらゆる国民、あらゆ

る血族、あらゆる国語の民およびあらゆ

る人々」 に福音 を教 えるこ とは、教会 の

責任 だか らである。

，欝 峯、

ド

雛'ウ

，，卿

蕩

ところか、かつて地上 に生 を受けなが

ら、福音 を聞 く機会 のなかった人々か無

数にいる。彼 らは、教会の神殿 で得 られ

る祝福 を受 けられ ないのだろうか。

この世 を去った人々は、死者 の代理 の

生者 を通 じて、まった く同 じ儀式 を受 け

ることがで きる。死者のため に地上で行

なわれるバプテスマ、結婚 、家族の結 び

固めなどの儀 式を、霊界にいる当人たち

は受 けるも拒むも自由 である。主のみわ

ざに強制 はない。 あるのは機会である。

この代理の仕事 は、死者 に対 する生者

のた ぐいない愛の仕事 である。 その ため

には、すでに世 を去った人々の身元 を確

かめ る大がかりな系図探求 が必要 である。

その系図探求 を援助するために、教会は系

図計画を立 て、世 界に類 を見ない探求 の

ための設備 を整えている。記録保管庫 は
一般公開 され、非教会貝の先祖探求 にも

役立ってきた。 この計画 は全世 界の系図

学者か ら賞賛 を受 け、歴史記録の保管庫

として各国に利用 されている。 しか しそ

の本来の目的 は、自分 たちが得ている祝

福 を死んだ先祖にも広 げるため に、先祖

の身元を明 らかにす る資料 を教会員に提

供す ることである。教会員はこの ように

考 える。「自分 が妻子 を愛 して永遠 に一緒

にいたい と思 うな ら、祖父や曾祖 父や、

そのまた先祖 たちも、同 じ永遠の祝福 を

受 ける機会があってもよいのではないか」

と。

この ように、数ある神聖 な建物 は、静

かに敬慶に推進 される膨大 な活動の場で

ある。それ は黙示者 ヨハネの記録 した質

問と返答のあの示現を思い出させ る。 「…・
『この白い衣 を身 にまとっている人々は、

だれか。 また、 どこからきたのか』。……
『彼 らは大 きな患難 をとおって きた人た

ちであって、その衣 を小羊の血で洗い、

それを白くしたのである。 それだか ら彼

らは、神の御座 にお り、昼 も夜 もその聖

所で神 に仕 えているのである。 ……』」

(黙示7：13-15)

この聖なる宮居に来 る人々は、中に入

ると白い衣 を身にまとう。彼 らは皆、地

域の教会指導者 から資格 あると認め られ

麹 メサ神殿の日の光
栄の部屋

推 薦 を受 け て 来 る。 彼 ら は 清 い 心 と清 い

体 と清 い 衣 を つ け て 神 の 神 殿 に 入 る よ う

求 め ら れ る の で あ る。 中 に 入 る と き は 、

世 の 物 事 を あ と に し て 、 神 に つ い て の事

柄 に 集 中 し な くて は な ら な い。'

こ の礼 拝(も し も そ の よ うに 呼 べ る と

した ら)に は報 い が 伴 う。 こ の 緊 張 の時

代 に 、 時 々世 を離 れ て 主 の 家 に 入 り、 そ

こ で 静 か に神 に 関 わ る 永 遠 の 物 事 に思 い

を は せ た い と思 わ な い人 が あ るだ ろ うか。

こ の 神 聖 な場 所 で は 、他 の ど こ か ら も得

られ な い機 会 か 与 え られ る。 そ こ で は 、

人 生 の 本 当 に大 切 な物 事 を知 っ て 、 思 い

を め ぐ ら す こ と が で き る。 神 と私 た ち と

の 関 係 や 、 前 世 か ら こ の 世 に 続 き、 さ ら

に再 び 人 々 と ま み え る こ との で き る将 来

へ と つ な か る私 た ち の 永 遠 の旅 につ い て。

私 た ち は 、 愛 す る 人 々 や 、 自分 に体 や 精

神 や 霊 の 遺 産 を伝 え て くれ た遠 い先 祖 た

ち と も再 び 会 う こ とか で き るの で あ る。

神 殿 は あ ら ゆ る建 物 の 中 に あ っ て 異彩

を放 っ て い る。 そ れ は 教 え の 家 で あ り、

誓 約 と約 束 の場 所 で あ る。 私 た ち は祭 壇

で 創 造 物 な る神 の み 前 に ひ ざ ま ず き 、 永

遠 の 祝 福 を約 束 され る。 そ の 神 聖 な環 境

の 中 で 、 腰 い主 、 救 い 主 な る御 子 主 イエ

ス ・キ リス トを思 い 、 主 と交 わ るの で あ

る。 主 は私 た ち一 人 一 人 の た め に 犠 牲 と

な っ て 下 さ っ た。 私 た ち は神 殿 で 、私 利

を捨 て 、 自分 の た め に 働 く こ との で き な

い 人 々 の た め に働 き を な す の で あ る。 か

く して 、私 た ち は 最 も神 聖 な 人 間 関 係 に

結 ば れ る。 夫 と妻 、 親 と子 、 家 族 と し て

時 も死 も越 え た絆 に 。

こ の 神 聖 な建 物 は 、 末 日聖 徒 か 憩 う暇

な く迫 害 に よ っ て 住 み 家 を転 々 と変 え た

あ の 暗 黒 の 時 代 に も、 建 造 され た。 窮 乏

の 時 代 に も繁 栄 の 時 代 に も 、 建 造 さ れ 、

守 られ て き た 。 確 か に神 殿 は 、 生 け る神

と復 活 さ れ た 主 、 そ して 予 言 者 と神 よ り

の 啓 示 に 対 し て 証 を持 ち 、 主 の 宮 居 に お

け る 以 外 に 永 遠 の 祝 福 の 安 ら ぎ と確 信 は

得 られ な い と す る大 勢 の 人 々 の 力 強 い信

仰 の 所 産 な の で あ る。

マンタイ神殿の結び固

めの部屋
「フ

オグデン神殿の結び固めの部屋

版権 末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教会大管長
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両親 は私 たちを神殿 に連

れて行 って くれ ま した

ブレンダ'プ ロクサム

「私 たちの ワー ド部 では、家族

を永遠 に結 び固め るこ とに力 を置

いているんです よ。神殿の こ とに

ついて勉強す るクラスに出席 して

み ませ んかdこ の言葉が 、私 の家

族 の新 たな生 活の スター トとな り

ました。

.愛す る隣人 であるホー ムテ ィー

チャーが私 たち家族 が福音 か ら離

れないように絶 えず助けて下 さり、

その土台 を据 えていて下 さってい

ました。 そんなある 日、監督 と副

監督 が、私の父 に話 を しに来 られ

ました。 「いかが ですか。 このク

ラス1こ出席 なさいませ んか，」彼 ら

はチャ レン ジしま した。

一瞬沈黙が あって
、 それか ら父

は静か に、 「はい、出席 しま しょ

う」 と答 えたのです。

まだ子供 なが ら、私 は両親 が口

論 す るたびに怒 りと心痛 とつ らさ

を感 じてい ました。理想 とかけ離

れた現実 に、ひ とりで泣 いたこ と

もよ くあ りま した。

家族 が福 音 によっで結 ばれて い

る友人の家庭 が どん なに違 ってい

るかを『、感 じるこ ともできました。

私 の家族 はば らば らだったのです。

母 は教会 に活発 ですが、父 はそ う
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ではあ りませ んで した。教会 のた

め に多 くの時間 を費 やす ことで、

口論 や鋭 い言葉 のや りとりがあ り

ま した。教会の集会 か ら帰 った ら

いったい どうなるこ とか見当 もつ

かず に、 とて も心配 で した。沈黙

の中か ら聞 こえて くる言外の言葉

の冷 た さを味わ うの だろうか、そ

れ とも父の嘲笑 に満 ちたまなざ し

だ ろうか。 そんなふ うに考 えてい

る と、教 会で受 けたすば ら しい感

動 も、次第に空 しく消 えてい くの

で した。

けれ ども、監督 に聞かれて父が

はい と答 えた ときか ら、福 音 はゆ

っ くりと私 た ちの生 活 を変 えて い

きま した。 ほ とん どわか らないよ

うに、徐 々に浸透 してい きました。

口論 は少な くな り、ず っと遠 の い

てい きま した。 父母 の言 い合 いの

見 られない 日が2日 、3日 と続 き

ま した。そ してそれが何週 にもな

った とき、私 た ちは愛 というもの

を知 り、愛 を感 じることがで きま

した。

以前 には、私 た ちは不安顔 に悲

しげな 目つ きで、 「今 晩プ ライマ

リーで歌 を歌 うの。教 会 に来てわ

た しの歌 を聞 いて ち ょうだ い」 と

か、 「き ょうは一緒 に教会 に行 っ

て。お願 いだか ら」 と頼 んだ もの

で した。 で もだれかがバプテ スマ

を受 け るとか祝福 を受 け る という

以外は、返事 はいつ も 「行かない」

で した。 それがある晩 、 もう頼 む

必要 はな くなったのです。初 めて

家族 そろって教会 に出席 で きる晩

の、はや る心 で いそいそ と胸 を躍

らせ なが らの支度 は楽 しい もので

した。 もちろんの こと、胸 の思 い

も複雑 で した。 ワー ド部 の人た ち

は どん なふ うに接 して下 さるか し

らと。で も心 配 は無用 で した。教

会 員は理解 して下 さいま した。

私 た ち家族 は教 え られ た通 りの

生活 をす る責任 を感 じま した。特

にその ときは 目ざす 目標 が あ りま

した。急 いでいて荒 々 しい言葉 を

使 って しまって も、私 た ちはおだ
も

.やか に心か ら愛 を もって言葉 を返

しま した。 ぐず ぐず とした態度 が一

熱心 な態度 に変わ りました。 お互

い に助 け合 う喜 び も感 じま した。

父母 がいつ も口をす っぱ くして言

われていた仕事 も静 か にてきぱき

とスムーズに運 び ま した。以前 ほ

お互 いへの憎 しみ とプラ イ ドでい

つ もけんか を していたのに、それ

が愛や手伝 いたい とい う気持 に変

わ りま した。

'何がそ う変 えたの で し
ょうか。

い ろいろな こ とが あ ります。 きっ'

とそれは、長 く待 って いた夢 が現

実 になったせ いで し ょう。家族 の

祈 りと家庭 の夕べ が生 活に取 り入

れ られてか ら、私 たちはお互 い を

知 り、お互 い を愛 す ることを学 び

ま した。 その よ うな生活 に よって、



私 たちの証 は大 きくな りました。

家族 の祈 りや聖典 の勉強や家庭 の

夕べや教会 に出席 することの証 が。

中で も一番 の証 は、悔 改めの原則

につ いてです。私 たちは神様が生

きてお られ るこ とを知 りました。

しば ら くして、 その証 と自分 たち

はふさわ しい とい う確 信が持 てた

とき、主 の神 殿 に行 ってこの世 に

おいて も永遠 にわ たっ.ても家族 と

して結 び固め られ る用意 がで きま

した。

その前夜 は、幸福感 をわ くわ く

した気持 と不安 で いっぱいでした。

本 当に神殿 に行 けるのか しらと、

夢 の ようで した。私 たちはその ひ

とときを最 後の準備 に費や して、

髪 を巻 いた り、神殿衣 を点検 した

りしま した。母 は14歳 か ら1歳2

ヵ月 まで6人 の女 の子全 貝に、服

を作 っていて くれ ま した。

翌朝 、父は4時 に起 きて牛 の乳

しぼ りを し、餌 を与 え、朝の仕事

を全部 す ませて、家族 は5時 半 に

日 々 の 恵 み
末日聖徒一人一人の胸には福音 に従い、主 を愛するこ

とによって得 だ日々の経験が刻 まれているものです。今

月は、世 界中の聖徒か ら寄せ られた、神殿の仕事の喜び

について数 多くの証の中か ら、幾っかを取 り上 げます。

神殿事業は家族や家庭 を祝福 し、祈 りに答えを与

え、福音の原則への理解 を深め、人の心 を平安

と幸福で満 たしています。

聖徒 の道では、全世 界の

聖徒 と分かち合 うため、

信仰の励み となる投稿

文 を広 く募集 していま

す。下記の宛先 に原稿

をお寄せ下 さい。

〒106東 京都港区南麻布

5-10-25中 正堂会館

末 日聖徒 イエス ・キリ

ス ト教会翻訳事業部

八木沼修一

...・ 翻'綜' 齢

磯 藏無 ，

.、ン衛 鹸 掘 い 砺h'4・ 出'㌦"触 ・ ・

ち、'卿 、.・ 、ピ``勝 撃1'

出発 しま した。 ・

神殿 の門 に足 を踏 み入れたとき、

私 はの どにこみ あげて くる もの を

感 じま した。一瞬 ため らいが あっ

て、 それ か ら私 たちは中に入 りま

した。私 たちは子供 の部屋 で何 時

間か過 ご してか ら、付添 いの人に

連 れ られ て結 び固めの部屋へ行 き

ま した。 そこには、神殿衣 をつけ

た父母 が顔 を輝 かせ て待 っていま

した。私 たちは手 を握 り、祭壇の

まわ りにひざ まず きました。付添

いの 人が赤 ち ゃん を抱 いて、、赤 ち

ゃん も家族 の輪 に入れ るように し

て下 さい ました。

それか ら、家族 をこの世 と永遠

に結 び固め る言葉 が話 されました。

私 は父母 に愛 されてい ることが

わか ります。 なぜ な ら、私 を永遠

に も自分 に結 び固めて くれ たか ら

です。傷 あ とを癒す の は愛 以外に

算

畿鹸 議 錨
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1

日々の恵み

何 があるで しょうか。 あの苦 しか

った年 月は もううっす らと忘 れか

けてい ます。 で も私 たち6人 の姉

妹 とひとりの兄弟 の心 に は、神 殿

を出 たときの両親 の顔 に浮か んで

いた喜 びが強 く刻 まれて いるの で

す。

ブ レンダ・ブゴクサム 「エ ンサ イ ン」

の秘書 、 ソル トレー ク ・エ ミブ レー 、

ションステー キ部 第21ワ ー ド部 の 日

曜学校教 師 で もあ る。

「あ る 日神 殿 の 中 で … … 」

ク リ ス チ ー ヌ ・ル ボ ン

私 は神殿 に行 くたびに、 日常 の

問題 に立 ち向か う新 たな力 を受 け

ます。 それに、神殿 は敬 慶 さや神

聖 さ亭従順 、秩序 、権威 の尊重 、

兄弟愛 を一番経験 で きる場 所 なの

です。

ある 日神殿 の中で、私 は本当 の

女性ち『しさ とは何 か ということや、、

女性 は どの点 をとって も決 して男「

・性 ・に劣 っではいないこ とをはっき ー
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りと理解 しま した。女性 には最 も

大切 で神聖 な別の召 しが あ ります

か ら、男性 をうらや む理由 は何 も

あ りませ ん。

シオ ンの 山に上 って救 い手 とな

るこ とは、私 に とって特別 の意 味

があ ります。神殿 で死者 の ため に

働 くことは、愛 と犠牲 の一番純粋

な姿 だ と私 は思 うのです。

ク リスチー ヌ ・ル ボ ン フ ランスの

パ リにあ る教会 翻訳事 業部 の フラ ン

ス語 コー デ ィネー ター。

あ の す ば ら しい ひ と と き

シプ ア ウ ・マ トゥア ウ ト

私 は結婚 す るまでは聖 な る神殿，

に入 りたい と思 っていなか ったの

で、主の宮居 に入 ろ うとい う決心

は急 なこ とで した。 とて も重大 な

こ とが起 きたの です。私 の母 が、

神殿 に行 って 自分 のエ ンダ ウメン

トを受 けて父 と結 び固め られ る前

に ・他 界 した の で す9「 ▽
.

あ る晩 、・私 が部 屋 で び と、りで勉 .

強 してい ると、静 力きな.声が襖 り返
な

しささや き ま した 。 「す ぐにお母 噛

＼

さんのために神殿 の儀 式 を行 なわ

な くてはな』らタい」 ど。.初め はそ

の諌 撫 視 しました・でもそ?

吉 はだ んだん大 き く聞 こえて くる

のです。 一

っい に私 は 自分 の勉強 をやめく

その小 さな声の告 げ る言葉 を真剣

に考 え始 め ました。，神殿 に入 る資

格 はある と感 じま した。で もその

あ と、誓約 を守 り続 けるこ とがで

きるか どうか心 配 で した。 その た

め、私 は主 に導 きを求め ま した。

ひざまず くど、悲 しいか らでは

な く、 しみ通 るようなみ たまのや

さ しさ を感 じて、祈 りなが ら泣 き

ま した。恐 れ は消 えて、信仰 と勇

気 が生 まれ ま した。立 ち上 がる と

す ぐに、 うな がされるように して、

監督 に電話 を しま した。

教 会の方針 では、女性 は伝道か

結婚 を しない うちは神殿 に入るこ

孕 融 ていないので声 可が下.
りるまで何週 間も待 たな くてはな

りませ んで した。私はその期間 を、

精神的、霊 的 な準備に使 いました。

また、母の儀式 に備 えて、必要 な

フ ァ ミリー グルー プ シー トを作成

しました。

やがて監督 とステーキ部長 か ら

最終的 な指示 が来 て、神殿 に入 り

ました。宮居 に入 る とは、何 どす

ば らしい祝福 で し ょう!目 と耳 と

心 がい っぱいに開いて、教 えを吸

収 しました。私 は一 つ一 つの誓約

を、体 の骨 とい う骨 、繊維 という

『・繊維 で実感 しま した
。主 と誓約 を

交 わすたびに、主 のみ前 に立 って

いるように感 じま した。主の み力



は非常 に大 きくて、セ ッシ ョンが

終 って も慢帰 りたい とはみ じん も

思 い ませ んで した。その とき私は、

自分 が世 にあ りなが ら世 の もので

ないこ とをはっ きり知 ったのです。

その4週 間後 、私 は母 の ため に

神殿 に入 りました。 それ もまた、

す ば らしい経験 で した。エ ンダ ウ

メ ン トの セ ッションを受 けて いる.

ときに母の存在 を感 じ、両 親の た

め に結婚 の結 び固めが行 なわれ た

ときには、祭壇 の所 に文字通 り両

親 がい ると感 じました。部 屋の中

'には聖霊の影響 が満 ちていて
、両

親 に結 び固め られ る間、私 は泣 き

くずれ ました。私 は本 当 に両 親 と、

の再会 を経験 しま した。その 日か

ら、両親 の存在 が為 ま りに も身近

に感 じられて、死 んだのが うその

ように思 えます。

神殿 は本当 に祈 りの家 、みた ま

に関す るよ り高度 な知識 を与 えて

くれる家 です。私 は心 に疑 問が生

じる と、 いつ も正 しい答 えを受 け

に神殿 に行 きます。神殿 の中に入

ると、天 のお父様 を訪 ねて きたの

だ とい う気持 にな ります。ですか

ら、心 の中で天 父 に申 し上 げるこ

とに集 中 しな くて はいけませ ん し、

天 父が私 に語 って下 さる言葉 に注

意 して耳 を澄 まさなければな りま .

せ ん。私 は神殿 を愛 しています し、

神殿 か ら受 けた祝 福 を感謝 してい

ます。地上 で どこへ一番行 きたい

か とい え ば 、 そ れ は神 殿 で す 。

シプアウ ・マ トゥァ ウ ト姉 妹 教会

翻訳事 業部 で翻 訳者 と して働 き、 タ

バナクル合唱団の メンバーでもある。

「そ れ ま で も妻 を愛 して

い ま した 。 … … 」

スウ ェー デ ン伝 道部 副伝道

部 長G・ ウェナー ランド兄 弟

私 は1949年 にバプテスマを受 け、

妻 はその後4年 た ってか ら教会 員

にな りました。 スイス神殿 が献堂

された1955年 には家族 は7人 にな

っていて、旅費 の見積 も りは負担

で きる限度 を越 えま した。妻 のモ

ー ドと私 はひ ざまず いて、道 を開

いて下 さい と願 いま した。す る と

その1ヵ 月後、会社の社長 が私 を

呼 んで、仕 事ぶ りが気 に入 ったの

で給 料 を大幅 に上 げて くれ ること

にな りま した。 そ して その夏 、私

た ちは初 め て主の宮居 に行 きま し

た。

初 めて神殿 を訪 れ た際 に私 の胸

を満 た した、喜び と幸 せ、それ に

福音 を守 ろ うという決心 は、決 し

て忘 れ られ ません。 以前 には思 っ

て もみなか った、 自分 の永遠 の将

来へ の展望 と知識 が与 えられ まし

た。家族 が この世 において も永遠

の世 にあ って も結 び固め られた と

きは、一 番印象的 で した。 レ

祭壇越 しに妻の 目を見つめると、

幸福 の涙がほお を伝 っていました。

私 はそれ まで も妻 を愛 してい まし

た。 しか しあの ときか らの愛 ほ ど

ではあ りませんで した。神 φ娘 で

あ る彼女 はぐ私 の子供 たちの母親

なのです。 それ は、以前 には まる

で理解 して いなか ったことで した。

その後私 た ちの祈 りはもっと深 く

な り、主 をさらに愛 し、主 に仕 え

ることが もっと好 きになりました。

私 た ちは神殿 にず っと詣 でてい

ます。神殿 の儀式 と神殿 にある雰

囲気 が大 好 きだか らです。神殿 に

入 るたびに、交 わ した誓約 を思 い

出 しますが、それが、福音 に従 っ

て生 活 を続 け る一 番の原動力 とな

ってい るのです。
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勲 一 輪 の 花

マ リ ア ・シ リ ン グ

ロ レー ヌ地 方 は ドイ ツ とフ ラ ンスの国境 沿 い に あ

って、長 い間両 国 の間 で争 いの的 とな って きた所 で

す。 距離 感 を'感じな くな った今 日、地 図上 で は ご く

小 さ な一地 点 にす ぎませ ん。 し か しロ レー ヌ は歴 史

豊 か な地方 で 、墓 や遣 跡 が た くさ んあ ります。 また

昔 の 出来事 を も とに した歌 もあ ります。 か つて ロ レ

ー ヌで は た くさ んの兵士 が命 を亡 くしま した。

ロ レー ヌの首 府 は メス で、 その建 設 は ロー マ時代

に さかの ぼ ります。 当 時 ロ レー ヌは ヨー ロ ッパ最：強

の要 さ い都 市 で した。 そ の様 子 は 多 くの石 の壁 か ら

しの ばれ ます。 西 の方 か ら流 れ て くるモー ゼ ル川 は

この町 でふ たつ に分 かれ 、 町 の大部 分 は この 川 に囲

まれ て い ます。 た くさんの橋 や渡 し場 が あ って 、町

の美 しさは ま た格 別 です。

町 の東 の方 、 モー ゼル 川 が再 び合 流 す るす ぐ手前

に墓 の 島 とい う小 さな島 が あ ります。 ここ には、戦

争 に備 え て穀 物 を いっ ぱ い貯 え た倉庫 や 、 火薬庫 、

軍需工 場 が とな り合 っ て建 っ て い ます。 そ して島 の

端 に向 か って島 の名 前 の 由来 となっ た3つ の墓地一

市 墓地 、ユ ダヤ 人墓 地 、軍 人墓 地 が あ ります。 島 の

最端 には巨大 な木 の十字 架 が立 って い て、生 きる た

め のパ ン、破壊 用 の武 器 、死 ん だユ ダヤ 人 、 ク リス

チャ ン、兵 士 用 の墓 とい うこ の奇 妙 な組合 せ を見 お

ろ して い ます。
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ロ レー ヌ は1847年 以 来 ドイッ領 で した が、 第一 次

世 界大 戦 が終 わ って 、今 や再 びフ ラ ンスの もの とな

りま した。 町 の看 板 の字 は変 わ りま したが 、人 々 は

生 活 を続 け 、もう一 度 平穏 な状 態 を取 り戻 そ う と歩 み

出 しま した。11月1日 、先 祖 の墓 を飾 る万聖 節 の 日

が近 づ いて きま した。私 た ちは その前 日、家 族 や友

人 の墓 を飾 るため墓 地 に出 か け ま した。 そ して軍 人

墓地 に、手 入 れ の ゆ き届 いた古 い墓 の ほか に、新 し

い墓 の列 が続 いて い るの が 見 え ま した。 そ れ は この

数 ヵ 月 にわ た る戦 争 中 に軍 の病 院 で亡 くなっ た兵士

たちの墓 だ っ たの です。 それ ぞれ の墓 に は木 製 の小

さな十字架 がつ け て あ り、松 の枝 が整 然 と並 べ られ

て い ま した。 しか しそ こにのは二 本 の花 も花 輪 もあ り

まサ んで した。 敗 戦 国 ドイ ッの亡 き兵士 の家族 が 、

今 はフ ラ ンス領 とな っ だこの墓 地 に花 を さ しむ け だ

り、 ましてや墓 を飾 るな ど、 とうて いで きな い こ と

だ った の です。

しか しその よ うな状 態 に あ りな が らも、人 々 は万

聖 節 を迎 え、墓 地 を訪 れ る人 々 が続 々 とや って き ま

した。 そ して軍 人墓 地 を訪 れ た人 々 は、新 しい墓 の

ひ とつ ひ とつ に切 っ たばか りの生 き生 き と した花 が

お かれ て い るの に気 づ きま した。私 の母 が庭 に美 し

く咲 きほ こっ て い たア ス ター と菊 の 花 を全部 切 っ て

朝 早 く墓 に持 っ て行 っ たの で した。

小 さ な行 な い?そ う、小 さな行 ない か も知 れ ま

せ ん。 しか し一 瞬 の き らめ きが光 を放 つ よ うに 、 あ

りふれ たほ んの小 さな愛 あ る行 な いは世 の 人 々 の心

を打 つ の です。 それ か ら20年 後 、母 は この万 聖 節 と

ほ とん ど同 じ 日に 第二 次世 界大戦 で ふ た りの孫 息、子

を亡 くしま したが 、 ロ シア の どこか に心 を こめ て こ

のふ た りの墓 を見守 って くれ る母 親 が い たの で は な

いか と、私 は確 信 して い ます。
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私たちの

笈だぢ

すばらしい宣教師

'

彰

しあわせな とな り人

ある 日､7さ いの ラム ジー は友 だ ち

と遊 んでい ま した。す るとふ た りの宣

教師 が友 だ ちの家 の ドア をたた き ま し

た。友 だ ちの家族 は宣教 師 た ちを まね

き入れ､お 話 を聞 きま した。 その話 を

いっ しょに聞 いた ラム ジー は とて もす

ば らしい こ とだ と思 つたの で､自 分 の

家 に来 てお父 さん とお母 さんに も話 し

て くれ るように と､宣 教 師 にたの み ま

した。

ラム ジーの家族 も宣教 師 の話 を聞 い

て とて もす ば らしい と思 い､そ の後何

回 か宣教 師 に訪 問 して も らい､イ エ ス

･キ リス トの福音 につ いて た くさんの

こ とを学 び ま した。 ま もな くお父 さん

とお母 さん､そ れ にふ た りのお兄 さん

がバプテ スマ を受 けて教 会 貝 にな りま

した。 その次 の年､ラ ム ジー は もっ と

もすば ら しいたん生 日を迎 えま した。

22

すべての教会員は

白教師である

これ でい よい よバ プテ スマ を受 け るこ

とが で きるの です。(オ ハ イオ州 ウエ

ス トバ ー ジニア伝 道部)

知恵の言葉

アプイの顔 はけが を した ため に はれ

あが って い ま した。 歯 が3本 もぬ け､

あ ごには ほ うたい を してい ま した。4

日前 自転車 で ころんだ のです。 それ で

もアプ イは断 食 日曜 日の証 会 で､神 さ

まは生 きてい らっ しゃ り､祈 りに答 え

て くだ さる こ とを知 って いる と､あ か

ししました。ア プイの美 しい心 はその場

にいた 多 くの人 々の心 をうち ま した。

アプ イは教 会貝 にな る前か ら､こ の

ホ ンコンで宣 教師 の助 けが したいなと､

いつ も思 って い ま した。 は じめお兄 さ

ん とふ た りの お姉 さんがバ プテ スマ を

堂 け､次 にア プ イが堂 け ま した。

今､ア プイとお兄 さん とお姉 さんは､

お 父 さん とお母 さんが福 音 につ いて よ

く勉 強 し､教 会の会 員に なれ るよう助

け る とい うチ ャ レンジを受 け入れ て､

が ん ば ってい ます。 ホンコ ンの宣教師

た ちは､ア プ イたちの伝 道 は きっ と成

功 す る と信 じて います。

何 か美 しい もの

カ リフ ォルニア に住 んでい る12さ い

の ジュ リー･ア ン･ク リステンセ ンは､

あ る 日友 だちの ロ リ･ボ ンテ ンポの と

ころに出 かけて行 きま した。 ロ リはつ

い最:近 同 じ通 りに引 っ越 して来 たの で

す。 ボ ンテ ンポの家 族 はテー ブル を囲

ん で､い ろい ろな宗 教 の話 を してい ま

した。 そこで ジュ リーは末 日聖徒 イエ

ス･キ リス ト教 会 につ いて話 しました。

み んなが教 会の教 えにつ いて質 問 して

きた と き､ジ ュ リー は信仰 箇 条 を暗唱

して ひ とりひ と りの質 問 に答 えま した。

ジュ リーの よ うな小 さい女の子 が こん

なに 多 くの こ とを知 っているのを見て､

｣
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鱗 購難欝 難 攣

デ ンマークのいなかの お はな しです。

むか しむか し､お ひ ゃ くし ょうさんか

おかみ さん とい っ しょに くら してい ま

した。家 には コケか い っぱい はえて い

て､や ね にはコ ウノ トリの すか あ りま

した。 か べ は ゆ か ん で い て､ま とは

小 さくて､お まけ にひとつ しかあ きませ

んて した。 そ うそ う､パ ン をや くか ま

とか あ りま した っけ。 にわの か きね は

キイチ ゴで､池 の まわ りにはヤナ キの

木か うえてあ りました。 池 にはア ヒル

のおや こがお よいて い ました。 それ か

らヨボ ヨボの犬 か一 ぴ きいて､人 か と

お るとほえ ま した。

お ひゃ くしょうさん は､お 金 もちて

はあ りませ んで したか､馬 を一 とう も

ってい ま した。で も､に わに は馬か た

べ る草 か なかったの で ､篤 は道 ばたの

草 をたべ てい ま した。 お ひゃ くしょ う

さんは とき どき馬 にの って町 へ行 きま

した。 とな りのお ひゃ くしょうさん か､

か りに くるこ ともあ りま した。村 の人

たちは､よ い こ とを して いれ ば ､よ い

む くいがあ るこ とを しん じていました。

ひ

蝉
爵
忌

､

茂
燥昏

夢

転
触 繋

譲

響i灘 懸
26

､ハ こ無5紐

轟
長

て も､あ る 日､お ひ ゃ くしょうさんは､

再 をなにか もっとや くにたつ もの とと

りか えれは､も っ とよいこ とか て きる

とお もい ま した。 て も､な に と とりか

えた らよいのか わか りませ んて した。

｢す ぐわか ります よ
､お まえさん｣

とおかみ さんか い いま した。｢き ょう

町 で市 か たつか ら､馬 にの って町 へ お

い きな さい。 そこてほ かの もの と とり

か えな さったらい かか です。 ととさはい

つ もうまくや りな さる。しんじてます よq｣

お かみ さん は と とさか うん と りっぱ

にみえ る ように､お お きなネ クタイ を

むす んて あけ ま した。 それ か ら､ほ う

しの ほ こ りをは らって､キ ス をしてあ

げ ま した。 お ひゃ くしょうさんは馬 に

の って､て かけ ま した。

お ひさ まかて って､あ つい日て した。

道 には 日か けに なる ところは な く､ほ

こ りっぽい道 は市へ い く人 て いっぱ い

で した。 に ぐる まをひ いてい る人 もあ

り､馬 にの って いる人 もい ま した。で も､

た いて いの人 は歩 いてい ま した。 しば

ら くい くと､み た こ ともない ような ､う

つ くしい牛 をつ れ た人 にてあ いま した。

｢あ の牛 は きっ と
､し ょう とうの ミ

ル クをた くさんたす そdお ひゃ くしょ

うさんはお もい ま した。 そ して その男

のひ とに声 をかけ ま した。｢も し､牛

をつ れ たおか た､ち ょっ とは な しか あ

鰍

るん しゃかd男 の 人はふ りむ きました。

｢こ の馬 は牛 よりも
､ね か高 い とお も

うん じゃか､わ しにゃ牛 の ほ うか あ

りかた いん しゃ。 ひ とつ とりか えて く

た さ らんかの うd

｢え えてか す ともd男 の人 はい い ま

した。

おひ ゃ くし ょうさんは､ほ しか った

もの を手 にいれ ました。 ここてその牛

をつ れて家へ か えれ はよか ったの です

か…… つ い市 へ い きた くな りま した。
は こ ナ

それ か不 幸 の は じま りて… …､い や し

か し ノ?

お ひゃ くし ょうさん は牛 をつれ て歩

いて い きま した。す るとヤ キ をつ れた

人 にて あい ま した。｢ヤ キ もい いわな。

いいヤ キだ。 ふゆ さむ くなった ら家 に

い れてや れ る し。 わ しの家 にゃ､牛 に

や るえ さは､た ん とはない。ヤ キ もい

い さな あ司 お ひゃ くしょうさんは もう

一 とヤ キ を見 ま した
。 そ してヤ キの ほ

うか ほ しくな りま した。

｢お まえさ ん
､あ ん たのヤ キ とわ し

の牛 をと りか えませ ん かねdお ひ ゃ く

し ょうさんはい い ま した。｢え えてか

す と も｣と その人 はい い ました。

罐
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ば くろうでい っぱいで した。 ふ た りの

イギ リス 人のお金 もち もい ま した。 お

ひゃ くしょうさ んは､'ど か りといす に

こしか ける と､リ ンゴの ふ くろ をス ト

ーブの上 において しまい ま した
。ふ く

ろは ジュッ と音 をたて ま した。

｢そ れ は
､な んだ ねq｣イ ギ リス人 の

お金 もちが､ス トー ブの上 のふ くろ を

指 さ して いい ま した。

おひ ゃ くしょうさん は､馬 を牛 に､

牛 をヤ ギに､ヤ ギをガチ ョウ に､ガ チ

ョウ をメン ドリに､メ ン ドリをひ とふ

くろの くさった リン ゴに と りか えた し

だい をものが た りま した。

｢お まえさん
､家 にか え った ら､お

かみ さん はカ ンカンだ ろ うよq｣イ ギ リ

ス人 は､ば か に して いい ま した。

｢い いや｣お ひ ゃ くし ょうさんは い

いま した。｢か か さはわ しに キス して

こ ういい ます だ。 『ととさは いつ だ っ

て正 しい』 ってd

｢わ たしは
､お か みさ んが そ ういわ

ないほ うに､た るい っぱ いの 金 か と､

ふ くろい っぱ いの銀 か をか け るdふ た

りの イギ リス人 はい い ま した。

｢た るい っぱいの金 か で
､た くさん

で さ。 わ しが まけた ら､た るい っぱい

の リンゴ をさ しあげやす よ。 それ に､

た るいっぱいの金 か にみ あ う ように､

わ しとか かさ を､お す きな よ うに､つ

か って くだせ えdお ひゃ くしょうさん

は､じ しん まん まんで いい ま した。

ふ た りの イ ギ リス人 は ､や どや の主

人に馬 と馬車 をか り､3人 で おひ ゃ く

しょうさんの家 へ い きま した。家 へつ

くと､犬 が ほ えたて､お か み さんが で

むか えま した。

｢い まか え った よ ､か か さ。｣お ひゃ

28

藏灘.

欝

｢
!

､鮮

戴

ガ駄 冨轟'き 眠 鱒 ㌦,磁
,藁=嘘 呼 四{1･㍉･鼻

鏡ン蕩卸辱
操 編

翻
麟
黛

∵
､

灘
鰍

〆

為

ウ

馬ハκ

ン

憎

転

y

ポ
ニ
'

∵
菊
声
､
輝∴

､瀦

藏
潤

.
鶴

グ
窪

.許劉

濫

.･
露

騨

箋
彪

･

.

､
,欝

顔

囑

慰

擁
搾

､継
吻
麟
籔

冨
丁一

』3
'

駆

和

･努

℃

､
雑
づ

･､･讐縁 猟 遷雛･

く しょうさんは いい ま した。

｢ま あ まあ
､こ ぶ じでdお か み さん

はい い ました。

｢ま あ ききな さい
。 わ た しは馬 を牛 に

とりか えた ん じゃd

｢や っぱ り
､と とさだね え。｣か か さ

はおひ ゃ くしょうさんの首 に うで をま

わ して いい ま した。｢ミ ル クやバ ター

や チー ズが とれ るね えd

｢ま あ
､き きな さいや。 それか らわ

しは牛 をヤ ギ に と りかえ たん じゃd

｢ま あ
､お まえ さん､か しこい ねえ。

ヤ ギにや る青草 な らたん とある し。.夕

げ にヤ ギの お ちぢは おい しい よ。毛 を

か って､く つ下 や ぼ う しがあめ るしね。

お まえ さん は､な ん てか しこいんだ ろ

うQ｣

｢そ れ か らじゃ
､わ しはヤ ギ をまる

まるふ とったガチ ョウに と りか えた ん

じゃd

｢ま あ まあ
､お ま えさん､ク リスマ

スに はほん とうに､ま るま るふ とっ た

ガチ ョウが たべ られ るね え。 お まえ さ

んは､い つ もわ しの ことをお もって く

だす ってさあQ｣

｢そ れ か ら
､わ しはガチ ョウ をメ ン

ドリに とりか えたん じゃdお ひ ゃ くし .

よ うさん は､ほ こら しげにいいました。

その ときの こ とを､お もいだ しながら。

｢ま あ
､そ れ は よか っ たこ とdお か

み さんは いい ま した。｢メ ン ドリは タ

マ ゴ をうみ ます よ。 タマ ゴか らはかわ

いい ヒヨコが うまれて さあ ､す ぐニ ワ

トリがい っぱい にな ります よ。 わ し､

ま えか らそ うな った らなあ って､お も

って ましたよd

｢そ れか らじゃ
､わ しは メン ドリを

ふ くろい っぱいの くさった リン ゴと と

りか えたん じゃ,｣

｢ま あ
､と とさ､わ しはあん たが大

す きです よdお かみ さん はいいま した。

｢お まえさ んが市 にい って い るあ いだ

に､お い しい夕 げ をっ くるこ とに した

ん です よ。 オ ム レツをつ くろ うとお も

ったんだ けん ど､ケ チ ャ ップ がな くっ

てね え。 とな りのおか み さん った ら､

あ るの にか して くれ ないのだ もの。 あ

の おか み さん た ら､く さ った リンゴ も

か えせ な い くせ に って い うんだ よ。 う

ちの にわ には､な んに もな らない って。

もう､く さった リンゴをたた きか え し

てや ります よ。お まえさん､ほ ん とうに

いい もの を､も って きて くだす ったね

えむ

イ ギ りス人 はふ た りのや りと りを見

て､お なか をか か えて､わ らい ころげ

ま した。｢だ んだ んわ る くな るの に､

この ふ た りは まるで気 がつ かないのだ。

いつ も､幸 福 ､い つ もまん ぞ くだ。 こん

な人 に あった だけで も､金 か をしは ら

,うか ちはあ るよdふ た りの イギ リス人

.は､た るい っぱいの金 か をお ひゃ くし

ょうさん にわ た しま した。

そ うです 。 この金 か は､お か み さん

が､と とさはか しこい としん じてい た

か ら､も らえ たの です。 もうみ な さん

も､わ か ったで しょう。｢と とさはい

つ だ って正 しい｣の です。



「逸話集 、近代の使徒の生涯 よ り」

レ ォ ン ・R・ ハ ー ト ン ヨー ン 編 「逸 話 集 、 近 代 の

使 徒 の 生 涯 よ り」(ExceptlonalStorlesFrom

theLlvesofOurApostles)ソ ル ト レー ク ン

テ ィ ー 、 テ セ レ ト出 版 社 、1973年 、許可 を得 て転 載

マ シ ュ ー ・カ ウ リ ー

略 歴

カ ウ リー 長 老 は1897年8月2日 、 ア イ

ダ ホ州 プ レ ス トン で 、 マ シ ア ス ・F・ カ

ウ リー 、 ア ビ ー ・ハ イ ドの 息 子 と して 誕

生 。 弱 冠17歳 で ニ ュ ー ジ ー ラ ン ドへ 伝 道

に 召 さ れ る 。

ジ ョー ジ ・ワ シ ン トン大 学 で 法 学 の 学

位 を修 め る 。

1938年 、 ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド伝 道 部 伝 道

部 長 に召 さ れ る 。

1922年7月13日 、 ワ シ ン トンD・Cで

勉 学 中 に 帰 省 し、 ソ ル ト レー ク 神 殿 で エ

ル ベ ・エ レノ ア ・テ イ ラ ー 嬢 と結 婚 。 当

時 十 二 使 徒 で あ っ た ジ ョ ー ジ ・ア ル バ ー

ト ・ス ミ ス大 管 長 が 司 式 。

1945年10月5日 、 半 期 総 大 会 の 聖 会 の

席 上 、 十 二 使 徒 評 議 員 に 支 持 さ れ る。 当

大会で ジョー ジ ・アルバー ト・ス ミスか

大管長 に支持 され、使徒指名の一番手 と

して、幼少か ら愛 し、導 いて きた青年マ

シューが選ばれる。

1945年10月11日 、 ス ミス大管長により、

当神権時代65人 目の使徒 に聖任 される。

ほぼ1年 後、教会幹部に新 しい役職 が設

置され、太平洋諸島伝道部の管理 者に任

命され る。 この新 たな召 しを受 け、太平

洋地域 の数 ある伝道部内の教会事業を指

導す る責任 を与 えられ る。活動の本部 は

依然 として ソル トレークシテ ィーにあっ

たか、着任後3年 は海洋諸島 を休む暇 な

く旅 してまわった。宣教師時代、伝道部

長時代 にマオ リ人が得た と同様の祝福 を、

今や ポリネシア人か亨受す ることとなっ

たのである。

彼の言語 の賜には目を見張 るものがあ

った。全旅行 を通 じて土地の言葉 を語り、

人々か ら理解 された。旅行 は太平洋諸島

に限 らず東洋やオース トラリアの伝道部

に及び、フ ィリピン諸島や 日本や中国を

訪れ、中国は再度福音伝道の地 として奉

献 された。この召 しを受 けておよそ3年

後 に彼は解任 され、以後死に至 るまで、

他の教会幹部 と共 にステーキ部や伝道部

を広 く旅 した。

1953年12月13日 の 死亡 当時 には、最 も

人々に愛 される人物のひ とりとなってお

り、あの ように愛 され、尊敬 された人物

はご くまれであるといえよう。彼は、彼

を知 るすべての人の人生 に足跡 を残 した

のである。
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麟

17歳 で

轟無

ほんの少年 だった ときの ことをいか

によ く覚 えて いる こ とか。私 は3ヵ 月

間、土地 の言葉 を理解 しない まま、同

僚 な しでひ と りきりだ った。毎 朝6時

に森へ行 き、11時 間勉 強 と断 食 と祈 り

を した ときの こ とであ る。私 はつ いに、

3ヵ 月にな るか な らないかの 間 に全 く

独学 で、励 ま して くれ る宣教師 もお ら

ずに、土地 の人の前 に立 ってその言葉

で福音 を説 くという図 々 しさ をもの に

したので ある。私 はそれ まで読 んだ こ

とも聞 いたこ ともない言葉 を使 ったが、

胸 には、前 に も後 に もあの時 きり感 じ

た ことの ない ものが燃 えて いた。私 は

自分の ことを子供 だ とは思 って いなか

った。神 の力 が、17歳 の青年 で あ る私

を通 レて語 ったので ある。
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鞭嚇

私 の家族 はひ ざまず いて

兄 弟姉 妹 、あな たが たにお話 したい。

この1、2ヵ 月間私 が何 度 も熱心 に祈

って、知 らず知 らず 、通 りでで も祈 ろ

う として ひざ まず く自分 に気 がつ くこ

とを。 モル モ ンの家庭 の本来 の姿 は、

家族 が輪 になっての祈 りの上 に築 か れ

る もので ある。 この教会 の至 聖所 は 、

この タバナ クルで も神殿 で もない、 あ

な たが たの家庭 にあ る。 そ こは、イエ

ス ・キ リス トの福音 の救 いの力 を、 あ

な たが たが試み る場 所 であ る。私 は学

校 や太平洋諸 島へ の伝 道 で家 を離 れ た

ときに、 どれ ほ ど父 に感謝 したことか。

私 は8ヵ 月の間ず っ と病気 だ った。ね

ぶ とや 日射病 にかか り、 さな だ虫がわ

き、下 腹 を馬 に蹴 られ、 と次 々に災難

を受 けた。 そん な とき、朝起 きる と私

はひ と りご とを言 った もの で ある。「そ

うなんだ。家 で は父 も母 も兄弟 、姉妹

もみ んなで ひざ まず いて、 ぼ くの ため

に祈 りを捧 げてい るんだ」 と。夕や み

が来 て夜 の とば りが下 りる と、1万2千

キ ロ も遠 くで家族 が ひざ まず いて祈 っ

てい るこ とや、祈 りの 中 に自分 の名前

が出 て くる.ことを知 った もの で ある。

私 に とってそれ は大 事 な こ とだ った。

私 は 自分 の家庭 、つ ま り父の家庭 の理

想 の姿 がその ま まず っ と崩壊 せ ず にい

た こ とを神 に感謝 して い る。結婚 して

か らも、私 が父め家 に行 くと、父 は帰

る前 に、'「ち ょっ とお いで。わ た しは

まだこの家族 の祝 福 師だか ら、君 に祝福

を与 える権 利 が あるんだ」 と言 って、、

L祈
って くれ た もので あ る。父 は心の思

い を神 に述 べ たが、 いつ で も祈 りの 中

で私 に福音 を説 いて いた。

この民 は神 に近 い

生 活 を してい ます

彼(マ シュー ・カウ リー)は 、来 た

るべ き使徒 職 の召 しのため に、幾分 か

備 え をされ ていた に違 い ない。…… 原

住 民 の友 人 たちは、 その召 しを予 見 し

て はいなか っただ ろ うか。彼 自身 も記

憶 してい るに違 い ないあ る出来事 が 、

ニ ュー ジー ラ ン ドの伝 道部 の聖徒 たち



が集 まった場所 でお きた。 それ はルー

フ ァス ・K・ ハー デ ィー の追 悼 式典 で

あった。 ひ と りの 土地の 人が 、教 会の

管理評議 員会 か らのハー デ ィー長 老 の

欠落 を伝 道部 の損失 と嘆 い たが、彼 は

突 然話 をや め、 カウ リー伝 道部長 を見

て こう言 った。 「ち ょっと待 って下 さ

い。憂 え るには及び ませ ん。 カ ウ リー

伝 道部長 は、帰郷 され た ら十二 使徒評

議 員会 の初 め の空席 を埋 め るで しょう。

私 たちの代 表 が また教 会幹部 に な りま

す。」

トウムア キ ・カウ リー は、 その 言葉

が決 して単 な る思 いつ きでは ない こ と

を知 って いた。以前 に も主 の霊感 が こ

の民 に下 るの を、幾度 とな く見 て きた

か らで ある。 「この 民 は神 に近 い生 活

を して います。何 かの力 を持 って いま

す。 きっ と彼 らが奇 跡 を当然の こ と

と信 じてい るか らで しょう。彼 らは何

で も、疑 うということをしないのです。」

彼 は この民 につ いて そ う語 った。

同 じ方 向 を見つめて

最近私 は、受 け持 ちの ステー キ部 の

ある男性 の病床 を訪 れ た。 自分 で動 か

せ るのは 目 と舌 だ け とい う人だ った。

彼 は見た り話 した りはで きたが 、それ

がす べて で、腕 も足 も動 かなか った。

家の 中 は しみ ひ とつ な く、寝具 も真 白

で、彼 あ体 もきれ いだ った。手 に力 は

ないだ ろ うに、彼 の妻 はその手 を精 根

込 めて握 って いた。手 を握 りしめ る。

… …兄弟姉妹
、そ こに意 味があるのだ。

も しあなたがたがお互 い に離 れて いて、

手 と手 を握 り合 うよ りも強 い霊 的 なつ

なが りを感 じられ なか ったな ら、 で き

るだ け早 くお互 いの胸 に飛 び込 んで行

くが いい。真 の愛 とは昔 なが らの ロマ

ンス シー トにすわってみつめあ うこ と、

お互 いの 目をみつめ あ うこ とで はな い

の だ。 それ は真 の愛 で はない。真 の愛

とは、心 にや って きて あなたの生命 を

突 き動 か し、祭 壇 か ら立 ち上 が って、

ふ た りが氷遠 を通 して同 じ方向 をみつ

め るもの なのだ。 それ が真 の愛 だ。ふ

た りが同 じ方 向 をみつめ るこ と。

マオ リ人は妻 を称 して 「タク ホア

ワ ヒネ」と言 う。「私の連 れ合いの妻」と

灘 灘 ・

難

灘灘 醸灘

い う意 味 で ある。妻 は 自分 の夫を 「タ

ク ホア タネ」 と言 う。 「私 の連 れ

合 いの夫」 とい う意味 で ある。私 は、

ただ 「私 の妻」、 「私の夫 」 と言 うより、

その方 が好 きであ る。 「私の連 れ合 い

の妻」、「私 の連 れ合 いの夫」!連 れ合

い とは、永遠 を通 じて 目ざす方 向が ひ

とつ であ るこ とを意 味 してい る。

何 とす ば ら し い こ とだ

ろ うか

神 はす ば ら しい伴侶 ではなかろうか。

神 はす ば ら しい御方 で あ る。実 に私 は、

人生 に神 のような連 れを持 ちたいもので

ある。神 の よ うな人 と仕事 をしたいもの

である。その連れは私の所 へ来 て こう言

う。「さあ、仕 事の 資金 は全部出 してあげ

よう。役立 つ もの はみ なあげ よ う。だか

ら仕 事 に励 み な さい。私 を忘れないよう

に。収入があったら9割 を手元に残 して、

あ との1割 を私に渡 す こ と。9割 は好 き

な よ うに使 って よろ しい。私 は1割 をす

ぐに仕事 に環元 しよう。」これは何 とす

ば ら しい こ とだ ろ うか。これ こそ、私 た

ちが教 会 に持 っている連れである。私 た

ちは9割 を取 って好 きなように使 い、時

、には破 滅の道 へ も行 く。そ してあ との1

割 を連 れ に渡 し、それで神殿 が立 ち、礼

拝 堂 が立つ。彼 はそれ を皆 、す ぐに仕事

に還元す る。彼の仕事 に。兄 弟姉 妹 、あな

たがたが福 音の原 則 に従 えば、それ だけ

神 は この教 会 に融資 され るので あ る。
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私の改宗
フ ァ ビ オ ・ク ラ ビ ホ

こ れ は 、 フ ァ ヒ オ ・ク ラ ビ ホ と い う

ひ と りの 兄 弟 か い か に し て 末 日聖 徒 イ

エ ス ・キ リ ス ト教 会 に改 宗 し た か を 自

らの 手 で つ つ っ た実 話 で あ る。 フ ァ ビ

オ は 南 米 コ ロ ン ピ ア の 人 で 、 こ の 国 初
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の改宗者 のひとりである。彼は最近2

年 間の コロンビア伝道 を終 え、現在 は

BYUに 通 っている。

国民の大半が国教であるカ トリック

教会 の ため に働 くことを第一希望 にあ

げているという国 で、私 は宗 教的 な環境

の 中に生 まれ育 った。私 は まだ若 か った

ため 、 カ トリックの司祭 にな るの が希

望 で、家族 か らその許 しを もらお うと



が集 まった場 所 でお きた。 それはル ー

フ ァス ・K・ ハー デ ィー の追悼 式典 で

あ った。 ひ と りの土地 の人が 、教 会 の

管理評 議員会 か らのハ ーデ ィー長 老 の

欠落 を伝道部 の損失 と嘆 い たが、彼 は

突 然話 をやめ 、カ ウ リー伝 道部 長 を見

て こう言 った。 「ち ょっ と待 って下 さ

い。憂 え るには及 び ませ ん。 カウ リー

伝 道部長 は、帰郷 され た ら十 二使徒評

議 員会 の初 め の空席 を埋 め るで しょう。

私 たちの代 表 が また教 会幹部 にな りま

す。」

トウムア キ ・カウ リー は、 その 言葉

が決 して単 な る思 いつ きでは ない こ と

を知 って いた。以前 に も主 の霊感 が こ

の民 に下 るの を、幾度 とな く見 て きた

か らで ある。 「この 民 は神 に近 い生 活

を して います。何 かの力 を持 って いま

す。 きっ と彼 らが奇 跡 を当然の こ と

と信 じてい るか らで しょう。彼 らは何

で も、疑 うということをしないのです。」

彼 は この民 につ いて そ う語 った。

同 じ方 向 を見つめて

最 近私 は、受 け持 ちの ステー キ部 の

ある男性 の病床 を訪 れた。 自分 で動 か

せ るのは 目 と舌 だ け とい う人だ った。

彼 は見た り話 した りはで きたが 、それ

がすべ てで 、腕 も足 も動 か なか った。

家の 中は しみ ひ とつ な く、寝具 も真 白

で 、彼 の体 もきれ いだ った。 手 に力 は

ないだ ろ うに、彼の妻 はその手 を精 根

込 めて握 って いた。手 を握 りしめ る。

… …兄弟姉妹
、そ こに意 味があるのだ。

も しあなたがたがお互 い に離 れて いて、

手 と手 を握 り合 うよ りも強 い霊 的 なつ

なが りを感 じられ なか ったな ら、 で き

るだ け早 くお互 いの胸 に飛 び込 んで行

くが いい。真 の愛 とは昔 なが らの ロマ

ンス シー トにすわってみつめあ うこ と、

お互 いの 目 をみつめ あ う ことで はな い

の だ。 それ は真 の愛 で はない。真 の愛

とは、心 にや って きて あなたの生命 を

突 き動 か し、祭 壇 か ら立 ち上 が って、

ふ た りが氷遠 を通 して同 じ方向 をみつ

め るもの なのだ。 それ が真 の愛 だ。ふ

た りが同 じ方 向 をみつめ るこ と。

マ オ リ人は妻 を称 して 「タク ホア

ワ ヒネ」と言 う。「私の連 れ合いの妻」と

い う意味 で ある。妻 は 自分 の夫を 「タ

ク ホア タネ」 と言 う。 「私 の連 れ

合 いの夫」 とい う意味 で ある。私 は、

ただ 「私 の妻」、 「私 の夫 」 と言 うより、

その方 が好 きであ る。 「私の連 れ合 い

の妻」、「私 の連 れ合 いの夫」!連 れ合

い とは、永遠 を通 じて 目ざす方 向が ひ

とっ であ るこ とを意 味 してい る。

何 とす ば ら し い こ と だ

ろ うか

神 はす ば ら しい伴侶 ではなかろうか。

神 はす ば ら しい御方 で あ る。実 に私 は、

人生 に神 のような連 れを持 ちたいもので

ある。神の ような人 と仕事 を したい もの

である。その連れは私の所へ 来 てこ う言

う。「さあ、仕 事の 資金 は全部出 してあげ

よう・。役 立つ もの はみ なあげ よ う。だか

ら仕事 に励 み な さい。私 を忘れないよう

に。収入があったら9割 を手元に残 して、

あ との1割 を私に渡す こ と。9割 は好 き

な よ うに使 って よろ しい。私 は1割 をす

ぐに仕事 に環元 しよ う。」これは何 とす

ば ら しい こ とだ ろ うか。これ こそ、私 た

ちが教会 に持 っている連れである。私 た

ちは9割 を取 って好 きなように使 い、時

、には破 滅の道へ も行 く。そしてあ との1

割 を連 れ に渡 し、それで神殿 が立 ち、礼

拝 堂 が立 つ。彼 は それ を皆 、す ぐに仕事

に還元する。彼の仕事 に。兄弟姉妹 、あな

たがたが福 音の原則 に従 えば、それ だけ

神 は この教会 に融 資 され るので ある。
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いろい ろな手立 てを試 み た。私 は5人

家族 の3男 で 、た い ていの家庭 で は長

男 を教会へ の奉仕 に捧 げ るの が常 だ っ

に。私の家では長兄 が7年 間神 学校 で働

い たが 、結婚 と共 に学校 を離 れてしまっ

た。家 族 はそれ にが っか り して、神学

校へ 入 りた いとい う私 の説得 もなかな

か大変 だ ったが、つ い に彼 らを納得 さ

せ た。私 は父 に兄の ような失望 はさせ

ない と約 束 して、1963年 に立 派 な司祭

に なる夢 を抱 いて神学校 に入学 した。

あ る 日、 ドイツに送 る手紙 を出 しに

郵便局 へ行 くと、 ひ とつ の カウ ンター

に きれ いなカー ドが置 いてあ るの を見

つ け た。神殿 の絵 がか いてあったので、

興 味 を引 かれ たの だ。 カー ドの字 は読

まなか ったが、 それ を取 って ポケ ッ ト

に入れ る と、私 は局 か ら歩 いて帰 った。

それか ら2、3日 して、背広 をク リー.

ニ ングに出そ う と空 か ど うか ポケ ッ ト

を探 ってみ る と、 ひ とつの ポケ ッ トに

あの カー ドが入 ってい た。 きれ いな カ

ー ドだ ったので取 ってお こ うと思 い
、

書 いて ある こ とを読 んで みた。 ひ とと

お り読 ん だ私 は思 わずっぶ やい た。「こ

んな ことを信 じるなんて 、気 で も違 っ

て い るん だ」 と。

カー ドの説 明 はLDSロ サ ンゼ ル ス

神殿 で、南米 と合衆 国のふ たつの住所

が書 かれ ていた。LDSと い うの はモ

ル モ ンの こ とだ とい うの で、私 は 「も

うこんな もの は ごめ んだ。5人 や10人

の 妻 を持 つ一夫 多妻主義 者 じゃないか」

とつ ぶや いた もので あ る。

その翌 日、私 は モルモ ン経 に関す る

信仰 箇条 とい うの に興 味 を引 かれ たた

め、 ア ンデ ス伝道部 に手紙 を出す気 に

な った。 その本 が ど ういう ものか知 り

たが ったのだ。手紙 を出す と学校 に戻

って、 その こ とはす ぐにす っか り忘 れ

て しまった。

ある 日、姉 がペ ルー か らの手紙 と小
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包 を届 け に私 の所 へ来 た。 中 をあ ける

と、 モル モ ン経 だ った。 手紙 には、現

在 コロ ンビアにぽ宣教師 が いないが 、

も しもっと知 りた ければ、 コ ロンビア
ノ

に伝 道 が開始 され た らす ぐに宣教 師 を

送 る と書 いてあ った。 そ してモルモ ン

経 をぜ ひ読 んでみ る ように と書 かれ て

い た。姉 が手紙 の こ とを聞 いたので、

友だ ちか らだ と答 え、姉 が帰 る まで小

包の方 は開か なか った。

ど うしてか はわか らないが 、私 は そ

の本 を読 み始 め た。勉強 の時間 に も、

聖 書の カバー をかけて読 みふ け った。

4日 間 でモーサ ヤ書 まで読 んで しまっ

た。

7月 に姉 が また訪 れ て きて 、ア メ リ

カ人がや って きて私 はいな いか と聞 い

た との こ とだ。 アメ リカ人 に知 り合 い『

はない し、本 の こ とは，忘れていたので、

私 はび っ くり して しまった。 しか し私

は姉 に、 もしまた彼 らが来 た ら私 の電

話番号 を教 え るよ うに頼 んだ。 それか

ら2、3日 して電 話 が あった。午 後の

2時 だ った。彼 らはモル モ ンの宣教 師

で、私 に話 を したい とい う。私 は、 自

分 は神学校 にい るので訪 問の約束 はむ

ずか しい と言 った。 しか し彼 らは なお

もゆず らず 、翌 日会 う とい うことにな

った。私 は、来 る ときには宣教 師で は

な くただの友 人だ と言 うよ うに注意 を

した。 その ように して、彼 らと私 は話

が で きるよ うに なった。私 に とって最

初 の話 は印象深 か ったのだが 、彼 らに

は「教会 は変 え るっ も りはあ りませ ん。

之 れ が真理 だ と知 ってい ます し、私 は

司祭 にな りたいの です」 と言 った。宣

教 師 た ちは、モル モ ン経 を読 んで、祈

るよ うに と勧 め た。私 は確 か に祈 るこ

とを恐 れて いた。 その ときは 自分 の教

会 が真実 だ と信 じていて、本心 司祭 に

な りたか ったのだ。

ゼ うしてか はわ か らな いが 、モル モ
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ン経 は読み続 け た。宣教 師 がその3、

4日 後 に また来 るまで、 モルモ ン経 に

読 み尋 けってい た。彼 らは2回 目の レ

ッス ンを し、私 は非常 に心 を打たれた。

あ る午後 の こ と、私 は神学校 を抜 け

出 してLDSの 集 会 に出か けた。 出席

者 は少 なか ったが 、良 い話 だ った。

宣教師の訪 問 は続 き、5回 目の レッ

ス ンになった。宣教師 にバ プテ スマ を

受 け たいか と聞か れて、 「知 りたいの

はモル モ ンにつ いてだけ なんです」 と

返事 を した。彼 らは少 々が っか りした

と思 うが 、 また も、祈 って モルモ ン経：

を読 み続 け るように と勧 め られた。 そ

れ き り約 束 は作 らなか った。 もっ と知

りた くなった らこっちか ら電話 をす る

か らと言 い、 自分 は司祭 に な りた いの

だ と念 を押 したか らだ。

翌朝 目が さめ る と、私 は 自分 が証 を

持 ってい るこ とを悟 った。 それ です ぐ

に宣教 師 に電話 を して、会 う約束 を し

た。6回 目の会合 の ときに、私 は 自分
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が まだ若 く、家族 には司祭 にな るの を

期待 され てい るの で、父 か ら許 可の サ

イ ンを もらうの はむずか 、しい と、彼 ら

に話 した。宣教 師 に父 の会社 の住所 を

教 え る と、彼 らは父 を訪 問 したが 、そ

の とき父 は、私 にバ プ テスマ を施 した

い とい う話 を聞 いて冗談 を言 ってい る

の だ と思 った。 しか しそれが本気 だ と

わ か る と、父 は激怒 した。 そ して、モ

ル モ ンになるか な らな いかは知 った こ

とでは ないが、 もしモル モ ンに なった

ら、次 の 日か ら自分 で住 む家 を捜せ と

言 った。

1967年9月6日 、私 は冷 たい プー ル

の水 でバ プテスマ を受 けた。

父 は私 を許 して くれ たが 、私 がLD

Sの 教 会 に出席 す るの には反対 した。

私 はバ プテスマの2週 間後 に支部書

記 に召 され た。15歳 の少年 と して は、

大 きなチ ャ レンジだっ た。 そ して それ

か ら2年 余 り、書記 と して働 い た。 自

分 で 自分 の会貝記 録 も作 成 した。私 は

コロ ンビアでのLDSの 改 宗者 と して

は初 め ての中 に数 え られ た。

その1年 後 、私 の父母 が亡 くな り、

私 は何 度 もお なか をす かせ て、 日用品

を買 うお金 さえな くな るあ りさ まで、

高校 生活 を続 け るのが大 変 にな った。

家 は裕 福 だ ったが、私 がモ ルモ ンだ と

い うの で私 には何 もくれなか ったのだ。

私 は高校 を卒 業 してす ぐ合衆 国 にわ

た り、 アイ ダホ州 の レックスバー グの

リックスカ レッジに授業 料全額 貸与奨

学生 として学 んだ。

故 国 に伝 道 に も召 されて、再 び コロ

ンビアへ宣教 師 と して帰 った ときには、

教会 員数 は5千 人になっていた。 そ こで

2年 間働 くうちに、同 胞 を愛 す るこ と

を知 って、大 勢 のす ば ら しい友 人 を得

た。伝 道 は1973年8月 に終 わ った。

現 在私 はBYUに 通 って い る。私 に

は証 が あ る。 この教会 が真 実 で、 ジ ョ

セブ ・ス ミスが神 の真 の予 言者 で ある

ことを、私 は心 か ら確信 してい る。



待 ち

望 んでいる

醐

嵐

先祖のために

κ

系図探求者が探求の過程で

得 る祝福と霊感の報い

ホ イ ト ・・パ ー マ ー

人が この世 で経験 す るいか なる もの

に もま して、系 図 には大 きな霊 的報 い

が伴 う。 そ して その報 い は 自分 のため

に施 され る救 いの儀 式 を幕 のか なたで

待 って いる先祖 か らの助 けを感 じっつ 、

信仰 と祈 りと断食 を もって行 な うとき

に得 られ るので ある。・

彼 らは、 この世 で死 すべ き体 を持 っ

て歩 んでいた とき と同 じように、今 も

幕 のか なたの世 界に実 在 し、生 きて い

る。 そ して、 自分 がいつ どこで生 まれ、

生 活 し、そ して死 んだ か、 また両 親 は

誰 か 、家族 には誰 が いたか をすべ て知

って いる。

末 日聖徒 の系図探 求 に関す る記録 を

ひも とくと、 これ ら霊 界 にい る人 々が

自分 たち を助 け よう と努 め てい る現代

の子孫 に導 きを与 えた例 が た くさん見

られ る。

ガー トルー ド ・トッ ド夫 人は長年系

左 ：系図図書館 でマイクロフィルムを見

る人々。

右 ：グラナイ トマウンテン記録保管庫に

は30メ ー トルのマイク ロフィルムが

80万 本保管 されている。

図 を探求 して きた人 であ るが 、夫 の祖

父にあ た るアブ ラハ ム ・トッ ドの家族

の調査 にあた っては なかなか成果 が得

られ なか った。 わか ってい るこ とは、

彼 が1850年 に英 国 ノー フ ォー クのフ ォ

ー ンセ ッ ドで生 まれ た こ とと、その両

親 の名前 だ けであ った。

トッ ド姉妹 は、 わずか な手 がか りで

も得 られ そ うな ら、 どこにで も、 また

誰 にで も手紙 を書 いた。 そ して それは

おびただ しい数 に及ん だ。 また、系 図

図書館 で得 られ る記 録の調査 に もかな

りの時間 を費や した。彼女 はこの先祖

は決 して無視 しては な らな い とい う衝

動 に駆 られ てその仕 事 を続 けた。

そ う したあ る朝 、彼女 はテー ブルの

上 に手紙 と記録 をすべ て集 め た。 それ

か らこれ まで何 度 とな く行 なって きた

ように、 また いつ もの ように断 食 を し

て、 ひざ まず いて主 に助 け を請 い願 っ

た。彼女 は祈 り終 わ って立 ち上がる と、

フ ァイルの一 番上 の紙 に古代英語 で黒

く印刷 され たメ ソ ジス トとい う言葉 に

目が留 ま り、驚 き とも喜 び とも言 えな

い気持 を感 じた。

そこで彼女 は早 速 、英国 フ ォー ンセ

ッ トの メソ ジス ト教会 の責任者 に もう

1通 手紙 を書 い た。

間 もな く返事 が きた。 また同 じ日に

それ とは別 に もう1通 手紙 が届 いた。

それは年 老 いて退職 した牧 師か らの も

ので、彼女 の手紙 の こ とが メソ ジス ト

教 会の責任 者 か ら彼 に通知 され たので

あ った。その老 人 こそ、だれ あろ う、ア

ブ ラハ ム ・トッ ドの甥であ り、彼女 の

母親 はアブ ラハ ムの姉 だ ったの である。

トッ ド姉妹 がその手紙 か ら数 多 くの

必要 な先祖 の情報 を集 めることがで き、

どれ ほ ど喜 び と感謝 を覚 えたか 、想像

して いただ きた い。 けれ ど も、彼女 の

喜 び と満 足 は途絶 えた。何 かが間違 っ

て いる。 家族 が ひ とり抜 けて い るとい

う気 が して な らないので ある。そこで、

それ につ いて今 一度何 か を しなけれ ば

な らない とい う衝 動 に駆 られ た。

幾つ かの手 がか りをた どり、不 明 と

なってい る家族 が 見いだ され るまで、

さ らに研 究 と調査 を続 けた。 それ は幼

ない内 に亡 くなったスーザ ンとい う名

の女 の子 で、甥 の牧 師 さえ知 らなか っ

た。 スーザ ンの名 は家族 や 国、教会 の

いずれの記録 に もなか った。 しか し、

トッ ド家族 が短期 間 に住 んで いた別 の

町 を調 べ 出 し、その町 か ら取 り寄せた、

国勢調 査 申告 書 の中 にあったのである。

こう して その家族 は共 に結 び固 め ら

れ、 トッ ド姉 妹 は満 たされ た気持 を得

たので あ る。不 思議 な ことに、 「メ ソ

ジス ト」 とい う言葉 はやが て色 あせ て

紙面 か ら消 えて しまった。 しか しその

前 に、 フ ォー ンセ ッ トで見つ か った家

族 の記録 の 中の あ る 「メソ ジス ト」 と
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い う文 字 と比較 し、完 全 に符 合 す るこ

とが確 謬 されたの であ った。

もデひ とつ の話 は1ラ イダ ・プ リン

スに関す る もので あ る。彼女 は臨終 の

床 にあ る叔父 に、 リー家 の系 図探求 者

であ る彼の義務 を引 き受 け よう と約 束

をした。 その代 わ りに、幕 のか なたの

先祖 を見つ け、彼 らの助 け を求め るよ

うに と叔 父 に頼 んだ。

彼女 は また、当時十二使 徒評 議 員会

会員 であ った、い とこのハ ロル ド ・B

・リー長 老か ら受 け た祝福 の中 で も
、

必要 な ときに幕 のか なたか ら助 け を受

け るであろ う と約 束 され ていた。

ライダは環 い間勤 勉 に努 力 を重ね 、

曾祖 母 の ジェー ン ・ベ イル ・ジ ョンソ

ンの系統 をた どろ う とした が うま くい

か なか った。 そ こで彼女 は、約 束 され

て いる助 け を求 めて祈 り、断食 をした。

す る と、彼女 の祈 りは不思議 な方法 で

答 え られた。 その夜 、黒 っぽ い服 を着

たひ とりの若 い男が訪 れ 、ベ ッ トのす

その所 に立 った。 その とき彼女 は まだ

眠 ってお らず、部屋 には まだ電 気がつ

いて いた。彼女 は見 聞 きしたす べての

こ とを書 き留 め た。

その若 い男 は彼女 に 「マ ー ロ ン ・ジ

ョンソ ンの家族一 その先祖 と子 孫」

とい う書名 の本 をみせ た。表 紙 の内側

には、 「ニ ュー ジャー ジー州 リ トル タ

ウ ン、1775-1857」 と印刷 されていた。

この御使 いは 自分 が誰 で あ るか告 げ な

か ったが、 「この本 には祖 母 の記録 が

出てい ます」 と彼女 に告 げた。

系 図協 会 に この本 はなか ったが、国

会 図書館 で見つ け るこ とが で きた。早

速 入手 方法 を調 べて プ リンス姉妹 の息

子 がそれ を1冊 手 に入 れ た ところ、そ

の参考 書一 覧の 中 に他 め もの とは別 に

二段 と目立 って、 「フ ィッツ ・ラ ン ド

ルフの伝 統」 とい う書名 が出 て いた。

そこでプ リンス姉妹 は この本 も手 に入

れた。 こう して彼女 はこの2冊 の書物

か ら、 ジ ゴンソ ン家 の先祖 とその親族
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の家族 の記 録 を500枚 以 上 作成 し、直

系先祖 を26代 さかの ぼ るこ とがで きた

の であ る。

ヘ ン リー ・ク リスチ ャンセ ンは
、系

図協 会の実務 副部長 であ り、 また公認

の系 図探求家 であ る。彼 はある依頼 人

の要請 を受 け て図書 館 の書架 を調 べ て

いた。 その依頼 人の先 祖 は、 「ニ ュー

ヨー ク在住 の オラ ンダ人」 の 中にい る

はず だ った。 しか しこれ らの移住者 に

関 す る資料 を しらみつぶ しに調 べ てみ

たが、何 の手 がか りも得 られなか った。

人が次 に打 つべ き手が な くて困 って

いる ときに時折何 かが起 こるように、

彼 も、書 名 に次 々目 を通 して いた とき、

ベ ンシルベニ ア州 の オ ラ ンダ人移住者

に関す る本の書 名 に 目が とまった。 こ

の本 は細 か い文字 で500頁 以 上 に も及

ぶ、部 厚 い本 であ った。 しか し索引 ば

な く、 お まけ に何 か特定 の項 目を見つ

け ると きに役 立つ よ うな配慮 は全 くな

されて いなか った。 そ こで彼 は その本

を書架 に戻 し、先 に進 んだ。

ところが、 また同 じ書架 の前 を通 り

か か った とき、 その同 じ本 に 目が留 ま

り、 もう一度 見 てみ たい とい う気持 に

か られ た。 そ こで彼女 は立 ち止 まって、

無意識 に手 を伸 ば した。 そ して取 り出

そ うと した瞬 間、本 が手 か らすべ り落

ちそ うになった。彼 は本能 的 に、本 が

床 に落 ちない ように、 そばの小 さなテ

ー ブルの上 にはね上 げ た
。 す る と本 は

テー ブル に乗 ったはずみ に開 き、開 い

た頁の上 に彼 の手 が乗 った。す る とど

うだ ろ う。彼 の人差 し指 の先 に あた る

ち ょうどその所 に、彼 の探 して いた人

の名前 があ ったの であ る。

モー リー ン ・ワー ル キス ト姉妹 とそ

の夫マ ー クは、モー リー ンの先祖 が住

んで いた ミシ シッ ピー のチ カ ソー郡 に

数 度旅 をした。 その旅 に際 してふ た り

はいつ も祈 り、断 食 をし、少 なか らず

報 いを得 て きた。 しか しその 中で も、

1969年 の系 図探求 で得 た もの は、他 に

も増 して す ば らしい期待 の持 て るもの

だ った。

ワール キ ス ト姉妹 の母方 の曾祖 父 に

っ いて調 べ るの が この旅 の 目的だった。

旅 には メ ンフ ィスか らワール キス ト姉

妹 の父 が同行 した。

彼 らは ヒュー ス トンの郡裁判 所 で遺

言書 を調 べ る許 可 をもらった。 けれ ど

も、彼 らの探 していた姓 に関連 す る見

出 しは、遺 言書 の索 引 には見 当 た らな

か った。最 後 に残 された方法 は、手 当

り次 第 にめ くって見 るこ とだ った。 し

か しこれ に はほ とん ど希望 が特 てない。

彼女 の父 はあて もな くフ ァイルの引出

しを次 々引 き出 して中 を調 べ た。 それ

か ら特 別 に しつ らえ られたか ぎ状 の棒

で、床 か ら2.7メ ー トルほ どの高 さの

列 にあ る引出 しをひ とつ 引 っ張 った。

それが引 き出 され た とき、数 枚 のば

ら紙 が床 に落 ちた。 ところが驚 いた こ

一とに、その うちの1枚 は、彼 らが探 し

てい た曾祖 父 の名前 の載 ってい る土地

譲 渡証 書 で あ った。 しか しそれ以上 の

価値 あ る事 項 は何 もその書類 に見 られ

ず 、彼 らの揚 々た る気持 も消沈 して し

まっ た。

ワー ルキ ス ト兄 弟 は、仕 方 な くその

引 出 しを元 に戻 そ う とした。 ところが

何 かつか えて い るら し く引出 しが きち

ん と しま らない。 そ こで彼 はは しごを

の ぼ って手 を差 し込 み 、引出 しの後 ろ

につ ま って いた書類 を取 り出 した。何

とそれは ワール キス ト姉 妹 の曾祖 父の

遺 言書 で あ った。 そ してそ こには、妻

の名 と9人 の子 供 た ちの名 、 またそれ

に付 髄 す る数 々の情報 が記 されていた。

この結果 、 もう一代 さかの ぼ って知 る

ことがで きたの であ った。

ホイ ト・パーマ ーは元公認系 図探

求家 で、現 在、 ソル トレー ク ・バ

トラー ウエ ス トステー キ部 バ トラ

ー第10ワ ー ド部 の大祭 司 グルー プ

リーダー補助 の任 にあ る。



エ リヤ の力
私たちが従順であれ ば、主は約束 を違 えず

私たちを見守って下 さる

十 二使 徒 評議 員会 補助

セ オ ドァ ・M・バ ー トン

兄弟姉 妹 、今 日この場 で行 な われた

事 柄 に対 し、私 は全面 的 に賛 同の意 を

表 わ した い。神 よ り予 言者 と して任 命

された これ らの方 々 を、私 は全 面的 に

支持 し、忠誠心 を抱 いて い る。

旧約聖 書 には 多 くの偉 大 な予 言者 の

こ とが語 られて いる。 その 中で 、完全

な神 の権 能 を所 有 してい た古代 イス ラ

エ ルの最 後の予 言者 は、 テ シベ人 エ リ

ヤ(エ ラ イ ジャ)で ある。エ リヤが神 の

命 を受 けて 、雨 が降 らな い ように天 を

閉 じ、それ を結 び固め た ところ、地 に飢

謹 が起 こった。 この飢饒 の間 、彼 は、

ヨル ダ ン川 に注 ぐケ リテ川のほとりで、

奇 跡的 にか らす に養 われ た。'

その後神 はエ リヤ をザ レパ テの町 に

遣 わ し、その町 で彼 を養 うこ とにな っ

て いるひ とりの や もめ が いる こ とを告

げ られ た。エ リヤ はその町 の はず れで

このや もめ に会 い、彼女 に食べ物 を求

め た。

「彼女 は言 った
、 『あな たの神 、主

は生 きてお られ ます。 わ た しに はパ ン

は あ りませ ん。 ただ、 かめ に一握 りの

粉 と、 びん に少 しの油 があ るだけです。

今 わ た しは た きぎ二 、三 本 を拾 い、 う

ちへ 帰 って、わ た しと子供 の ため にそ

れ を調理 し、 それ を食べ て死の う とし

てい るの です。』」(列 王上17：12)

そ こ でエ リヤ は、 も し自分 を養 って

くれ るな ら決 して食物 に事 欠か な いで

あろ う と、主 のみ名 によって彼女 に約

束 した。粗末 な身 な りの神 の人 の約 束

に、それ が確実 か どうか わか らぬ まま

に 自分 の命 と息子 の命 をかけ た、 その

婦 人の信仰 には考 え させ られ る ものが

あ る。 彼女 は求 め に応 じてパ ンを焼 き、

エ リヤ に食べ させ た。す る と予言者 の

約束通 りに奇 跡が起 こった。 「主 がエ

リヤ に よって言われ た言葉 の よ うに、

かめの粉 は尽 きず、 びんの油 は絶 えな

か った。」(列 王上17：16)

エ リヤの力 が この世 の事柄 にお いて

これ ほ ど著 しい もの であ るな ら、彼 の

持 っていた霊 に関わ る力 は どれほ どで

あ ろ うか。エ リヤが地上 でつ な ぐす な

わ ち結 ぶ こ とは天 で もつ ながれ、地上

で解 くことは天 で も解 かれ る こ とを、

あな たは覚 えてお られ るこ とだ ろ う。

当時 、民 が邪 悪 で あった ため 、彼 は雨

が降 らない よ うに天 を閉 じた。そ して、

エ リヤ がバアル の450人 の 祭 司の無 力

ぶ りを民 の前 に示 す まで、一滴 の雨 も

降 らなか った。祭 司 たちが滅 ぼ され 、

民 がへ り下 った とき、 エ リヤ は神 の力

に よって再 び天 を開 いた。 こ う して雨

は降 り、飢謹 は終 わった。この結 び固め

の 力 は、完 全 な神 の権能 を所有 してい

る神 の予 言者 たちに特 有のもので ある
o

イエ スは この結 び固 めの力 をペ テ ロ

に約 束 して言 った。 「わ た しは、あな

たに天国 のか ぎを授 け よう。 そ して、

あな たが地 上 でつ な ぐことは、天 で も

つ なが れ、 あなたが地上 で解 くことは

天 で も解 かれるであろう。」(マタイ16：19)

しか しその1週 間後 、 イエスがペテ

ロとヤ コブ、 ヨハ ネ を伴 って高 い山の

頂 に登 られ た ときまで、 この結 び固め

の力 はペテ ロの もの とな らなかっ た。

彼 らは ここで身 を変 え られ た。そ して

モー セ とエ リヤ(エ ラ イヤ ス)が 彼 ら

に現 われ、 イエス ・キ リス トの指 示の

下 に、完 全 な神権 の権能 が これ らの使

徒 たちに与 え られ た。 この エラ イヤ ス

はエ ライ ジャの ギ リシャ名 であ るこ と

を忘 れて はな らな い。 あの結 び固めの

権能 の鍵 を所有 してい た旧約 時代 の最

後 の予 言者 エ リヤ は、 こ うして新 約時

代 の予 言者 たち にこの力 を渡 したの で

あ る。神権 には はっ き りした秩 序が あ

り、権能 の鍵 の受 け渡 しは、主の指示

の下 に、主の定 め られ た方法 で注意深

く行 なわれ る。 そ して一度 この権能 が

回復 され る と、聖 典 にある ように、 こ

れ をす べて の使徒 に渡 す こ とが可能 で

あ った。 イエス は十二使 徒 に こ う言 っ

て お られ る。 「よ く言 ってお く。 あな

たが地上 でつ な ぐことは、天 で も皆つ

なが れ、 あなたが たが地上 で解 くこ と

は、天 で もみな解 かれ るであ ろ う。」(マ

タイ18：18)

福 音 を学 んで い る人 々の中 に、 エ リ

ヤの 力 とエ ライヤ スの力 につ いてかな

りの混乱 が見 られ る。エ ライヤ ス とい

う名 の予 言者 が い るか らであ る。 しか

しこのエ ライヤ スは、 ノア とい う名 で

もっ とよ く知 られ てい る。 このエ ライ

ヤ スの務 め は先 駆者 す なわ ち道 を備 え

る者 としての務 め であ る。 この 力 を持
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つ者 たちは先 駆者 で あり、さらにその後に

続 く偉大 な事柄 の たゆ に準備 をす や者

である。このような予 言者 たちはエ リャ(エ

ライヤ ス)の 称与 をもって 呼 ばれ る。

モー セ とエ リヤ(エ ライ ジャ)が 訪

れ たこ とを聞 いた十 二使徒 は、エ リヤ

(エ ライヤ ス)が 先 に来 るはず であ る

こ とを知 って い るとイエス に告 げ、説 .

明 を求 めた。 そ こでイエ スは彼 らに、

エ リヤ(エ ライヤ ス)は 先 に来 なけれ

ばな らず、 この教 えが正 しい こ とは聖

典の通 りで あ ると彼 らに告 げ た。 それ

か らイエ スは、バ プテスマ の ヨハ ネが

ご自分 の前 に道 を備 え るはずの エ リヤ

(エ ラ イヤ ス)で あ り.人 々 は彼 をエ

リヤ(エ ライヤ ス)と 認め なか った こ

とを明 らかに され た。 また、 この先 駆

者 の後 、 イス ラエ ルの家 に メルケゼ デ

ク神権 を結 び固め る力 を持つエ リヤ(エ

ライ ジャ)が 来 る。次 いで、 よろずの

ものの中 で最 も大 きな力 を持 つ救 い主、

贈 い主 であ る、メ シャす なわ ち油注 が

れた御 方 の統 治 が始 まる。

この時代 において もそ うであ った。

神権 の 回復 に伴 う先 ぶ れは、 ア ロ ン神

権 の力 を回復 す るため にエ リヤ(エ ラ

イヤ ス)と して現 わ れたバ プテ スマ の

ヨハ ネの訪 れ であ る。次 いでペテ ロ と

ヤコブ、 ヨハ ネが訪 れ、大神権 す なわ

ちメルケゼ デク神 権 を回復 した。 しか

しこの時代 は、末の 日に確 立 され ると

ペ テ ロの語 った、時満 ちる時代 であるる

従 って この時代 には、 「神 が聖 な る預

言者 たち の 口 を とお して 、昔 か ら預 言

してお られ た万 物更新 」(使徒3：21)

が な けれ ばな らない。
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そのため に、 イエ スが すべ ての権威

と栄光 を持 って来 られ る前 に、エ リヤ

(エ ラ イ ジャ)の 結 び固めの 力の 回復

を含 み、 すべ ての もの が あ らか じめ備

え られ なけれ ばな らない。

そ うす れば、 マ ラキの告 げた予 言 は

成就 す るので あ る。 この神 権 時代 の初

め 、モ ロナ イが ジ ョセ ブ ・ス ミス を教

え るため に遣 わされ た とき語 った まま

に、 この約 束 を引用 しよう。

「見よ
、主 の大 いなるおそるべき日の来 る

前 に、予 言者 エライジャ(エ リヤ ：訳者注)

の 手 によりて、われ神 権 を汝 に顕 さん。

彼 は先祖 になされし約束 を子 らの心 に

植 え、子 らの心 にその先祖を思 わしめん。

もし然 らずば、主の来 る時 、全 地 はこと

ごとく荒 れ廃 れ ん。」(教 義 と聖約2章)

この聖句 は非常 に重要 であ るの で、

四大 標準聖典 すべ てにお いて、 ほ とん

ど逐 語的 に引用 され て い る唯 一の もの

であ る と思 う。 この結 び固めの権能 の

鍵 は、変貌 の 山で行 なわれた と同様 に、

完全 な秩序 と調和 の 内 に回復 された。

また、特 別 な神権 の鍵 を持 って いた予

言 者 たち も現 われ、地上 の予 言者 に そ

れ らの鍵 を回復 した。 モーセが現われ、

エ リヤ(エ ラ イヤ ス)が 訪 れ 、次 いで エ

リヤ(エ ライ ジャ)が 現 わ れて言 った。

「見 よ
、 こ こに於 て正 にその時 は全.

く至 れ るな り。 そ は嘗 てマ ラキの 口 に

よ りて言 われ しこ とに して、す なわ ち

主の大 い なるお そるべ き 日の来 らん前

に、彼(エ ライ ジャ)遣 わ さるべ し。

す なわちエライジャは来 りて先祖 の心 に

子 らを思 わせ 、子 らの心 に先祖を思 わせ
のろ

ん。然らずば、全地 は咀 いをもて打 たるべ

し、と言われ しことを証する時 なり。

この故に、この末 日の神権時代の鍵

を汝の手に委す。これによりて汝 らは、

主の大 いなるおそるべ きー日のすでに近

づ きて正 に門口にあるを知 るを得 ん。」

(教義 と聖約110：i4-16)

この予言の成就 に伴い、以前 に存在

していた神権の力がすべて再び地上に

回復 された。そして数々の神殿が建て

られており、信仰 と正 しい生活によっ

て資格 を得た人々のために、神殿の中

でこれら完全 な神権 の儀式が執行 され

るようになった。救 い主が再び来 られ

るに先立 って、偉大な神権の業 を進め

るために私たちに力が授けられてきた。

私 たちは、真実の族長制度の状態で家

族 を共 に結ばなければならない。そう

するときに、ふ さわ しければ、私たち

は神の子 として骨肉の復活体 を持って

日の光栄 の王国に住 み、永遠の父なる

神のす ぐみ もとで永遠 に暮 らす特権に

あずかるのである。

再 び神の予言者 に回復 されたこの神

権の力 を通 して、私たちは地上 で家族

として結ばれ、その結び固めは天上で
.も効 力あ

るものとなるのである。イエ

ス ・キリス トより承認 を得た弟子であ

る私 たちは、 自分の この世 の家族だけ

でな く、すでに亡 き先祖 に対 しても、'

救い手 となって自分の受 けた同 じ特権

を与 えることがで きる。そのために必

要なものは、や もめがエ リヤのために

行なったように、この約束が成就する

という素朴な信仰 を行使す ることだけ

である。彼女は神 を信 じる信仰の しる

しとして、持 っていた最後の食物 を与

えた。しか し、神は私たちに豊かに時 と

財 とを与 えて下 さっている。従 って私

たちはその中から幾ば くかの時間 と私

財 とを捧げて、現代の予言者の指示の

下 に、生者 と死者のための この霊的な

業 を果たすことは容易である。これ ら

現代の予言者は、テシベびとエ リヤが

持 っていた と同 じ完全な神権の力 を所

有 している。キンボール大管長 は、地

上でつな ぐことは天でもつながれ ると

いう、 この結 び固めの権能の鍵 を持っ

ているのである。キンボール大管長が

神のまことの予言者であることを証す

る。イエス ・キ リス トのみ名によって

申し上 げる。アーメン。
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少年 には男 ら しさの

模 範 が必要 で あ る

いかな る少年 も、立 派 な導 き

手 の もた らす祝福 か ら放置 さ

れてはな らない

十二使徒評議 員会補助

マ リオ ン ・D・ ハ ン ク ス

若 い方 々の 中で、 いや 、多少年 配

の方 で も茶 色の皮 ジャ ケツ を着 た男

の話 を聞い た ことの あ る人 は少 な い

と思 う。著名 な ある外科 医 の家 に、

ある晩 、友 人の医者 か ら電話 がかか

って きた6幼 な い子供 が かつ ぎ込 ま

れ て きたが 、その子 を救 うために は

外科専 門医 の助 けが必要 とめ ことで

あった。病院 は町 の反対側 でか な り

の 距離 が あった。 そ こで彼 は安 全 に

気 を配 りなが ら全速 力 で車 を走 らせ

た。 ところが ある信 号 で止 ま った と

きに、茶色 の皮 ジャ ケツ を着 た ひ と

りの男が車 の ドア を開 け、彼 の横 に

すべ り込 んで きた。 ポケ ッ トに突 っ

込 んだ手 に は銃 が握 られ てい るよ う

であ った。 男 は興奮 気 味 に、医者 に

車 か ら降 りる ように命 じた。議 論 の

余 地 は全 くなか った。仕 方 な く彼 は

ハ イウエ イに降 り立 ち、茶 色の皮 ジ

ャケツの男が車 で走 り去 るの を見送

った。

彼 はや っ との こ とで病 院 にた ど り

着 いた。 しか.し時 はすでに遅 かった。

彼の到着 す るほんの 少 し前 に、その

子 は息 をひ きとったの であ る。別 の

医者 が彼 に、その子 の父親 に一 緒 に

会 って、慰 めの言葉 をかけ てあげ て

ほ しい と頼 んだ。 そ してふ た りは待

合室 に入 らて行 った.す る と父親 が

彼 あ方 に向か って歩 いて来 た。何 と

その父親 は、 あの：茶色 の皮 ジャ ケツ

の男 だったの であ る。

今夜 この 会場 に いる人々 も、 これ

とは違 った意味 で 、茶 色 の皮 ジャケツ

の男 となって はい ないだ ろ うか。決

して そう しよ うとは思 わ ないのだ ろ

うが、 自分 の子供 が霊的 な助 け を必

要 と してい る ときに、知 恵 が不 足 し

てい るため に、知 らず知 らずの うち

に助 けの手 を遮 断 して しまうこ とが

ない だろ うか。若 い人 々であれ ば、

誘惑 に陥 って道 を踏 み誤 り、将 来 い

っ か持 つ子 供 た ちに害 を及 ぼす よ う

な状 態 に至 って はないだ ろ うか。

今 夜 の この大切 な集 会 では ぐ神 の

王 国 に非常 に大 きな神 権 の力が備 わ

ってい るこ とを耳 に し、心 に力強 さ

と励 み を覚 えて い る。 それ と同時 に

今 日の世 界 で最 も必要 とされ てい る

もの を満 たす 力 が教 会 にあ るこ と、

また教 会 には それ を助 け る能 力 があ

り、大 きな影響 力 を及 ぼせ ることも、

この大 会 で明 らか にな った。世 界が

現 在 必要 としてい る もの とは、成 人

へ の過 渡期 にあ る少年 た ちに、 まこ

との男 らしさの模 範 を示 す こ とで あ

る。

理 由 は ともあれ、家庭 に父親 が い

ない こ と、 また少年 た ちの生 活 に し・

っか りした父親像 と父親 本来 の影 響

力 が欠如 して い るこ とが 、今 日の社

会 に大 きな問題 の要 因 となって いる

こ とは明 らか であ る。 しか し私 は強

い確 信 を抱 いてい る。 教会 員の家庭

にあ って教 会 の神権指 導者 の働 きに

頼 れ ば、問題 は必ず正 しく解決 がで

きるの であ る。 そ して行動 を起 こ し

さ えす れば 、 この チャ レンジに応 え

るこ とがで きるの であ る。

本 当に少年 の価 値 を知 ってい るの

は神 のみ であ る。 しか し私 た ちも父

親 で あ る。従 って私 た ち も多少 はそ

れ を理解 してい る。少年 は少年 自身

に とって貴重 で あ るばか りでな く、

すべ ての者 に とって も掛 替 えの ない

存 在 であ る。少年 はみ な、成長 の過

程 に見聞 き した過去 を内 に宿 し、現

在 に影響 を及ぼす 力 を備 えて生 きて

い る。 さ らに、将来芽 生 え る種 を自

らの 内 に持 ち、 あ りの ま まの現 実 に

直 面 して い るの であ る。特別 な事態

が生 じない限 り、少年 はいつか父 と

呼 ばれ る ようにな り、 その ように呼

ぶ子供 たち と将来 の社会 に対 して、

大切 な責任 を負 うの であ る。

従 って少年 は、物事 の道理 を教 え

て くれ る人、社会 的精神的 な成長 を

促 し、少年 を幅広 い人間に して くれ

る人、一 人前 の男性 としての技量 を

身 につ け る機会 を与 え る諸 々の活動

の必要性 を理 解 して いつ も身近 にい

て くれ る人 を必要 としている。 また、

少年 を愛 し、 自ら も少年 に愛 されて

い る人 、男性 は いか にあ るべ きか と

の模 範 を示 して くれる人 を必要 とし

てい るので あ る。 父親 は この ような

人で なけれ ばな らない。 また この よ

・うな父親 に恵 まれ てい る少年 は本 当
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に幸 いであ る。 しか し当然の こ とな

が ら、 この ような寡族 であ って も、

真心か ら関心 を払 って くれ る善 良 な

人々の援助 と協 力 を受 け るこ とが で

きるの であ る。 では、父親 の い ない

少年 、 あるい は父親 が いなが ら本 来

その父親 か ら受 け るはず の もの を受

けてい ない少年 につ い ては ど うだ ろ

うか。 この少年 の ため に、主 は これ

までに な くす ば ら しいプ ロ グラム を

与 えて下 さった と思 う。 それ は、監

督や副 監督、 ア ドバ イザー 、教師 、

スカウ ト隊長 、 リー ダー、 ホー ム ・

テ ィーチ ャー 、 コーチ と接 す るプ ロ

グラムであ る。 これ らの人 々は心 か

ら少年 に関心 を払 ってい る人々で あ

る。 もし主 の プロ グラムが効果 的 に

運営 された ら、教 会員 の少年 は ひ と

りといえ ども、 これ ら立 派 な人々の

もたらす祝福 に文字通 りあず か らず

に放 置 され るこ とは ないはずである。

そ してすべ ての少年 が、彼 の福 利 に

積極 的 に関心 を寄せ て い る善 良 な人

々数 人 と身近 に接す るの であ る。私

は 自分 の所属 して い るす ば ら しい ワ

ー ド部 と
、私 の息子 や他 の少年 たち

に関心 を寄 せ て くれ る立派 な男性 の

方 々に感謝 してい る。

だか ら といって、少年 を導 くにあ

たって、母 親や その他 す ば ら しい婦

人 だちが及ぼ す大 きな影 響力 を忘 れ

て いるわけで はな い。私 は だれ に も

劣 らず それ を感謝 してい るつ も りで

あ る。 けれ ども少年 をお となにす る

の は男性 に限 る。母 親 で さ え、自分 ひ

と りで はで きないのである。確かに、

自分 ひ とりの努 力 では だれ もそれ を

成 し遂 げ られ ないに違 いない し、学

校 やその他 の教育 機 関で も不 可能 で

あろ う。少年 は男性 を必要 と してい

るのであ る。

父親 と神権 を持 つ 男性 に この務 め

があ るこ とは、事実 明 らか であ る。

数 多 くの家 庭 、町 内 、あらゆる社会、

あ らゆ るワー ド部 、支部 に、 男性 の

助 け を必要 として いる少年 がお り、

少年 を助 け る男性 を必要 と して いる

母 親 がい る。

も し少年 が立派 な父親 や誠実 に対

処 して くれ る人 々か ら、 自分 の必要

と して いる もの を得 ず 、彼 らの もた
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らす祝 福 を享受 しなか った ら、一体

どうなるで あろ うか。 彼 は自分 と同

じように無知 で経験 の浅 い他 の若 者

か ら対処 す るすべ を即 席 に学ぶ に違

いない。また少年 は、街 角や学 校 で人

の成功 は人格 や人徳 で はなく物 質的 、

性 的 、経 済的 な面の行為 によって測 ら

れ るとい う誤 説 を学 ぶ こ とで あろう。

さて兄弟 た ち、現 在行 な ってい る

方法 を改善 す るため には、 どんなプ

ロ グラム に従 わ なけれ ばな らないだ

ろうか。今 夜 この時 間 を割 いて、数

あ る答 えの 中か らひ とつ だけ を、 し

か もその糸 口 となる部分 の み を考 え

てみ たい と思 う。 しか しこれは とて

も大切 であ る。従 って是 非理 解 して

いただ きた い。

モル モ ン経 アルマ書36章 の 中に、

すべての父親 、あ るいは父親 に代 わ

る人々 に とって も有意義 な教 えが あ

る。 アルマ が息子 ヒラマ ンに、信仰

と悔改 め につ いて力強 い証 を述べ て

いる箇所 であ る。 アルマ は若 い頃 反

抗 的 で、数 々の重大 な過 ちを犯 して

い たこ とを思 い起 こ してほ しい。 ア

ルマ は息子 に、同 じ過 ち を犯 さず 、

また自分 が神 のや さ しい慈悲 につ い

て知 った こ とを、 自分 の ような恐 ろ

し く苦 しい経験 な どせ ず にその ま ま

理解 してほ しい と語 って い る。ア ル

マ は非 常 に率 直 な言葉 で、 自分 の経

験 した苦痛 につ い て証 し、 ヒラマ ン

に3つ の大切 な教 え を与 えてい る。

父親 はみ な、同 じ教 え を自分 の息子

に与 えたい こ とだ ろう。私 は自分 の

息子 に今 夜 この言葉 を贈 りたい。 そ

してあ なた方 も同 じよ うに してい た

だ ければ と思 う。

1.「 わが子 ヒラマ ンよ。 汝 は まだ

青 年 であ るか ら、汝 が私 の言葉 を聞

いて私 に学 ぶ よう、 ひたす らこれ を

汝にすすめ る。すべ て神 に頼 る者 は、

苦 しみ悩 み禍 に逢 う時 に助 け られ て

これ らを忍 ぶ こ とが で き、 また終 り

の 日に高 く挙 げ られ る。 これ を私 は

確iに知 って いる。

しか し、私 は肉体 上 の力 で 自分 で

これ を知 るの では ない。私 の霊 の力

で これ を知 るの であ る。 肉欲 の心 で

これ を知 るの ではな い。神 に よって

これを知 るの で ある。私 は汝 にこれ を

よく解 って欲 しいd(ア ルマ36：3，4)

さ らにア ルマ は教 えを続 けて い る。

従 って私 もそ う したい。

2.「 まこ とに……私 は人 々 を悔 い

改 め させ 、私 と同 じ喜 び を感 じさせ

るため に、 また これ らの人 も神 に よ

って生 れ聖霊 に満 され るようにた え

ず はげ んで働 いた。

さてわが子 よ、見 よ、主 は私 の働

きか ら生 じた結果 によって私 を非 常

に喜 ばせ た も う。

主 が私 に下 した もうた御 言葉 のた

め に多 くの 人 々は神 に よ って生 れ、

私 の味 わ った よ うに味わ い、私が 目

の あ た りに見 たよ うに見 た。 それ で

あ るか ら、 これ らの人 は私 が知 って

い る と同 じ通 りに今私 の話 した こ と

を知 ってい る。私 の もって い るこの

知 識 はす な わ ち神 か ら与 えられた も

のであるd(ア ルマ36：24-26)

しか し、 これ だ けでは充 分 では な

く、次の教 えが与 え られて いる。

3， 「見 よ。わ が子 よ。 またこれ ば

か りで はな い。 お前が も し神の命 令

に従 うな ら地 に於 て必 ず栄 える こと

と、 も し神 の命令 に従 わな いな らば

神 の前 か ら追 い払 われ るこ とを私 は

知 ってい る… … 。」(ア ルマ36：30、)

こ の よ うに、 ひ と りの父親が その ・

息子 に証 を述 べ た。

私 た ちが これ まで に得 て きた福 音

の知 識 と証 を自分 の中の み に とどめ

て おい た り、他 の人 々に述 べ なが ら

自分 の子 供 た ちには述べ なか った り

した ら、愚 か とい うそ しりを免 れ な



いだ ろ う。子供 たち は、他 の人 々以

上 に、私 たちか らこれ を受 け るこ と

を必要 と してお り、 またそれ がふ さ

わ しいの であ る。

この点 で、：茶の皮 ジャケ ツの男の

よ うに なってい る人が い るの で はな

いだろ うか 。

モル モ ン経 中の数 多 くの力強 い教

えは、父親 が愛す る息子 に語 った も

の で ある とい うこ とに、 あなた方 は

気づ いてい るだ ろ うか。 リー ハ イ、

ヤ コブ、ベ ン ジャ ミン、ア ルマ、 ヒ

ラマ ン、モル モ ンたちはみ な、 それ

ぞれの息子 た ちにす ば ら しい教 訓 を

与 えた。

アルマ の息子 コ リア ン トンの犯 し

た悲 しい過 ち を覚 えているだろうか。

彼 は高慢 、頑 固 で、他 の 多 くの 人々

が罪 を犯 して い るこ とを口実 に自分

の罪 を正 当化 して いる。 アルマ は こ

の息子 の行為 の重 大 さ をは っき り指

摘 し て、彼 に悔 改 め るよ う告 げ、

キ リス トの贈罪 の意味 を教 えた。 そ

して息子 に従 うべ き道 を示 し、心 に
『
あ る思 い を次の ように語 った。

「主 の 『み た ま』 は今 『汝の子 ら'

が 多 くの人の心 を誘 って亡 ぼ さぬ よ

うに、善 を行 うこ とをか れ らに命ぜ

よ』 と私 に告 げ た もう。 それ であ る

か ら私 は神 を畏 れ て次の命 令 をお前

に与 え る。 お前 はその悪事 をや め、

心 と勢 い と力 とを尽 して主 に立 ち

帰 れ…… 。」(ア ルマ39：12，13)

こ れ は罪 人 と、罪 人 を助 け よう と

す る者 に とって大 きな教訓 であ る。

と同時 に、不道 徳 に走 って い る息子

を持 ち なが ら、伝 道 の業 を進 め なけ

れ ばな らない忠 実 な父親 の 、悲 愴 で

しか も最 も感動 的 な言葉 が そ こに う

か が えるの で ある。彼 は こ う言 って

いる。 「かれ らはお前 の悪 い行 い を

見 て私 の言 うこ とを信 じなか ったd

(ア ルマ39：11)

も ち ろんモル モ ン経 に は、父親 の

教 え を心 に留 め 、父親 が実際 に望 ん

でい るよ うな人生 を送 ろう と若 い う

ちに決意 した若者 が いた こ とも記 さ

れてい る。 その若 者 は次 の ように記

録 して い る。

「この ころ
、私 ニー フ ァイは まだ

大 そ う若 か ったが、 もう身 の たけは

高 くまた神 の奥 義 を しき りに知 りた

い と願 って いたか ら心 か ら主 に向 っ

て祈 った。 ところがご らん、主 は真

実 まこ とに私 を訪 れた まい私 の心 を

和 げた もうたか ら、私 は父が これ まで

に語 った言葉 をみな信 じたb… …」

(1ニ ー フ アイ2：16)

ニ ー ファ イは数 多 くの偉 業 を成 し

遂 げたが 、その 中で最 も印象深 いの

は.一 行 が狩 りの道 具 を失 って飢 え

に直面 した ときに、不 平 を言 って い

た父親 を助 け た ことであ る。 あな た

方 も知 っての通 り、 ニーフ ァイ はそ

れ まで に幾度 か奇 しき霊 的 な経験 に

恵 まれ て きた。 けれ ども彼 ほ父 を愛

してい たので、父 を批判 した り、父

の立場 を奪 った りせ ずに、父 の も と

に行 って 自尊 心 と自信 とを取 り戻 す

仲立 ち とな ろう と したので あ った。

彼 は父 リーハ イに、 どこで狩 りをす

れば よいか神 に尋 ね て くれ る よう頼

んだ。 この よ うに息子 の支持 を受 け

た リーハ イは、信仰 を新 たに し、再

び一行 を率 い る力 を取 り戻 したの で

あ る。 この話 自体 はモル モ ン経 の 中

で もささいな出来事 に属 す る もの だ

が 、教 訓 と しては決 して ささい な も

の では ない。事 が う ま く運 ばず、 自

己不信 にさい な まれ ている人に対 し、

非難 すべ き点 には 目 も くれ ず信 頼 を

寄せ るこ とは、決 して小 さな こ とで

はな いか らで あ る。

その よ うに聖 典 は、若人 に成 人 し

た者の感化 力 と責 任 を認め させ、 ま

た現 在若 人 を導 く責任 を与 えられ て

い る者 に道 を示 す上 で、す ば ら しい

力の源 であ る。 しか し実際の ところ、

あ ま り利用 されて いないようである。

私 たちは この源 を どの よ うに活用 し

て いるだろ うか。

フ ィオ レロ ・ラ グアルディア氏は、

イ タ リア系移民 で、ニ ュー ヨー クの

歴 史 中、最 も高 潔 で 多 くの影 響 を及

ぼ した市長 で ある。彼 が まだ若 く、

判事 を して い た ときに、 ひ とりの男

が彼 の法廷 で窃 盗 罪 を宣告 されたざ

その若 い判事 は、禁 固刑 を課 そ う と

考 えた。 けれ ど も、 その男が貧 しい 、

家族 を養 うため に食べ物 を盗 んだ と

.知 った ときに、彼 は禁 固刑 の一文 を

削除 した。 その上 、家族 を養 うため

にパ ンを盗 まなけれ ばな らない都市

に住 んで い るこ とに対 し、法廷 内の

全 員 に罰金 を科 したの であ る。理 由

は ともあれ、若者 に生 命 のパ ンを与

えなか った両 親や教 師 、その他 の お

となが 、その ような罰金 を課 せ られ

ないで正 し とされ る 日が来 る と、だ

れ が言 え るだ ろ うか。

お そ ら く兄弟 たちはみな、 これか

ら話 す 自動 車の話 を理 解 い ただ ける

もの と思 う。 あ る若者 が父親 に自動

車 をね だ った。 そ こで父親 は、それ

を持 つ に値 した ら誕生 日に買 ってあ

げ よう と約 束 した。

「分別 の あ る人 々 とつ き合 い
、分

別 の ある こ とをすれ ば よい。 そ うし

た ら、誕生 日にお前 のほ しい車 をあ

げ よう」 と父親 は言 った。 そこで少

年 は どん な自動 車が ほ しいか細 かい

点 まで説 明 し、装備 品に至 る まです

べ て話 した。 そ して、分 別 あ る人々

とつ き合 い、分 別の あ るこ とを行 な

って 、その 日の来 るの を待 った。や

っ とその 日が来 た。彼 は窓の 外 を見

た。す る と夢 にまで見 た自動車 が そ ・

こにあ った。 それ は彼 が心 に描 いて

い たその ま まの 自動車 だ った。彼 は

父親 にあ らん限 りの愛 と感謝 を述 べ

ると、す ぐに外 に駆 け出 した。 そ し

て ひ と通 りそれ を眺め まわす と、 キ

ー を もらいに父親 の ところに引 き返

した。
'
「キー だ って?」 父親 は言 った

。

「あ一
、 キーね。 ところでお前 に言

って お くが、 自動 車 は確 かにお前の

もの だ。長 い間 お前 はそのため に準

備 した んだか らね。 それは とて も価

値 があ って、 とて も大切 だ。 それ を

とて も上 手 に使 えるこ とも知 って る。

だ が今 は まだ キー を預 か っておこう。

自動車 を使 える ときが きた ら知 らせ

てあげ る よ。 お前 はあれが 自分 の車

、だって だれ にで も言 ってい い よ。 だ

が 、 まだ使 っち ゃだめ だd

少 年 は約 束以上 の もの を必要 とし

てお り、名前以上 の もの を必要 と し

てい る。 つ まり、力 を試 し、能 力 を

使 い、神権 を使 う必要 が あるので あ

る。.，

もちろ んあな た方若 人 も、 これ ら

の点 で非 常 に大 きな責 任 を負 って い
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る。 多 くの若 人が 、主 か らす 犀 らし

い賜 を与 え られ、 それ を用 い る機会

に恵 まれ て きた。 あなた方 の感謝 の

心 、神 の祝 福 を尊 重 す る気持 、責任

を思慮 深 く受 け入れ る態度 、す ば ら

しい奉仕 、ユ ーモア のセ ンス、 これ

らすべて は私 た ちを強 め、励 ま し、

私 たちに大 きな誇 りを抱 かせ るの で

ある。

わずか数 日前 の こ とであ るが、 あ

る立派 な ステー キ部 長 か ら彼 の悩 み

を聞 いた。 その悩 み とい うの は、彼

の息子 が成 績表 に 「C」 を もらって

きた とい うの であ る。彼 は息子 を勉

強室 に連 れて行 き、成績表 を見せ な

が ら、厳 しい 口調 で尋 ね た。 「この

成績表 は どう したんだdす る と息子

は 「立派 な もん で しょう、お父さん。

Aが3っ もあ るよ」 と答 え た。 父親

はCが 気 にな る もので ある し、息子

に してみればAを 見 て ほ しい と思 う

の は自然 であ る。 この点 を理 解す れ

ば、両方 とももっ と祝福 され よ うと

い うもの であ ろう。

最 後 に、偉 大 なふ た りの父親の話

を少 ししたい と思 う。

あ る若者 が、 日曜学校 で話 の責任

を与 られ て説教 台 の前 に立 った。 し

か し話 を切 り出 す こ とが で きなか

った。 す る と体 の大 きな父親 が会衆

の中 で立 ち上 が り、息子 の ところ に

歩 み寄 って、息子 に腕 をまわ して言

った。 「ラ リー は話 の準備 を して き

たので話 はで きるの ですが、少 しお

び えてるんです。 です か ら私 がち ょ

っと皆 さん に話 した ら、ラ リー も心

の準備 がで きる と思 い ます。」 こう

して彼 は息子 の体 に腕 をまわ して息

子 の横 に立 って いた。 す ると間 もな

くその少年 は話 し始 め た。 それ を見

て多 くの 人々が感動 の涙 を流 した。

少 し前の こ と、私 はある少年 に出

会 った。 そ して今週 、 その家族 を交

えて彼 と過 ごす機会 が あった。 この

少年 は筋肉萎縮 症 を病 んでい る。 け

れ どもす ば ら しい若者 で 、ワー ド部

の全員 に愛 され てい る。彼 は友 だ ち

のす ることを何 で もしたい といつ も

思 って きた。 そ してカブ スカウ トも

経験 し、現 在一 級 スカ ウ トで、 さら

に進級 をめ ざ して頑張 ってい る。

ジェイは執 事 の ときに、他 の少年

た ち と一緒 に聖 餐 のパ スを した。彼

は立 つ こ とも歩 くこ ともで きない。

そ こで父親 が その強 い腕 を ジェイの

腰 に まわ して支 え、他 の少年 た ちと

並 ばせ た。 そ して、 ジェイの手 は ト

レイ を支 え るこ とが で きないの で、

父親 が それ を手伝 った。 ジェイが聖

餐 をパ スす る ときに は、父親が彼 を

支 えて一列一列 渡 したの であ った。

ジェイは また、執事 として、断 食献

金 を集 め る大切 な責任 も果 た した。

彼 の父親 は一 軒一軒 彼 を運 んだ。 あ

なた方 は玄関先 に立 つ親子 の情 景 を

心 に描 くこ とが で きるであろうか。

ジェイは強 い証 を持 ってい る。 そ

してその態度 と顔 つ きは驚 くばか り

であ る。話 も上 手 にす る。歌 も歌 っ

て きた。彼 が これ らの責任 を果 たす

ときには、 いつ も父親 が そばに いて

彼 を腕 で支 え、彼の傍 らに立 って支

えてい る。

私 は これ まで に、 これ ほ ど快 い、

感動 を呼 ぶ話 を聞 いた こ とが な い。

神 が この ような父親 を祝福 され、 こ

の よ うな息子 に恵み を与 え られ るよ

うに願 って いる。 なす べ き多 くの こ

とが あ りなが ら、 あま り時間の な い

私 たちに、神 が恵 み をたれ た もうよ

うに。 そ して私 た ちが 自分 の息子 に

今一度 目 を注 ぎ、 また家族 外 でさ ら

に何 らかの助 け を必要 として いる少

年 がいれ ば、彼 に も関心 が払 えるよ

うに願 って いる。神 の恵 みが少年 た

ちにあ り、彼 らが父親 に感謝 し、忍

耐 強 く、慈悲 深 く、寛容 であ るよ う

に。神 が現在 も将 来 に もわた って兄

弟 た ち全 員 を祝福 され、兄弟 たちが

いつ も神 の望 み に従 い、他 の人 々に

特 別 な恵み をもた らす仲立 ち と して

働 け る よう願 ってい る。

父親 な らび に神権指 導者 の皆 さん、

若 人 は模 範 を必要 と して いる。 身近

な人 々の告 げ る無言 の説教 こそが 、

最 も明瞭 に聞 こえ、最 も大 きな力 を

与 え る もの であ る。若 人が真 の価値

を認 め るの は、耳 か ら入 った原則 で

はな い。 「彼 らは倫理 の原則 は学 ば

ない。倫理 に沿 った(あ るいは非倫

理的 な)人 々の模 範 に倣 うのである。

彼 らは伸 ば したい と思 う特 質 を分 析

した り、書 き連 らね た りは しない。

それ らの特 質 を身 につ けてい る と思

わ れ る人 々 を選 び出す のであ る」

(ジ ョン ・ガー ドナー 、 「自己の刷

新 」 〔英文 〕P124)少 年 が必要 と

してい る もの は、愛 や人間 関係 、 あ

るいは神 につ いての講義 ではな い。

無 条件 の愛 、無私 の奉仕 を実 際 自分

の 目で見 る こと、畏敬 と礼拝 と謙遜

な祈 りの 中 に神 の実在 を認 め る こ と

で あ る。そ して これ こそが、少年 が お

となの最善 の模 範 を必要 としてい る

理 由 なので あ る。私の話 を終 え るに

あ たって、若 人 たち よ、 モロナ イの

次 の言葉 を聞 いて いただ きたい。

「……不 完全 な所 があ るか らと言

って非難 す るな。む しろ神 が私 た ち

の不 完全 な所 をあ なたた ちに知 らせ

て、 あなた たちに私 た ちよ りももっ

と賢 い者 に なる道 を学 ばせ た もう神

の め ぐみ に感謝 せ よd(モ ル モ ン9

：31)

また 、年長 の方 々 には、古 代 の記

録 か ら次 の言葉 を送 りたい。

「この子供 を連 れず に
、 どう して

わ た しは父 の もとに上 り行 くこ とが

で きま しょう……d

イ エ ス ・キ リス トの み名 によって

ア ー メン。



年の春、私は妻 と共 に聖地 を訪れ

昨
る というす ば ら しい機会 に恵 まれ

た。エルサ レム滞 在 中の最 後 の 日、私 た

ちは朝早 くホテル を出 て墓 の園 に歩 い

て行 った。大 変 うれ しかったことに は、

園 には私 たちのほ かだれ ひ と りいなか

った。私 た ちの心 は畏敬 の念 に満 たさ

れ ゴル ゴタ、す なわ ち、 され こうべ の

場 に じっ と見入 って い ると、私 た ちは

そ こに3本 の十字架 が並 び苦 悶 され た

キ リス トの上 の方 に 「これ はユダヤ 人

の王 イエ ス」(マ タ イ27二37参 照)と

書 いた罪状書 きがあ りあ り と心 に思 い

浮 かん で きた。 そ して 「私 たちは、私

たちの ため に払 われた あの イエ スの苦

しみにふ さわ しくあ るだ ろ うか」 とい

う思 い にふ とか られ た。

それか ら私 た ちは、歴 史上 はア リマ

タヤ の ヨセ ブの所 有 となって いる例 の

墓 に 目を転 じた。 ヨゼフとニコデモは1

女 の手 を借 りて、 この墓 に イエ ス を葬

った。弟子 たちは イエ スを後 に して そ

の場 を去 った。彼 らは墓 の 入 口に石 を

ころが してふ さ ぎ、 そ して皆帰 って行

ったが、マ グダラのマ リヤ とほ かのマ

リヤ とはそ こにい た。(マ タ イ27：60，

61参 照)ふ た りは墓 の そば に身 を寄

せ合 ってすわ り、 じっ と墓 を見つ めて

い た。

私 たちは聖 典の 中 に、エ ルサ レムに

大破 壊 があ って 、神殿 の幕が 「真二 つ

に裂 けた」(マ タ イ27：51)こ と を知

らされ てい る。 しか しこの大陸 におけ

る破 壊の様 は、 それ をは るか に しの ぐ

もので あった。地 が激 し く揺 れ動 き、

3時 間の うち に町 は崩壊 し、 あ る もの

は埋 没 し、あ る もの は焼失 した。 また

都市 の あった所 に山が生 じた。嵐 、大

1974年4月7日 日曜 日午前の部の説教

呆 でのゴ 日間
十
坐

復 活 す る こ とに よ り全 人類 は永 遠 に

進 歩 す るこ とが で き る

大祝福 師

エル ドレッ ド ・G・ ス ミス

風が止 んで か ら全地 は深 い暗黒の霧 に

覆 わ れた。3時 間 にわ た る崩壊の後 、

この ような暗黒 は3日 の 間続 いた。 そ

して その間 人々 には声 、 ただ御 一方 の

声 しか届 か なか った。 イエス は御 自身

を明 らかに して言わ れ た。

「見 よ
、わ れは神 の子 イエ ス ・キ リ

ス トな り。わ れは天地 とその中 にあ る

万物 を造 れ り。 われ は最初 よ り御 父 と

共 に在 りき。而 して今 、われ は御 父に

在 り、御 父 はわれ にま します。御父 は

す で にわ れ によ りて その御 名の栄 え を

示 したまえ り。

われ は、わ が民 の ところへ降 りしが、

わ が民 はわれ を受 け容 れざ りき。す な

わ ち、わ れが来 るこ とを示 す聖 文 はす

でに事 実 とな りた りd(IIIニ ー フ ァイ

9：15，16)

イ エ スは民 に、破 壊 が起 こったの は

彼 らの罪悪 の ためで あ り、 ひ ときわ義

しい人 たちのみ 災い をさけ られ たのだ

と告 げ られ た。 また、復 活の後の御 自

身の訪 問 に備 えさせ るため、民 に、悔

い改 め よ、 そうす るな らば受 け入 れ ら

れ るで あろ う、 とい う言葉 を残 された。

また声 はモー セの律法 にふれ て、こ

の律法 はイエ ス御 自身 に よって全 うさ

，れ た こ とを告 げた。 「これ よ り後 、汝

らは血 を流 す こ とを以 てわれ にいけに

えを供 うべ か らず。われ は もはや汝 ら

の もろ もろの いけに え と火祭 とを正 当

なる もの と して受 け容 れ ざれ ばこ とご

と くこれ らを廃 あ よ。

これ よ り後 、犠牲 としてわれ に捧 ぐ
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へ きもの は ､真 にへ り くだ る心 と悔 い

る精神 な り……む(IIIニ ー フ ァイ9:

19,20)

主 は み業 を進 めて お られ た とき､2

度｢『 わ た しが好 むの は､あ われ みで

あって､い けに えて はな い』 ……d

体 か墓 に横 た えられて いた間の イエ

スの もうひ とつ の大切 な働 きは､死 者

の霊 を訪 れ るこ とで あ った。主 はあ る

ときこ う言われ た。｢よ くよ くあな た

が たに言 って お く。死 んた 人た ちが､

神 の子 の声 を聞 く時 か来 る。今 す で に

来 てい る。 そ して聞 く人は生 きるであ

ろうd(ヨ ハ ネ5:25)

十 字 架 にか け られて い る とき､イ エ

スは､罪 の宣告 を受 けたが イエ スを信

じた強盗 に向か って言わ れ た。｢よ く

言 って お くが､あ な たは き ょう､わ た

しと一 諸 にパ ラダ イスにいるであろうd

(ル カ23:43)

ペ テ ロは言 った。｢キ リス トも､あ

なたが た を神 に近 づ け よ うと して､自

らは義 な るか たで あ るの に､不 義 な る

人 々の ため に､ひ とたび罪 のゆ えに死

なれた。 たた し､肉 にお いて は殺 され

たが､霊 にお いて は生 か されたの であ

る。

こう して､彼 は獄 に捕 わ れて いる霊

ど もの ところ に下 って行 き､宣 べ伝 え

るこ とをされ た。

これ らの霊 とい うの は､む か しノア

の箱舟 が造 られ てい た間､神 が寛容 を

もって待 ってお られ たのに従 わなか っ

た者 どもの こ とで あ る。 その箱舟 に乗
L
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り込 み､水 を経 て救 わ れたの は､わ す

か に八名 だけで あ ったd(1ペ テ ロ3

:18-20)

これ は福 音 の重要 な原則 で ある。 こ

の原則 によって､全 人類 は福 音 を聴 き､

受 け入 れ､そ して死後 も進歩 を続 け る

とい う機 会 を与 え られ るの であ る。

ペ テロは この よ うに も語 って いる
。

｢死 人 に さえ福 音が宣 べ伝 え られ たの

は､彼 らは肉 にお いては人間 としてさ

ば きを受 け るか､霊 にお いては神 に従

って生 き るように なるため であ るd

(1ペ テ ロ4:6)

キ リス トの体 が墓 に横 たわ って いた

間 にふ たつ の非常 に不 思議 なこ とが起

こった。 その ひ とつ は､人 々 に教 えを

弾 き､も はや いけに え を受 け入 れず と

告 げ る主の み声 が この大陸 の住民 に聞

こえた こ とで ある。 この とき主 は まだ

復 活 して お られ なか ったこ とを覚 えて

いた だ きたい。主 は復 活 され た後再 び

この地 を訪 れ､御 自身 を示 され､人 々

に教 え を説か れ た。2番 目は､救 い主

が獄 に捕 われ てい る霊 た ちに宣 べ伝 え

られ た とい うこ とであ る。

3日 目に､ひ と りの天使 が降 って来

て､墓 をふ さいで ある石 を転 か した。

私 と妻 はその朝､園 の 中 を散 策 しなが

ら容 易 にそ こに置 いてあ った石 を思 い

浮かべ るこ とか で きた。墓 の入 口は切

り立 った丘 の斜面 に開 かれ てい た。 そ

の入 口は小 さ く､前 には くぼみか あ っ

た。 その くぼみ を使 って石 を移動 し､

開 閉 を したので あろ う。

る

私 たち はそ こで､週 の初 めの 日の明

け方 にマ グダラのマ リヤ とほかの女 た

ちが イエ スの死体 を清 め るため に香料

を持 って墓 に行 くと､石 が と りの けて
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最 も価値 あ るこ とは

人 々をわれ に導 き､父 の御 国に休 まん ことな り(教 義 と聖約15:6)

こん ば んわ

神様の言葉 を

伝 えにきました

吉 岡公夫(山 口支部)

私がこの教会の会員となることが出来ましたのが､1973

年7月1日 です。

幼少時代 は､身 体が非常 に弱 く､小 学校二年生 になって

も､普 通食が食べら.れず､昼 の弁 当は､い つ も母 がお粥 を

炊いて持 って来 たものを食べていました。

また近 い親類でお寺が4軒､そ の他の親類で2軒 全部で

6軒 有 り､も ラ1人 の従兄弟は､八 幡宮の宮司をしてお り

ます。そρ.よ『うヶ状況で したから､小 さい時か ら宗教的 な

影響 を強 授 け ていまし々･当 時弱タ しいなが 姓 きてい

るのほ､こ の世 に生 れ て来 た特 別 な使 命 が 自分 に有 るので

はな いか､そ れ は何 か と､私 な りに考 えてお りました。 そ

め うち身体 もやや普通 に近 くな り学校 も卒 業 して社 会 に出

て勤 め はじめ､そ の 日の生 活 に追 われて行 くうち何 ん とな

く40歳 にな っ七い ま した。

.そ して また
､人 生 とは､人 間の幸福 とは､未 来 は どうな

るか『と種 々考 える ように な りま した。 自分 の今迄 を振 り返

って見 ます と､麻 雀､将 棋､碁､ト ラ ンプ､花 札､ゴ ルフ､

ボー リング等下手 の横好 きで何 んで もや りま した し､ま た

酒 は少 々飲 め る方 で一､二 合 で は味が無 く､三､四 合 で味

がわ か り､四､五 合 で ようや く､美 味 し くなる と云 う有 様

ぞ した。 しか し快 楽の時 は過 ぎ､飲 んで もその後 におけ る

充実感 は無 く､た だ空 しさのみ が残 る ようにな りま した。

:そこで青春 時代 の本や新 しい本 を買 い､時 には図書館 に も

行 き仏教の勉強 をしました。 ところが､こ の世 は修業の世

であり､そ の報いは必ず来世 において償 うものである。人

間は非常 に罪深 くて とて も救 われ得 ない､た だ信 んず る信

仰 にの み救 わ れ る。 そ して良 い事 を しなさい､悪 い こ とを

してはい けませ ん。

良 い こ と､悪 い ことの尺 度､考 えれ ば考 え るほ ど難 しく

･なり､や り切 れ な くな りま した。心 を落 ちっけ静 かに もの

を見 る意 味で､お 寺 に て座禅 を試み るこ とと しま した。朝

は6時 にお寺 に参 り､座 禅 を組 み､お 経 を読 み､そ して作

務 す なわ ち作業掃 除､そ れが終 りま す と学務 す なわ ち論 語

の勉強 と少 しの仏 典 の勉 強､こ れが終 りましてよ うや く朝

食 です。 これ が非 常 に作法 が厳 しく食 べ る もの はお粥 に精

進 料理､そ こで一段落 して､別 室 にて お茶 を一服喫 しま し

て お寺 を後 に します。

こ う書 きますと､い か に も充実 した朝 の一 時に見え ますが､

あ にはか らんや､座 禅 の 時 には心 頭 を滅 却 す る所ではな く､

日頃考 えない こ とが次 ぎ次 ぎと思 い出 され考 え､心 に思 い'

が 湧 き心 が落 ちつ きませ ん。

真理 と云 う言葉 は良 く耳 に1します。私 も真理 とは何 んで

あ るか種 々 と求あ ま したが､良 くわか りませ ん。不安 な 日

が過 ぎて行 きま した。

忘 れ も しませ ん1そ の 日は1973年3月9日､雨 の降 る夜

で した。'ドア を叩 く音 が しますの で､ド ア を開 け て見 ます

と若 い外 人 さん と日本 の青 年 が立 って い ま した。｢こ ん ば

ん はお邪 魔 を して もよろ しいで しょ うか。私 た ちは神様 の

言葉 を伝 えに来 ま した。｣

私 は｢は っ と｣し ま した。 そ してす ぐに部屋 に上 っで い

ただ きま した。'その晩 す ぐ私 は人間の現世 の 目的 や仏教 上

の疑 問点 につ き種 々質 問 し､特 に現世 と来世 につ いて聞 き

ま した。 その若 い二 人の青 年 は静 か に聞 いて くれましたが､層

｢私 た ちは仏 教 の こ とは知 りませ んが
､私 た ちの教 会 の教

えは こ うです｣と 云 われ たことは｢救 いの計画｣で.し た。それ

は見事 に私 の知 りたい こ とを｢ず ば り｣と 云 われ ま した。

私 は非常 に これ らの事柄 につ いて知 りた く､そ の夜｢モ

ル モ ン経:｣を 買 い読 む決 心 を しま した。 そ して一週 間 に2

日､訪 問 して頂 くこ とに しま した。

そん なあ る 日､神 様 の奥義 が知 りたけれ ば､神 の宮居､

す なわ ち 自分 の 肉体 を清 くしなけれ ばなgま せ ん。 それ に

は まず｢知 恵の言葉｣を 守 るよ うに云 われ ま した。御 承知

の とお り良 く飲 む方 で したの で､一 生 の間止 め られ るか ど

うか､非 常 に不安 で した。 まな一方 では､奥 義 とや らを知

りたい気持 が有 りま した。 そ してつ いに知 恵 の言 葉 を守 る

決心 を しま した。丁 度私 が転勤 の辞 令 を頂 いて10日 目の頃
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最 も価値あるこど{よ

｢伝 道 にでるの を反 対 して い るの に伝道 資金 を援助 して

あげ られ るはず が ないで し ょうdこ れ が両 親 のあ っさ りし

た答 えで した。｢少 し ぐらいの お金 な ら毎 月々送 ってあ げ

るわ よ｣と 言 って くれた姉 た ちには げ まされ､∫面 接 を待 つ

て いま したが､面 接 の 日はのび のび にな りま した。 しか し

その めび の びに なった こ とで､わ た しは ひ とつの:証 を得 ま

した･い よいよ明 日緬 接 と･1う時･母 め砂 ら髄 資金 ､

の 申し出が あったの です。伝 道資 金 は倍 仁 な りま した。.両

親 に感謝 す る気持 ちはあ りま したが､ま だ 彼 らの もっ｢と深

い気持 ちを知 り
.ませ んで した。

明 日はい よい よ出発 とい う日の朝､起 きて下 に降 りて行

ったわ た しはいつ もの ように｢お 母 さんお はよ う｣と 声 を

か けま した。 しか し､母 の お は よう とい う声 はあ りませ ん。

だ まってい る母 に｢ご め んね､朝 寝 ぽ うしちゃ った｣と 語

りか け ま したが､母 の｢お は よ う｣と い う声 はあ りませ ん。

私 にか えって きたの は｣｢あ なたが明 日か ら行 って しまう

と思 うと｣と い う泣 き声 と涙 で した。母 の涙 は冠婚 葬祭 の

ため の もの と思 って いた だけ に､私 は非常 にお どろき ま し

た。 その翌 日には､｢お れ は､見 送 りにな ぞいかん ぞ｣と

言 うていた父 も､ス ーツ ケー ス を車 にのせ､見 送 りにきて

くれ ま した。 そ こで見 た父 の さみ しそうな顔 と 目にハ ンカ

'チ をあてて いる母 の顔 をわ た しは忘 れ る ことはできません
。

たった一年半 なの に。 それ か.ら母 の言葉 を思 い出 しました。

｢な ぜ お父 さんが
､伝 道 にでる こ とを許 して くれたか知 ヶ

て いるの 。あ なたが､学 校 へ行 きなが ら朝 はや くお きてア

ルバ イ トし､ま た学 校 が終 ってか らも働 いて伝 道 資金 を用

.意 してい たで しょう
。 それ まで して行 きたいの な ら と言 っ

て許 して くれ たのよ｣と い う話 で した。

わ た しは出発 の 日は じめ て､両 親 の気持.ち を知 りました。

･わ た しの ため に自分 たちの気持.ち を犠 牲 に して くれ た両親

の愛:を知 りま した。.

一 年半 の窺 か い期 間 で したが
､東 北､'北 海 道の地 で伝道

しま した。楽 しい こ とばか りで はあ りま せ ん6北 の地 の冬

は特 に寒 く苦 しいつ らい こ ともあ りま した。 それ は｢家 族｣

とい うこ とにつ いて､い つ も考 える機 会 で もあ りま した』

レッス ンプラ ンにの っ とり家族 につ いて ､主 の教 え る家族

につ いて丸求 道者 と ともに学 び あい ました。3人 のす ば ら

しい伝道 部長 は多 く･のこ とを教 えて』ぐだ さ､り､ま たいつ も

こう言.わ紀 ま七 た。｢羽 田姉 妹､あ な たの家族 に毎 週 手紙

を書 いていますかd

｢何 が一番大 切 ですか
。家族 の昇栄 が大切 です。家 族 に

福音 の喜 び を伝 えな さいd

伝 道 中､常 に母 か ら仕 送 りと手紙 をい ただ きま した。 た

った一 回 で したが､父 か ら励 ま しの電話 をいただ きま した。

伝道 中､わ た しの両 親 へ の気持 は まった く変わ りました。

今､両 親 に心 か ら感謝 して い ます 。彼 らの愛 の深 さを心 か

らよ く感 じて い ます。今両 親 を よ く理 解 す るこ とが で きま

す。 二年 前､ひ とつの こ とを母 か らな らい ま した。母 にわ

た しが｢三 年 前､バ プ テ ス々 を受 け るこ とに反対 して い陰

の に､ど うして急 に許 して くれ たの｣と 聞 い た時 です。母

の答 はぐ｢あ なたが断食 を して いる こ とを知 ったか らよ。

遅 刻 を して も朝食 を.食べ て い く.あなたが･ほん とうに食べ な

いんです もの。.それほ どまで受 けたいの な ら許可 して あげ

よう と思 ったの。 それが親 の気持 ち よd'.

.肉体 の両親 です らその ように大 きな愛 をもって育 て て く

だ さ る。 わた しの両親 は末 日聖 徒 で は あ りませ ん。 しか し

天 父 の偉 大 な愛 を教 えて くれ たの はわ たし.の両 親 です。

た しか に宣教 師 の経 験 を とお して､わ た しは 多 くの こ と'

を学 び ま した。神様 が生 ぎて い らっ しゃ り､こ の教会 は神

様 の真 の教会 で あるこ とを証 します。 そ して神様 は､わ た
喚

し澄ちの天 の.お父様 で い らっ しゃ り､わ た したちの こ とを

いつ も心 配 して くだ さる こと を証 します。

只今宣教師

準備中

牟田口宣孝

『

(横 浜 ワー ド部)

私 が ∫宣教師 にな りたい。 あの よ うな素 晴 ら しい宣 教師

に な りた い｣と 思 ったの はバ プテス マ を受 けて しば ら くた

った高校 一年生 の秋 の こ とで した。私 を教 えて くれた宣教

師 たちの｢牟 田 口兄弟､伝 道 は素 晴 ら しいです よ。私 たち

の楽 しみ はあなた がたの証 を聞 くこ とで あ り､成 長 をこの

.目 で確 かめ る ことです。私達 の喜 びは父 なる神の喜 びです。

神様 は この よ うにお っ しゃ ってい ます。｢而 して汝 らも し

生涯 今 の世 の 人々 に向 いて悔 改 め を叫 ぶ こ とに力 を尽 し､

唯 一人 の人 た りと もわれ に導 かば､わ が御 父 の国 に於 て彼

と共 に汝 ちの悦 び如何 ば か りそや｣(教 義 と聖約18:15)

彼 らの心 か らの証 は少 年時代 の私 の心 を大 き く動 か しま し
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